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  プロローグ


  



  　竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やは、生まれつき澱よどみのような孤独の中に居いた。


  　資本家の裕福な家庭に生まれたこともあり、生しよう来らい金銭に不自由することはなかったが、気難しい父親のせいで、家政婦たちは名前を覚える間もなく次々と代わっていった。


  　思い返せば、秀也は父にも母にも、他ほかの誰だれにも手を引かれた記憶が無い。


  　泥の底から天を睨にらむような暮らしの中で、秀也は学んだ。


  　生きることとは、闘争することなのだ。


  　悪意は雪のように降り重なる。ならば、身を守る為ためには、自身をひたすらに尖とがらせること。針葉樹の葉のように、真まっ直すぐに、この世界の理不尽を振り落とすこと。


  　それが、秀也が生きるために身に付けた、唯一にして絶対の作法だった。


  



  　二十三で父親の会社の乗っ取りに成功した後、中国系の劉りゆう甫ほ獏ばくという男ととあるパーティで知り合った。


  　人間の価値を値踏みされるような居心地悪い雑話の後、甫獏は、秀也にこんな奇妙な話を持ちかけてきた。


  　この世界には、意識を持った寄生虫がいるのだ、と。秀也は、甫獏自身に格別良い印象を抱いたわけではなかったが、人間の身体能力を幾倍にも膨ふくれ上がらせるその生物の話は、ビジネス的には確かに興味深い話であった。


  



  　甫獏と手を組んでから、共に創立した組織『パラミナティ』の規模は拡大の一途を辿たどった。目的のためには手段を選ばなかったこともその一因だと言えるだろう。


  　途中で西洋人のリビーという男が合流してからは、資本と規模は、加速度的に膨れ上がっていく。


  　金にも、女にも、権力にも何一つ不自由しない日々。


  　だが、それでも竜斎寺秀也の孤独は、永えい劫ごうに振り払われぬ泥のように、纏まとわり付いて離れなかった。
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  　パラミナティ直属のパラシスタンス研究所は、都心から電車で二時間もかかるような郊外の、さらに奥まった敷地に設置されている。


  　秀しゆう也やは、その玄関のインターホンのボタンを押し、ゆっくりと名乗った。


  「……竜りゆう斎ざい寺じだ。視察に来た」


  　厳重なロックを抜けた先のラボラトリには、白衣を来たまま峻しゆん厳げんたる面おも持もちでシャーレを覗のぞき込む増ます川かわ銀ぎん次じの姿があった。


  「……調子はどうだ、増川」


  「……並だ」


  　そう言われても、どういう状態と比較して並なのか、判然としない。


  「解わかってはいるが、会う度たびに人間味を失っていくなお前は」


  「…………」


  　皮肉を込めたつもりだったが、銀次は答えない。ただ、ぼんやりとシャーレの中の変化を覗き込んでいるだけだ。


  「……返事もなしか。まあ、わざとやっているのかは知らんがな」


  　その時、ラボの扉を開けて、やたら若い、ともすれば高校生にも見える金髪の女性が研究室に入ってきた。


  「銀次先生、そろそろ休憩……あ、竜斎寺さん！」


  　こちらに気付いた女性は、ぺこり、と慇いん懃ぎんに頭を下げた。


  「吉よし富とみです。竜斎寺さん、資金提供の件でいつもいつもお世話になっております」


  「……吉富……？　ああ、ちょっと待て。報告書を読んだ。吉富綺き羅らか？」


  「はい！」


  「まだ大学生だそうだな。どうだ。研究は」


  「もう、毎日が驚きの連続です！　異種との接近遭遇、っていうんですか、なんていうか私、すごい研究をさせてもらってるんだなって感動してます。きっと、この研究は未来に繋つながりますよ！」


  「勘違いするな」


  「……はい？」


  　重く鋭い言葉で秀也は綺羅の語気を制した。


  「……未来のための研究なら国がする。ここはあくまで利益追求のための私設研究所だ」


  　もっとも──甫ほ獏ばくの目的が本当に利益追求かどうかは、判じかねるところだったが。


  「は、はい……」


  「報告によると随分回虫の一個体に入れ込んでいるようだが……実験サンプルに思い入れするな。精神が保もたなくなるぞ。それから、たまに勘違いする輩やからが居るんだが──くれぐれもうちの組織から逃げられるとは思わないことだ。馬ば鹿かな考えは起こさないようにな」


  　綺羅は、何かを言いたげな様子で、黙だまって俯うつむいていた。


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  「それにしても」


  　帰り道、秀しゆう也やはベンツの車中で一人呟つぶやいた。


  「……銀ぎん次じめ。息子むすこのためとはいえ……解げせないものだ」


  　真実の一端を知っている秀也は思う。自分だったら、自分以外の人間のためにああまでするだろうか？　『組織』は利益のためにあると、綺き羅らに言った。だが、秀也は同時に自問する。──これ以上利益を得て、それが何になると言うのだろうか？


  　そこに、運転手から声がかけられた。


  「秀也さん、次はどこに向かいましょう」


  「……孤児院だ」


  　特段、会いたい人間がいる訳ではない。駒こまが必要だった。


  　その孤児院は表向きは竜りゆう斎ざい寺じ家の慈善事業施設だったが、稀まれに、不幸な『病死』が発生することがあった。研究所に要請されれば、『駒』として有用な人間を供給する。それがその施設の本来の目的だった。


  



  「あ、竜斎寺さん、わざわざご足労すみません！」


  　いけ好かない笑えみを浮かべた院長がこれ見よがしに大きな声を上げる。こぢんまりとした施設に入ると、作り物の笑顔を貼はり付けたような子供たちが一斉に群がってきて、芝居がかった口調で次々に囀さえずった。


  「わー、竜斎寺のおじちゃんだ！」


  「おじちゃん、いつも僕たちをたすけてくれてありがとう！」


  　秀也は答えない。その義理も必要もないと自覚していたからだ。どうせこのガキ共も、院長に言われて意味も解わからず媚こびへつらっているだけだろう。そんなお世辞に浮かれるほど──。


  　その時、秀也の目に入ったのは、異様な風ふう采さいの女児だった。


  「……おい。あいつはなんだ」


  　まだ小学生に見えるその女児は、秀也に向かって駆け寄ることもなく、かと言って同年代の遊興に交じることもなく──。


  「……コー……ホー……」


  　ただガスマスクを着つけて、こちらを凝視していたのだった。


  「あわわ、すいません竜斎寺さん！　これ、志し保ほちゃん、ご挨あい拶さつしなさい！　失礼でしょ、こんなガスマスクなんか外はずして……」


  　志保と呼ばれた少女は、無理矢理ガスマスクを外そうとする院長に抵抗するように、腕をぶんぶんと振った。


  「……さわらないでください。きたないですの」


  　秀しゆう也やは、その少女につかつかと近づくと──言い放った。


  「……変なガキだな、てめえ」


  　院長は、取り繕つくろうような言い訳をした。


  「す、すいません竜りゆう斎ざい寺じさん！　この子、先日の投資家宅火災事件で生き残った孤児で──あの事件、有害ガスが出たでしょう。それでガスマスクを付けて助け出したは良いものの……それ以来ガスマスクを手放さなくなっちゃって」


  「ああ、梶かじヶが谷やの家の一人娘か──」


  　それはパラミナティが首謀した事件だった。更に言えば、火を付けたのは秀也だった。


  「後遺症などはないはずなので、恐おそらく精神的なものなんですが──。すみません、客人の前でこんな失礼な格好を──」


  　それはいわば、秀也が生み出した孤児だ。だが。だからと言って、秀也には特に贖しよく罪ざいの意図ということもなかったのだが──気が付くと少女に話しかけていた。


  「おい、ガキ」


  　そう呼びかけると、志し保ほはガスマスクをほんの少しだけ持ち上げて、上目遣いでこちらの目を初めて見た。


  「……はいですの」


  「お前、家族がいなくなって、どんな気分だ？」


  　少女は、ほんの少しだけ考えた後、言った。


  「……どろのなかにいるみたい」


  「──泥？」


  「ひとりぼっちでいると、世界の空気がだんだん、黒く、重くなっていくみたいな気がして──だから、マスクがないと──世界は、きたないですの」


  「……まあな」


  　秀也は、我が身を振り返る。


  「お前の言う通りだよ。汚れてるんだ、この世界は。祈りは役に立たない。願いで腹は膨ふくれない。だから──自分の身は自分で守れ」


  「……じゃあわたくし、マスクをしててもいいですの？」


  「……そういうこともあるだろうさ」


  　それだけのやりとりで、秀也には目の前の子供が他人だとは思えなかった。だから──秀也が次に取った行動には、単なる気まぐれ以上のものがあったと言いきれないこともない。


  「──おい、お前」


  「なあに？」


  「……今日から苗みよう字じを変える気があるか？」


  「みょうじ？」


  「お前に、俺の苗字をくれてやる。お前は今日から──」


  　秀しゆう也やはしゃがむと、頭を志し保ほと同じ高さまで下げ、初めてその顔を正面から見据えた。


  「竜りゆう斎ざい寺じ志保になれ」


  　志保は、少し考えた後、黙だまってこくり、と頷うなずいた。


  



  　結局、それから今に至るまで秀也は娘の手を引いたことはない。


  　秀也はきっと、志保と同じだった。同じように世界の不浄を畏い怖ふし、汚お濁だくを忌き避ひし、自我をコーティングせずにはいられなかった。だからこそお互い惹ひかれつつも、他者に触れることが、第三者に侵食されることが怖こわかったのだ。


  　それでも志保は忠実に命令を遂行してくれていた。だから問題がなかった。


  　──竜斎寺志保が、増ます川かわ唐から人とに出会うまでは。
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  「……夢、か」


  　昔の夢だ。懐かしい夢を見た。あれからもう、七年ほどになるだろうか？


  　ベンツの中で、秀也は先ほどの光景を思い出す。燃えさかる、一軒の家。それは、かつて自らの手で奪い去った、志保の生家の光景にも重なって仕方なかった。


  　そこに、運転手が恐る恐る話しかけてきた。


  「……あの、秀也さん。あの家を燃やしたのは、流石さすがにやり過ぎでは……あまり派手に動くなと甫ほ獏ばく会長が」


  「……知るかよ。」


  「なぜ、こんなことを」


  　志保を取り戻すためになんでもする。そのことを解わからせるために火を付けただとか、甫獏の言いなりになるのが嫌いやだったとか。自分の心に尋たずねてみれば、如い何か様ようにも答えになりそうな回答はあった。──だが。


  「……俺にも、解らん」


  「……甫獏会長、たぶん怒ってますよ」


  　──なに。そうなればそうなったで、まだ、奥の手がある。もっとも──この部下共が付いてくるかは知るよしもないが。


  



  　秀也は、シートを倒すと、再び泥のような眠りに落ちていった。


  第一章　北海道に進路を取れ


  



  　人が人らしくあるためには、どんな条件が必要だろうか。


  　日本国憲法にはこう書いてある。「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する」と。


  　──ならば。


  　今の僕の状況は、その最低限度の暮らしに値するのか否いなか、街頭アンケートでも取ってみたいところだ。


  「……うーん……」


  　目ま蓋ぶたの裏側から、眩まぶしい陽ひの光が突き抜けてくる。肌がしっとりと朝あさ露つゆで湿っているのを感じ、僕は薄ぼんやりとした頭で新しい一日の訪れを──。


  「……うわっ！」


  　その時、首筋がぞわりと総そう毛け立つ嫌けん悪お感を覚え、僕は思い切り起き上がった。


  「む、虫だっ！　虫が入ってきたっ！」


  「あ……ご、ごめんなさい……」


  「……へ？」


  　僕が首筋から入って来た虫を振り落とそうと身体からだを揺ゆすっていると、傍かたわらから小さな平謝りの声が聞こえてきた。


  「……櫂かい実じつ？」


  　そこには、薄明かりが透ける布の前で、四つん這ばいになってこちらにおずおずと手を差しのべている櫂実の姿があった。


  「わっ……か、櫂実っ!?」


  　その姿勢から強調されるものは当然、メロンのように豊満な二つの乳房であり、そのあまりに無防備な姿に、起き抜けから僕の心臓の鼓動は一気に高まる。


  　櫂実は慌てるように手をふるふると振った。


  「そ……その……ごめんなさい……拙せつ虫ちゆうみたいなゴミ虫が……増ます川かわ君を起こしに来るなんて……大それたことを……」


  　そして、懐ふところからごそごそと何やら細長い缶を取り出し、覚悟したように仰あお向むけに寝転がる。


  「……殺虫剤ならここにあるから……もし気になったら……かけて……」


  「どんだけ自虐的なプレイなんだよ！　昆虫用だよこれ！」


  　僕は、一気に覚めた眼めを改めて強く擦こする。


  「……てか、櫂かい実じつ、一応起こしに来てくれたのか。ありがとうな」


  「……うん……増ます川かわ君、目覚まし時計持ってないかなと思って……三時ぐらいからここに座って待ってた……」


  　三時って……そんな気を遣ってもらわなくてもいいのに……。


  　それにしても、サナでも桜さくらでもなく櫂実に起こしてもらうなんてなかなか新鮮な体験だな、と思う。ま、それもこれも──。


  「家がないからだよ！」


  　僕は空中に向かって激しくセルフツッコミを入れた。ツッコミを入れた腕の先には薄い天幕が張られている。桜にどこからか見つけてきてもらった安物で、ところどころ布がほつれている。そりゃ朝あさ露つゆも付くし虫も入ってきやすいというものだろう。


  「……大丈夫、増川君……」


  「いやあ、まいっちゃうね！　なにしろ鍵かぎがないからね！　テントは！」


  「……だったら増川君、拙せつ虫ちゆうの家を代わりに使っていいって言ってるのに……拙虫ならゴミ捨て場が……第二の家みたいなものだから……」


  「やな家宣言だな……」


  　学園祭でのアイドル騒動から一週間。僕とサナは河原かわらにテントを張って暮らしていた。ノマドライフならぬ野ノ宿ジユクライフである。
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  　こんな生活をしている理由というのもただ一つ──あの日、学園祭から僕らが帰宅すると、盛せい大だいに家が燃えていたからだ。幸いにして隣近所に延焼することはなかったが、僕の家はほぼ全焼だった。家に火を付けたのは、恐おそらくあの時黒いベンツで行き違った例の『組織』の人間、竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やの仕し業わざだと思うのだが──犯人が誰だれであろうと、僕が今現在惨みじめな暮らしを送っていることに変わりはない。


  　そして、あまりにも悲劇的な状況に置かれた時、人は何を思うのか。それは、放火犯に対する怒りというより、全すべてを失ったという虚無感だった。


  　僕に残されたものは何もなかった。僕のお腹なかに住む寄生虫の女の子以外は──。


  「……ってか、サナは……？」


  　僕が横を向くと、サナは、いびきをかきながら豪快にまだ寝ていた。


  「むにゃ……唐から人とぉ……もう養分取れないよぉ……」


  　なんつう寝言だ……。


  「おい、サナ、サナ、起きろって。朝だぞ。櫂かい実じつが来てるぞ」


  　僕はゆさゆさとサナの身体からだを揺ゆさぶり、起こそうと試みてみる。すると、サナの目がぱちりと開かれた。


  「……え？　か、唐人……？」


  「よう、サナ。おは……」


  「わ、わあっ！」


  　サナは何かまずいものでも見たかのように、顔を真っ赤かにしながら飛び退のいた。


  「ど、どうしたんだ……」


  「お、起きたら唐人の顔がすぐそばにあったから……」


  「いけないのかよ」


  「き……キスしたのかと……」


  「……は？」


  「……あ、キ、きす……鱚きすには寄生できないな！　やっぱ、寄生するならマスだな！　あはは！」


  　そんな不自然な会話のコンボで急に幼虫時代の話をして、サナは何かを誤魔化した。


  　そう、あの時のアイドル騒動から、変わったことがもう一つ。


  　サナの態度がどこかぎこちないのだった。


  　てか……やっぱこいつ、あの時姫ひめちゃんとのキスを見ていたのだろうか？　でも、それを僕が訊きくのも変だし……とりあえず僕は、その場を取り繕つくろうことにした。


  「……そ、そういえば今日は桜さくらは来てないのかな？」


  　声がうわずっていなかったかどうか自信がない。そんなことを言いながら、僕が周囲を窺うかがおうとテントを出ると……。


  「かーんけったー！」


  「ぐべっ!!」


  　桜さくらが蹴けり飛ばしてきた青い空き缶が、いきなり僕の額ひたいに命中した。


  「い……痛えええっ！　桜！　何をしてるんだ！」


  「おはようお兄にいちゃん！　これは……青缶です！」


  「……なんだそれ」


  「野外といえば、青缶に決まっています。なのでわたしは青缶を蹴り飛ばすことで、精一杯の抗議を示しているのです」


  「……うん。意味が解わからないことにしておきたい」


  「というか、わたしは『ランボー怒りの青缶』だよ！　何が悲しくてサナちゃんとお兄ちゃんが同じテントでよろしくやってる中、おあずけ食らわないといけないんだー！　ヒャー！」


  「ヒャーって何だよ！　不満に対して奇声を上げるな！　テントでよろしくって言うか、家が燃えたんだからしょうがないだろ！」


  「……ぶう……そんなんじゃ朝ご飯あげないもん」


  「……え？」


  　そう言われて桜が指差す方向を見る。そこでは、カセットコンロにかけた土鍋で、何かがぐつぐつと煮込まれていた。隙すき間まから吹き出す湯気と泡が食欲を誘う……。てか、なんでわざわざ河原かわらで鍋やってるんだ、とツッコみたいところではあったが、それ以上に僕は空腹に耐えられなかった。


  「おお……うまそうだな……桜……その……朝ご飯ちょうだい」


  「……むう」


  「桜ー、ごめんよぉー」


  　僕はむくれる桜の頬ほおをぐにぐにといじり、無理矢理に笑顔を作ってやる。最終的に桜はくすぐったそうに顔をゆるめた。


  「も、もう……ずるいなあ。お兄ちゃんにそうやって言われたら許してあげるしかないじゃん……」


  　桜がしぶしぶ煮えたぎる鍋の蓋ふたを取ると、白い湯気が豪快に上がった。


  「……あれ、なんだこれ。鍋じゃないの？」


  「おじやでした！　おじやに、そこらに生はえてた草を入れてみたんだよ！」


  「それって雑草じゃないのか……」


  　と、そんなこんなで、朝食が始まった。


  　河原で、僕と桜と櫂かい実じつとサナの四人は車座になって鍋を囲む。奇妙にも程がある光景だ。世が世ならバーベキューと言い張れるだろうか……いや、苦しいな。


  「はふ……雑草……美お味いしい……罰を感じながら熱々を食べるのが……好き……」


  　櫂実がはふはふと美味しそうにおじやを頬張る。


  「ま、雑草っていうか実際はニラなんだけどね！　はい次、お兄にいちゃんめしあがれー！」


  「お、ありがとう桜さくら」


  　僕は、桜によそってもらったおじやを右手に持つと、サナに向かって左手を差し出した。


  「ほら、サナ、手」


  「……え？」


  「朝ご飯食べるからさ。僕が何か食べる時は手を繋つなぐ約束だろ？」


  　だが、その時のサナのリアクションは今までに見たことがないものだった。


  「で、でも……！　そんなの……」


  「なんだよ」


  「わ、私、彼女じゃないから……恥ずかしいぞ……」


  「なっ……!?」


  　サナは顔を赤くしてそわそわと落ち着かない様子だった。……え、なんでこいつ唐突に羞しゆう恥ち心に目覚めてるんだ。てか、まっとうなこと言ってるんだ！


  「い、今更恥ずかしいって！　僕に寄生してることは恥ずかしくないのかよ！　ほ、ほら！」


  　僕は少し強引にサナとの距離を詰めて手を握ろうとする。が。


  「わっ……！」


  　サナは思わず手を引っ込め、緊張したように一層身を固くしてしまった。


  「あ！　そ、そうだ！　食事時だし、み、みんなの水汲くんでこなくっちゃな！」


  　結局サナは、するりと逃げるように頭をぴこぴこさせながら、そばにあったポリタンクをひっ掴つかみ、遠ざかっていったのだった。


  「……え？」


  　僕は、スルーされた左手をにぎにぎさせながら思う。


  「……ものすごく避けられてる？」


  　……よな。明らかに。軽くへこむ。


  「どういうことだ……」


  　繰り返し思うが、心当たることと言えば。姫ひめちゃんとキスをしたことぐらいだ。


  　……姫ちゃんとキス……は確かにしたけど……。


  　でも、でもさ。


  　それって、問題あるか？


  　別に、サナは僕の彼女じゃないし、何より、いくら姫ちゃんが初恋の人だったと言っても、事故みたいなもんだし、何も咎とがめられる理由なんてないのに──。


  「ないのに……」


  　あの日の帰り道、サナは少し泣いていたような気がした。そのことを思い出すと、ちくちくと胸が痛くなる。


  　──でもさ！　だから僕にどうしろってんだよ！


  　あーもう！　だいたいなんで自分の寄生虫のことでこんな悶もん々もんとしなきゃいけないんだ！


  　と、僕がそんな風に煩はん悶もんを繰り返していると、河原かわらに面した道路の方からよく知っている声が聞こえてきた。


  「おーい、唐から人とー！」


  　近所にまで聞こえそうな大きな声を出しながら僕たちに近寄ってきたのは、丈じよう児じと綺き羅ら先生だった。


  「お、綺羅先生、丈児！　こっちこっち」


  　僕は大きく手を振りながら二人を迎える。僕たちの前に立つなり、丈児は鞄かばんの中から何かを取り出した。それは一尾の生なま魚ざかなだった。


  「おっす、おはよう唐人！　サバイバル生活してるって言うから、今日はサバイバル食品っつーことで、サバを持ってきたぞ！　腹の足しにしてくれよな！」


  「……ありがとうな、丈児。生のサバは足早いけどね……せめて鯖さば缶かんなら良かったのに……」


  「……足？　サバが走るのか？」


  　サバイバル食品って普通、カンパンとかカロリーメイトとかそういう保存食だと思うのだが、サバを持ってくるあたりがやはり丈児の少しズレた思考回路だった。


  　一方、綺羅先生は僕たちのテントの中を覗のぞき込みながら言った。


  「それにしても、毎日キャンプとは、あなたたち青春満喫してるわねー」


  「好きでしてるわけじゃないです！　否いや応おうなしの野宿です！」


  「じゃあ性春？　鯖缶じゃなくて青缶？」


  「綺羅先生まで桜さくらみたいなこと言わないでください！」


  　そんな僕たちの会話に思いがけず反応したのは、丈児だった。


  「青春かあ！　羨うらやましいぜ！　俺もしてえな、完かん璧ぺきな青春、ダ───っ！」


  　丈児は拳こぶしを天に突き上げながら高らかに宣言した。どこのプロレスラーだ。


  「なんだよ、完璧な青春って」


  「河原での殴り合いと、放課後は可愛かわいい彼女とデート、テストでは赤点だ！　よその高校と抗争とかやってもいいぜ！」


  「なにそれ!?　昭和の不良漫画!?」


  「じゃあ唐人、せっかく河原にいることだし、ちょっとここで殴り合いしてみるか？　夕日を浴びながら寝転ぶところまでコミでな！」


  「しないよ！　学校があるだろ！」


  　まあ、家はなかったが、変わらず接してくれる二人の態度には相変わらず心安まるものがあった。


  「……ていうか、唐人、お前ここ数日学校休んでるけど大丈夫なのか？」


  「ちょっと生活に追われてたからさ……今日はだいぶ早く起きられたし、行くよ。なんか最近学校で変わったことあったか？」


  　丈じよう児じは考えながら言った。


  「まあ、相変わらず俺が女の子の尻しりを追いかけてるぐらいかな。実は最近ちょっと気になってる女の子がいてさ大和やまと撫子なでしこタイプですげえ可愛かわいいんだ」


  「……またかよ。丈児はモテないことないんだから妥協すりゃいいのに」


  「それじゃ青春にならねえじゃねえかよ。あ！　あと、お前ん家ちが燃えたって聞いて、服はつ部とりがニヤニヤしながらこれを渡してきた」


  「え？　あいつ、どうしようもないクズかと思ってたら意外といいところが……」


  　丈児が持ってきたのは、カーペットのゴミを取る用のころころするローラーだった。ご丁寧に、外側に『ざまあみろ』と書いてある。


  「また嫌いやがらせかよあのクズ！　ちくしょう！　使わねえよ！」


  「あ……いらないなら拙せつ虫ちゆうにください……」


  　櫂かい実じつが、ローラーを嬉うれしそうに鞄かばんにしまった。


  　その様子を微笑ましげに見ながら綺き羅ら先生が切り出す。


  「あ、それより。唐から人との家の焼け跡に関して、警察の調査事項、保護者代理ってことであたしが聞いてきたんだけど……今言ってもいい？」


  「あ、ありがとうございます！　なにか解わかりました？」


  「ええと……映像のこと言ってもいいかしら？　桜さくらちゃん？」


  　綺羅先生は、なぜか桜の方を見てそんな不ふ穏おんなことを言う。


  「え！　あ、あはは……な、なんのことやら……あっしみたいなしがない処女に解るのは前ぜん立りつ腺せんの場所くらいで……」


  　おじやを高速でかき込みながら桜がごまかす。


  「……どういうことだ」


  「桜ちゃんがね。唐人ん家に監視カメラを設置してたらしくて、そこに火事前後の状況が色々映ってたの」


  「……桜が設置した監視カメラ？」


  　桜はぎくりと首をすくめた。


  「それは、その……お兄ちゃんが困った時いつでも駆けつけられるように……」


  「ほう……それは盗撮とどう違うのかな」


  「てへぺろ」


  「誤魔化すな！」


  　そんなさりげなく行われていたストーキング行為は脇わきに置いておくとして、気になるのは映像の中身だ。


  「ま、役に立ったんなら今回は許すけど……綺き羅ら先生、その映像で何か解わかったんですか？」


  「うん……それがね、唐から人と」


  　綺羅先生が言葉を選ぶように尋たずねてくる。


  「銀ぎん次じ先生……本当にまだ連絡付かないままなの？」


  　銀次先生。もと職場の上司であり恩師に当たる親父おやじのことを、綺羅先生はそう呼ぶ。


  「え？　そうですよ……まだ日本には帰ってきてないと思ってるんですけど……」


  「なんだか……火事のあった日、監視カメラに映ってたのよね、銀次先生が」


  「はあああああ!?」


  　僕は心臓が裏返りそうなほど驚いた。


  「えーと、ちょっと待ってね、データで貰もらってきた映像がタブレットに入ってるから……」


  　そう言って綺羅先生はｉＰａｄを取り出し、動画を再生する。僕たちはその映像を横から覗のぞき込んだ。その映像はうちの居い間まを定点観測したものだったのだが──。


  「あ、本当だ……」


  　見覚えのある白衣を来た白しら髪が混じりの男が、家の中を徘はい徊かいしている。


  　確かに、それは親父らしき人物だった。


  　家の中での出来事を時系列順に簡潔にまとめると、こうだ。


  



  　15：52　増ます川かわ銀次、帰宅。


  　いつもにも増してその足取りは覚おぼ束つかなく、灰色の髪もボサボサで、目は酷ひどく虚うつろだ。


  　銀次は、家に入るとまず食卓に向かい、散乱したテーブルの上をじっと眺める。


  　そしておもむろに、テーブルの上にあるいくつかのシャーレを、手に持っていたアタッシェケースの中に入れ、迷うことなくまたすぐ家を出て行った。この間かんわずか十五分ほど。


  



  「……親父、日本に帰ってきてたのかよ……でも、そしたらどうしてうちに連絡すらないんだよ」


  「唐人、あなた心当たりない？」


  「ないよ……」


  「そう……」


  　綺羅先生は少し寂しそうな顔をした。


  　そして、その約一時間後、映像はこう続く。入れ替わるように、竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やが現れたのだ。


  



  　16：55　竜斎寺秀也が土足で家に入ってくる。傍かたわらには黒服を何人も従えている。


  　すぐに秀也たちは監視カメラからは消えるが、どうやら連中は各部屋に入り、何かを探しているようだった。


  



  「あ……家や捜さがししてる……てことはお兄にいちゃんの例のいやらしい本も見られちゃったのかな……あの机と壁の隙すき間まに入ってるやつ……」


  　脇わきからその映像を覗のぞき込みながら桜さくらが嘆息する。


  「……桜。お前、なんでそんな情報を知って……まさか監視カメラって一台じゃな……」


  「あ、今度はあいつら食堂に来たよ！　見て！」


  　桜の声に促うながされ、映像の続きを見る。連中は居い間まの食卓に研究サンプルを見つけると、集まり、何かを吟ぎん味みするかのように見比べている。もしかして、間一髪でさっき親父おやじがケースに入れて持ち去ったものを捜しているのだろうか？


  　やがて秀しゆう也やは、目当てのものが見つからなかったのか、苛いらついたようにテーブルを大きく蹴けり飛ばした。そこで、傍かたわらのソファに置いてあったノートパソコンに目を遣ると、おもむろにそれを起動した。残っていたキャッシュからログインし、メールを確認しているようだった。秀也はやがて、何かを得たり、というような笑えみを見せる。


  「あ……パスワードをキャッシュに残してたのまずかったな……まさか、物理的にハッキングされるとは思ってなかった……」


  　あのパソコンにログが残っているのは、きせい部の共有メールボックスだ。


  　そこに櫂かい実じつが口を出す。


  「……ねえ、増ます川かわ君……もし、あの人が志し保ほさんたちの行方ゆくえを捜そうとしてたんだったら……まずいかもしれない……」


  「あ、志保とロイ子から来たメールを見られたってことか!?」


  　志保とロイ子の二人との連絡は、万が一のことを考え、ＧＰＳから足の付く携帯ではなく、ＷＥＢメールからの連絡に限定していたのだが……それを盗み見られてたら世話ないな……。てか、どういうやりとりしてたっけ……。とりあえずＷＥＢベースだから、パソコンがある所に行けばメールは見られるんだけど……。


  「ま、とりあえず映像の続きを見るか」


  



  　17：30　竜りゆう斎ざい寺じ秀也を始めとする一同が、家捜しした証拠を隠滅せんとばかりに、うち中にどこからか調達してきた灯油を撒まき始める。それが家に十分に染しみ渡ったところで、秀也がマッチに火を付け、放ほうり投げてから立ち去っていった。


  



  「あ……燃えてく……うちが……ちくしょう……あいつら無茶苦茶しやがる……！」


  　すべて済んでしまった過去の出来事として、我が家が燃えていくさまを見るのは、中々もどかしく辛つらいものがあった。それは桜も同じようだ。


  「うあー……わたしとお兄ちゃんの思い出が詰まった愛の巣が……燃えちゃうよお……消防士さん早く来てぇ……水かけてよお……」


  　と、そこに、サナがようやく水をポリタンクいっぱいに汲くんで戻ってきた。


  「ん……？　水がいるのか!?」


  　その、何かを早とちりしたような表情を見て、一瞬で僕は悪お寒かんを覚える。


  「え……？　うわ、サナ、馬ば鹿か、やめ……」


  「やーっ！」


  　サナは、ポリタンクをひっくり返し、盛せい大だいに水をぶちまけた。


  「うわ────っ！」


  　僕はすんでのところで、綺き羅ら先生のｉＰａｄを持ち上げて、水がかかるのを回避した。


  「ば、バカサナ！　あ、あと少しで貴重な証拠映像がおじゃんになるところだったぞ！」


  「な、何か勘違いしたか……ご、ごめん唐から人と……よかれと思って……」


  　しょぼんとするサナに、綺羅先生が優しく微笑ほほえみかける。


  「いいのよ、サナちゃん。寄生虫の行動は宿しゆく主しゆの責任ってことで、唐人が弁償してくれるから。ちょうど新しいｉＰａｄに買い換えたかったのよね」


  「あんた家なしにそこまで請求する気か！　鬼か！」


  「でも、サナちゃんどうしたの？　最近なんだかぼんやりしてるみたいだけど」


  「そ、それはだなー……あは、あはは……お、お腹なかの具合が……悪めで……」


  　サナは誤魔化すように力なく笑ったのだった。……誤魔化しきれてないが。お腹痛くなるなら僕の方だろ。


  「……んー」


  　綺羅先生はなぜか僕の方をじっと見つめている……勘が鋭いから怖こわいんだよな、この人。


  　まあ、それは置いておくとして、監視カメラの映像を見て解わかったことがいくつかある。まず、親父おやじは既すでに日本に帰ってきているということ。そして、親父も秀しゆう也やも、研究サンプルを漁あさっていたということだ。


  　それだけでも、いくつか疑問は出てくる。親父はいつ日本に帰ってきてたんだ？　二人が捜していたものはなんだ？　元々サナの研究サンプルがあそこにあったわけだけど……もしかしてまだあそこに他ほかのパラシスタンスのサンプルとかがあったんだろうか？


  　などと自問自答したところで、その答えを知っているのは親父だけだ。


  「……まあ、考えても解らないからいいか。とりあえず、確かなのは一つだな」


  「なんだ？　唐人」


  「秀也には、志し保ほとロイ子から来たメールの中身を見られたってことだ。今から早めに学校に行って──とりあえずきせい部のパソコンから……どんなことが書いてあったか確かめに行こう」


  　どうやら今日も、授業に出る余裕はなさそうだった。


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  　きせい部に入るなり、凄すさまじい勢いでサナがソファーにダイブしていった。


  「うわーい、やわらかいぬのだーっ！」


  　ばふー、とそこら中に細かい埃ほこりが立った。


  「うー……柔らかい……やっぱり寝床は柔らかいのがいいな……この、唐から人とのお腹なかの中に負けず劣らずのぬくもり心ごこ地ちぃ……」


  　サナが嬉うれしそうにソファーに顔を押しつけてぐりぐりする。その脇わきから、さっきもらったゴミ取りローラーで櫂かい実じつがソファをコロコロし始めた。それはともかく、僕は早速きせい部のデスクトップパソコンを起動する。その時、ＯＳが立ち上がる前の時間で、桜さくらが期待に満ちたような目を僕に向けてきた。


  「ねえお兄にいちゃん……例の健全映画内のおっぱい動画を集めた乳にゆう・シネマ・パラダイスプロジェクト……今、半分の百十六分ぐらいまで出来てるんだけど……見る？　見たいよね？」


  「見ないよ！　てか半分で百十六分って、お前どんだけの超大作作ろうとしてるんだよ！」


  「最終的に三部作を三シリーズ作るつもりだよ！」


  「壮大すぎだよ！　スターウォーズ気取りかよ！」


  　僕はブラウザを開き、ＷＥＢメールの受信フォルダを開く。


  「どういうやり取りしてたっけ……と」


  　カチ、カチとマウスを動かしてメールをスクロールしていく。


  「よーし唐人、メール探しなら私に任せろ！　これだっ！」


  　がばり、と飛び跳ねてきたサナが、僕の脇をすり抜けて強引にキーボードを叩たたいた。


  「うわっ！　馬ば鹿かサナ、そんなやみくもに開いたところで──」


  　そして一通のメールが開かれ──


  『Ｆｒｏｍ：乱れる人妻　イノセント大回転


  はじめまして。私は、二十歳の主婦です。実は、私には秘密があります。それは、十六歳までコモドオオトカゲに育てられたため、貞操観念が欠如していることです。どうか私に正しい性行為を教えてくれませんか？　賛同してくれる方はこちらのＨＰにアクセスを。お待ちしております。この火ほ照てる身体からだをホテルで慰めて欲しい……』


  「絶対これじゃない！　迷惑メールだよこれ！」


  「だよなー」


  「時々思うんだけどさ、たまにくる笑わせようとしてるとしか思えない迷惑メールはなんなんだろうな……ツッコミ所多すぎだろ……。あ、これこれ」


  　そして、僕はようやく正しいメールを開いた。


  『Ｆｒｏｍ：竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほ＆ロイ子


  今、宗そう谷や岬みさきのネカフェにいますの』


  「……そうだよ、北海道にいたんだこいつら！　日本最北端にネカフェあるのかよってツッコんだ記憶がある！」


  　そして、ふと考える。


  「って、このメール、めちゃめちゃ場所特定されるな……」


  　あの火事から一週間近くが経たっている。下へ手たすれば、既すでに秀しゆう也やか、その手の者が北海道に向かったことだろう。


  「秀也は志保に拘こだわってどっか常じよう軌きを逸してるっぽいし、間に合うか解わからないけど一応警告のメールだけは打つとして……うーん、でも、身を守ることを考えると志保たちと一いつ旦たん合流できたらベストだよな……」


  「よーしじゃあ唐から人と！」


  　何かをひらめいたようにサナが意気込む。


  「……なんだよ」


  「北海道に行くぞ！　それで志保たちを連れ戻してくる！」


  「おい、サナ……簡単に言うけどお前北海道ってどの辺か解ってるのか？」


  　サナは首を捻ひねって言った。


  「……腸で言うと、十二指腸のほう？」


  「どんな例えだよ！　よし、そうなりゃ……」


  　僕は、傍かたわらにあった紙とペンを取ると、本州の形を描かいてからサナに差し出す。


  「サナ。この紙に北海道の形を描いてみろ。ちなみに今僕たちがいるのは関東地方のこの辺な」


  「よーし！　北海道か……ほっかいどー……」


  　そして、サナがすらすらと描いたその図は。


  「できた！」


  「お、できるじゃん」


  　……右上と左下に管が延び、真ん中が膨ふくらんでいる。見事に、食物を消化するのに都合の良さそうな形状だ。って、この形は……。


  「……違うよ！　胃だよこれ！　何で胃から本州に繋つなげちゃってるの!?」


  「……人体のふしぎ？」


  「ふしぎにも程があるよ！」


  　僕は、紙とペンをサナから取り上げて櫂かい実じつに渡す。


  「櫂実、ひとつサナに正しい北海道を描いて見せてやってくれ」


  「……え……でも……時間がかかるかも……」


  「なっ……!?　櫂実、地理苦手なのか？」


  　あれだけ本を読んでる櫂かい実じつが!?


  「ううん……拙せつ虫ちゆうみたいなゴミ虫が……間ま宮みや林りん蔵ぞう先生の業績を借りるなんてとんでもないから……まず測量から始めないと……」


  「誰だれもそこまで正確に描かけなんて言ってないぃぃぃ！」


  　そして、隣を見ると、目を爛らん々らんと輝かせた桜さくらが何かを期待するような顔で待っていた。


  「わた……」


  「桜はいいや」


  「なんでじゃー！　お兄にいちゃん、わたしすすきのの場所解わかるよ！　ほら！　ここがすすきの！　それからこのお店が……」


  「すすきのは今関係ない！」


  「ボーイズ・ビー・アンモラァァル！　（意訳：お兄ちゃんよ、倫理を超えて、そして抱いて）」北海道の偉大な教師を感じさせる悲鳴で桜は絶叫した。


  　結局、僕は日本地図をパソコンで探してサナに見せることになった。


  「ほら、これな……この大きな島が北海道な……」


  「おお……！　でかいな、唐から人と！」


  「でっかいのに先っぽが細いねお兄ちゃん！」


  「で、問題になるのは距離だよな……関東からだと結構あるんだ……飛行機が一番速いけど値段高すぎだし……。最安は十時間かけて高速バスとフェリーを乗り継ぐんだけど、それでもたぶん七、八千円かかるんだよな……」


  「でっかいのに先っぽが……」


  「どうするか……」


  　徹底的に無視していると、桜がぶーたれた。


  「もう……お兄ちゃんの馬ば鹿か……わたし、いい考えあるけど教えてあげないもん……」


  「あー、はいはい、解った。桜、ごめんな……次からなるべくツッコんでやるから……」


  「ツッコ……!?」


  　桜は何かに気付いたように携帯を取り出し、操作をする。


  「録音するから……お、お兄ちゃん……今の言葉……耳元でささやくようにもう一回言ってくれない……？　で、できたら……言葉を付け足して……『桜……今から俺の一番大事なものをお前の奥までツッコんでやるからな……』と……」


  「言うか！　普通にツッコんでやるって言ってるんだ！」


  「ちぇ……まあいいか」


  　桜は後ろを振り返り、録音を止めると小さくガッツポーズをした。


  「……これで向こう十年はご飯食べられるしね。やったねわたし」


  「……何が」


  　そして、桜さくらはこほんと小さく咳せきをすると、その案を話し始めた。


  「生徒会の人たちが、明日から、北海道の神社に泊まりがけで合宿に行くんだって」


  「ああ、そういえばなんかちらりと聞いたことある気が……」


  　そこで、桜は鞄かばんから一枚のペラ紙を取り出した。


  「これがそのチラシ。で、ここ見て。『深夜バスとフェリーを使い、北海道までなんと三千円！　希望者は生徒会以外の生徒でも同行可』だって」


  「お、本当だ！　え、でも生徒会ってことは……あの会長の仕切りか……」


  「ん？　唐から人と、何かまずいのか？」


  　サナが不思議そうに問いかけてくる。


  「前回のアイドル対決でも色々あって気まずいんだよ……」


  「耳そうじがどうの言ってたもんなー」


  「でも、まあ、交渉するなら僕一人で行くのが一番スムーズだろうな……うまくいけば値ね切ぎれたりするかもしれないし……」


  「お兄にいちゃん、座席はちゃんと四人分お願いね！」


  「ずうずうしいな！　おい！」


  　ということであまり気が進まなかったが、僕はとりあえず会長と交渉してみることにしたのだった。
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  　生徒会室の前に着くとちょうど、眼鏡めがねで三つ編みをした見覚えのある女子生徒が部屋に入ろうとしているところだった。


  「あ、えっと、君は……生徒会執行部、部活管理課の……三さえ枝ぐささん、だっけ？」


  　三枝さんはこちらに気付くと、にへらと営業スマイルを見せた。


  「あれ、増ます川かわさんじゃないですか～。どうしたんです、生徒会室前で？」


  　良かった。合ってたようだ。僕は早速、本題を切り出す。


  「聞いたんですけど、なんか明日生徒会が合宿で北海道行くらしいですね」


  「そうなんですよ～。明日というか今日の深夜出発で。まあ、私は予定があって不参加なんですが、取り仕切りはやってますよ～。金かね儲もうけになるから。ぐへへ、ピンハネピンハネ」


  　三枝さんはいつものようなおっとりした口調で腹黒い守しゆ銭せん奴どっぷりを垣かい間ま見みせた。


  「あの、一般生徒も参加可って聞いたんですけど、どういう行程になってるんです？」


  「そうですねー、往復は貸し切りの深夜バスとフェリーです。それで、向こうの神社では、お掃除を手伝ったり、勉強したりですね。ま、とはいえほぼ遊びですよ」


  「座席とかまだ空いてたりしないですかね？」


  「えーと、四天王の人たちも来るとか言ってたからどうだろうな……ちょっと待ってください、このファイルに名簿が確か……」


  　三さえ枝ぐささんは、手にしていたファイルをぺらぺらとめくりだした。


  「あ！　まだ空いてますよ～。増ます川かわさんも参加をご希望ですか？」


  「良かった！　いや、ちょうど北海道に用事があって……家も燃えちゃってお金がなくて困ってたし、いい交通手段を探してたんですよ」


  「お役に立てて幸いです～。じゃあ、座席はエクセレント松竹梅どれにします？　それぞれ五万円、二万円、一万円、五千円ですが」


  「へ？　三千円じゃないんですか？」


  「増川さん情弱ですか？　ここよく見て下さい、ここ」


  　三枝さんはチラシの隅をバンバンと指で叩たたいた。そこには、こう書いてあった。


  



  　『北海道までなんと三千円！　※但ただしチャージ料除く』


  



  　フォントサイズが前半と後半とで激しく違っていた。


  「なんすかチャージ料って！　ぼったくりバーですか！」


  「バスのチャージするんですよ。電気自動車だから」


  「嘘うそだ！　絶対嘘だ！」


  　そこで、三枝さんは突如不機嫌そうな顔になった。


  「……ちっ、黙だまれ貧乏人が」


  「……三枝さん？」


  　三枝さんは、舌打ちをしながら大おお仰ぎようなモーションで唾つばを吐き捨てた。


  「ぺっ！」


  「え、なんでそんな急に……」


  「ちょっとぉ、よらないでくださぁい、あなた食物連鎖の下の方にいる人じゃないですか～」


  　さっきまでと態度が百八十度変わっていた。酷ひどい言われようだ……。


  「そ、そこまで言わなくても……どうせ席が余ってるんだったらなんとか……」


  「……ま、そんじゃあ、会長と直接交渉してください。会長なら招待枠を多少は持っていますので。残念ながら私は貧乏人と話す時間を持ち合わせておりませんので」


  「え、ちょ、ちょっと三枝さん……」


  「はいはい。追い返さないだけありがたいと思いなさいな」


  　そして、僕は三枝さんに背中を押されるまま、生徒会室の扉を潜くぐった。
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  　僕は生徒会室に入るのは初めてだった。が──。


  「広いな、おい……」


  　そこはどうやら、ふた教室ぐらいぶち抜いているようだった。だがスペースがあるかと言うとそうでもない。なぜかというと、出入り口から奥に向けてずらっと鳥居が並んでいるのだ。伏ふし見み稲荷いなりかよ。なお、脇わきには室内にもかかわらず竹たけ藪やぶがしつらえられて、鬱うつ蒼そうとしている。てか、生徒会役員が仕事するスペースがないじゃねえか……。


  　そんな思いを抱きながら到着した生徒会室の奥の奥。そこにはなんと、小汚く小さな社やしろがあった。まさかの社・イン・教室。もはや室内、屋外などという概念が軽く吹き飛んでいきそうだ。そこでよく見ると社の中にゆらゆらと影が揺ゆれ何かが動く気配がする。


  「……会長かな？」


  　と、社の襖ふすまを開けた瞬しゆん間かん。ひゅん、と僕の前髪を風が吹き抜けた。はらり、と何本かの前髪が切断され、額ひたいから落ちていった。


  「誰だれだっ！」


  「ひいっ！」


  　そんな声と共に、襖の向こうで正座していた人物が中腰で振り返り、こちらに三さん節せつ棍こんを向けていた。いつも通りの巫み女こ服ふくを着たその人物は。


  「く、櫛くし名な田だ会長……」


  「お？　増ます川かわではないか！　はっはっは、よく来たな、我が権力の象徴である生徒会室に！　ところで何の用だ？」


  「お話があってきたんですよ！　いきなり攻撃しないでください！　……ってか、なんか凄すごい雰囲気ですね、この生徒会室」


  「うむ。何しろ我われは巫女であるからな。まがりなりにも神に身を捧げる者として、なかなか神秘的な部屋であろう？」


  　そこで会長は社から出て、外に置いてあったソファーにどっかりと腰掛けた。隣には桐きりで出来た大きな机が鎮座している。


  　なるほど。実際の執務はここでするわけか。


  「はあ……ところで会長。生徒会が北海道合宿に行くって話を詳しく聞きに来たんですが」


  「おお、合宿か！　今日の深夜からだな。北海道では我の親しん戚せきが所有している神社に泊めてもらうのだ。生徒会の合宿というが──まあ、要は泊まりがけでの遊びだな。ははは」


  「実は僕ら北海道に用があるんですけど、バスに相乗りだけさせてもらえませんか？　仲間含めて四人分……」


  「ぬ……確かに三さえ枝ぐさからはまだ座席に空きがあるとは聞いているし……我の持っている会長特別枠を使っても良いのだが……」


  　会長は少し渋い顔をした。


  「増ます川かわよ。条件がある」


  「……なんですか」


  　会長は、ソファーに座ったままくいくい、と人差し指で僕を招く。


  「……いい加減、我われに耳掃除をさせぬか」


  「まだ約束覚えてたんですか。いやですよ……だって、三さん節せつ棍こんでやるとか、物騒なこと言ってたじゃないすか……」


  「しかしな。きっと我の新しい技を使えば風圧でできるような気がするのだ。パソコンのキーボードの隙すき間まのゴミを風で吹き飛ばすやつを見て思いついたのだ」


  「僕の耳みみ垢あかをＯＡ機器と一緒にしないでください！　危ないでしょう！」


  「だが、鼓膜は破れても再生するぞ？」


  「その前提がダメです！」


  「では仕方ない……正真正銘、普通の耳かきだ。これなら良いか？」


  　会長は、アメリカ人がお手上げするようなジェスチャーをした後、生徒会長用机の引き出しから、尻しりに梵ぼん天てんのついたオーソドックスな竹細工の耳かきを取り出した。


  「まあ……普通の耳かきならいいですけど……お手柔らかにお願いしますね」


  「鼓膜までは破れぬと思うが、もし破れたらすまぬな」


  「不安だ……」


  　とはいうものの。袴はかま越しとはいえ、こうしてソファーに座っている会長の太ももに向かい、いざ頭を乗せるというのもどこか背徳感の漂うシチュエーションだった。


  「こんな状況、もし親衛隊に見られたら殺されますよ……」


  「ふふふ、念願の耳掃除であるな。腕が鳴るぞ」


  　まあ、なんだかんだ言っても。三節棍を振り回されたり命の危険さえなければ、温かな太ももを側頭部に感じることは、とても役得な体験には違いなかった。


  「ていうかあの、会長。……なんでそんなにやりたがるんですか。他人の耳掃除なんかを」


  「んむ？」


  「だって、普通なら、僕が頼んでしてもらうようなことですよ、このシチュエーション」


  　会長は少し考え込んだ後、厳おごそかに言った。


  「仕方ないではないか……我は、他ほかに誰だれかと交流を図る方法を知らぬのだ。ちなみに、増川。我の耳掃除を受けるのは、増川、父上を除いては貴君が初めてだ」


  「それは、光栄なのかなんなのか……」


  　会長は、どこか遠くに憧しよう憬けいを向けるような、切ないニュアンスを込めて言う。


  「地元の名士で知られる父上はなかなか忙しくてな……我が今までの人生で誉ほめられたのは、十二歳の時にたった一度だけ、その耳掃除をして差し上げた時の一度だけだった……」


  「……そうなんですか」


  　それで、耳かきに拘こだわってたのか。なんとなく、会長の気持ちが解わかるような気がした。


  　僕も……やはり父が多た忙ぼうで、思い返せば、父親に誉められた記憶などない。だったら、その誉められた、たった一度の経験に縋すがってしまうということも、あるのかもしれない。


  「……ていうか会長。他ほかに交流の方法を知らなくて父親以外の耳掃除をしたことがないってことは──もしかして会長、あんまり友達がいな」


  「なななななっ！」


  「あいてててて！」


  　突然、会長の耳かきが大きく動いて、僕の耳を激しく掻かき回した。


  「動揺したからといって耳かき動かさないでください！」


  　会長は、耳かきする手を止めて、沈んだ声で話し始めた。


  「そうだ増川……我われにはな、未いまだかつて、胸きよう襟きんを開いて話せる友などいたことがないのだ。ええと、これを学生の用語でなんというのだったかな？　……だいだらぼっち……だったか」


  「それは妖よう怪かいです。前半四文字いらないです。ぼっちです」


  「なるほど。それだ」


  「でも、会長にはあんなに取り巻きがいっぱいいるじゃないですか。とても孤独なようには見えないんですが……」


  [image: ]


  　会長は、僕の言葉に被かぶせるように強く打ち消した。


  「我われは御み輿こしなのだ！　あいつらにとっては、御輿は担かつぐもので……友ではない」


  　そういうものなのだろうか。


  「一度でいいから……我も、正面から誰だれかに必要とされてみたいものだ。まあ……今だけは増ます川かわ、貴君に必要にされていると信じたいがな」


  　僕はなんとなく、その表情を膝ひざ枕まくらされたまま横目で見ようとしてみた。はっきりは見えなかったが、きっと寂しそうな顔をしているのだろうと思った。


  「そういえば増川よ。貴君、家が燃えたそうだな」


  「……まあ、そうですけど。はっきり言いますね」


  「うちの神社に婿むこ入りせぬか？」


  「しません」


  　会長はやれやれといった感じで微笑ほほえんだ。


  「……仕方ないのう。まあとりあえず北海道には付いてくるが良い。旅費は奢おごってやるわ」


  「……ありがとうございます」


  　とりあえず、一人で生徒会室まで交渉に来たかいはあったと言えるだろう。


  「ところで会長」


  「なんだ」


  「さっきから耳だいぶ痛いんですけど。血出てないですか？」


  



  　会長の慣れない力任せの耳掃除は、僕の耳をたっぷり数時間ひりつかせるに十分なものだった。
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  「ええと……カロリーメイトと……あと、救急セットと……」


  　結局、きせい部の四人で北海道に行けることになった。


  　今回の旅の目的は北海道にいる志し保ほとロイ子をピックアップして帰ってくることだ。一応、部室のパソコンから志保たちの緊急用のメアドに、秀しゆう也やが狙ねらってることなどを書いて、現地で合流できるよう目的地を伝えては見たものの……。


  　何しろ、日程が決まっている旅行に急きゆう遽きよ便乗させてもらうわけで、本当に合流できるか不安でいっぱいだった。


  　急きゆう拵ごしらえの荷造りではあるが、僕は河原かわらのテントの中で、慌ててスーパーで買ってきた旅先用の必需品、食料や本などをリュックに詰めていく。


  「ほっかいど～、でっかいど～、食道とはちがうんだよ～、食道はまっすぐな棒～」


  　サナは、おかしな歌を口ずさみ、足をばたつかせながら図書室で借りた北海道のガイドブックを熟読している。灯あかりになっているのは、防災用のランタンだ。


  「ほらサナ、このランタンも非常用だから、リュックに入れてくぞ。もう消していいか？」


  「唐から人とー、北海道は日本で一番大きな都道府県で、単独で日本国土の約二十％を占めるんだってー、すごいなー。内臓で言うとどこだろ……肝臓……？」


  「てかサナ、これ旅行じゃないぞ。志し保ほたちを連れ戻しにいくんだからな……」


  「うん、だいじょぶだいじょぶ……あと注意事項は……あ、これ！　唐人！　だいじ！」


  「なんだよ」


  　サナが、えへんと胸を張って言う。


  「北海道ではキタキツネに触さわっちゃだめらしいぞ！　北海道のキツネやネコにはエキノコックスという寄生虫がいるからな。人間にうつると死んじゃうこともあるらしいから気を付けろよな！」


  「なんで、寄生虫に寄生虫の心配をされなきゃいけないんだ！　自分のこと棚上げもいいとこだろ！」


  　自慢気味に警告をしてきたサナは、また改めてガイドブックに目を戻す。


  「うーん……エキノコックスって条じよう虫ちゆうの仲間だから、私とは近いんだな……こいつのパラシスタンスとかいないかな……」


  「いても、たぶんろくなやつじゃないだろ。そんなやばい寄生虫なら……」


  「まあ、唐人に寄生しそうになっても私が守ってやるけどな！」


  　いつもの調子で、サナはそんなことを言う。だが。急にその声のトーンが変わった。


  「……でもだめかな……」


  「……え？」


  「……姫ひめみたいには……なれないかな……」


  　また、例のぎこちない距離感発動だ。


  　サナは、切なそうな表情でそんなことを言う。


  「……どういう意味だよ」


  「…………」


  　重苦しい沈黙が続く。


  「なあ、唐人、私……ちゃんと唐人を守れてるかな？」


  「なんだよ、お前がそう言ってるんだろ」


  「でも、家も燃えちゃって……こんなだし」


  　サナは、身振りで周りのテントを指し示す。ランタンに仄ほのかに照らされた影が動く。


  「……まあ、さ。救われてはいるんじゃないのか」


  「え？」


  　僕は思う。家が燃えた時、桜さくら、櫂かい実じつ、綺き羅ら先生などたくさんの人が家を貸してくれると言ってくれたが、僕は誰だれにも頼らないことを選んだ。たぶん──慣れてなかったから。つい孤立を選んでしまった。


  　だけど、サナがいたから、孤独を感じずに済んでいるのだと思う。


  「何もかも燃えちゃったけど……お前だけは残っててくれたからな」


  　それは嘘うそ偽いつわりのない本心だった。


  　でも、だからこそ姫ひめちゃんとのことは、胸に秘めていた方が良いのではないかと思う。サナがたとえその光景を見ていたとしても……。


  　そんな僕の考えをよそに、サナはその言葉を咀そ嚼しやくするように口の中で小さくリピートしてから。


  「私のお陰で救われてる……うん！」


  　心底嬉うれしそうな表情で微笑ほほえんだのだった。


  「……なあ唐から人と、私、唐人に宣言したいことが……」


  「え？　なんだよ」


  　僕がその言葉に耳を貸そうとした瞬しゆん間かん。


  「あ、唐人！　そろそろ時間！」


  　サナは、急に違うことを言い出した。


  「え、目覚まし時計ないのになんで解わかるんだよ」


  「腸内時計だ。唐人のお腹なかがすくタイミングで解るんだぞ」


  「そんなんあったのかよ！　便利だな、おい」


  「ていうか唐人、早く行くぞ！　テントも片付けていかなくちゃだしな！　遅刻遅刻ー！」


  「お、おい！」


  　サナは、ランタンの灯あかりを勢い良く吹き消す。


  　だから、僕たちは結局何も聞けないし言えない。


  　テントの中に僅わずかに残った煙がたなびくように、揺ゆらめいてから消えた。
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  　夜十時。僕がサナと一緒に学校の前に向かうと、校門の前には既すでに一台の貸し切りバスが止まっていた。


  「よお、櫂実」


  「亜あ須す香か、こんばんはー！」


  「増ます川かわ君、サナさん……こんばんは……」


  　先に来ていた櫂実に挨あい拶さつすると、櫂実は片手を上げて返してくれた。だが、僕はそのもう片方の手に、大きな荷物──ボストンバッグが提げられていることに気が付く。


  「あれ、なんで櫂かい実じつまだ荷物持ってんだ？　座席座らないのか？」


  「それが……少し揉もめてて……」


  「え、どうした」


  「……拙せつ虫ちゆうに座席はもったいないから……さっきから何度もここに入ろうとしてるんだけど……その度たびに怒られる……」


  　そう言いながら、櫂実はバス側面に開かれた荷物入れ場に乗り込もうとしていた。


  「わーっ！　そりゃだめだ！　危ないから！　逆にみんなに迷惑だって！」


  「わ……」


  　僕はなんとか櫂実を荷物入れ場から引き離し、バスの中に連れ込む。四十人ほどが入れそうな観光バスは、既すでに合宿の参加者で八割ほどが埋まっていた。一応、会長席の僕たちは最後列付近のはずだ。


  「あ、梅席ってスペースがエクセレント席の半分ぐらいしかない……三さえ枝ぐささん露骨だな……。はい、じゃあ櫂実後ろのあの辺に座っていいから。僕たちと一緒に座ろうな」


  「うん……ありがとう……増ます川かわ君優しい……」


  「あれ？　桜さくらは？　もう先に来てるみたいなこと言ってたけど」


  　そうやってバスを見渡していると、脳の中に微かすかな声が聞こえてきた。


  「……きこえますか……きこえますかお兄にいちゃん……わたしは……今……お兄ちゃんの脳内に……直接話しかけています……どうか……最後部真ん中の座席にお座りなさい……なんなら脱衣しても……いいんですよ……」


  「この声は……桜？　桜の声が……直接脳内に？」


  　そして、声に導かれるように僕が最後部真ん中の座席に近付くと、そこは空席に見えたが──すぐに異常なことに気が付く。


  「……んん？」


  　ベルベット調の赤い座席に、いくつか奇妙な凹凸が影を落としている。そこで凝視すると解わかった。生き地じに溶け込むように、全身を赤く塗った桜がその身体からだを横たえていた。


  「……さあお座りなさい……わたしの上に……身体を倒しなさい……」


  「こら」


  「あて」


  　桜の頭に、軽くデコピンをかましてやる。


  「何をまた変態じみた格好をしながら小声で喋しやべってるんだお前は！」


  「……カムフラージュです」


  「そうか。じゃあいないものと扱って問題ないな」


  　桜の上に、僕はどっかりと荷物を置いた。


  「ぎゃあ！　なんたる仕打ちをー！」


  「手の込んだ変態的行為に勤いそしんでいるからこうなるんだ！」


  「うう……いい案だと思ったのに……」


  　起き上がると、桜さくらは真っ赤かなメイクを濡ぬれティッシュで擦こすって落とし始めた。……っていうか全身を赤塗りにして目だけ開いてるの気持ち悪いな……。


  　その間かんにするすると隙すき間まからサナが窓側の座席に入っていった。


  「わーい、私、窓際がいいぞ！」


  　そして、窓の外を覗のぞきながら、ぱたぱたと足をリズミカルに動かす。


  「子供か！」


  　仕方なく、僕はサナの隣に腰を下ろした。


  「お兄にいちゃん、そこに座るんだ……」


  「しょうがないだろ……サナは僕の寄生虫なんだから。僕が面倒を見ないと」


  「…………」


  　桜が、じーっとこちらを見ていた。


  「……どうした？」


  「……べつに」


  　なんで機嫌悪いんだろうか……まあいいや。


  「旅は楽しいなー」


  　サナは、足をぱたぱたと交互に動かす。というか、どう考えても普通に楽しもうとしてるじゃねえか、こいつ。


  　と、そこにバスの通路から、僕に向かって声が飛んできた。


  「……ふん、増ます川かわ。貴様も来たのか」


  　服はつ部とりが腕組みをしながらこちらを睨にらんでいた。そういえば、三さえ枝ぐささんが四天王も行くとか言ってたっけ……。


  「服部かよ。うるせえな。いいだろ」


  「おーう、増川サーン！　あなたも参加デスカ！」


  「がはは……おうっ!?　櫂かい実じつさんもいるではないか！」


  　そこに後を追うように現れたゲイツと金きん腹ぷくが櫂実を見て色めき立つ。


  「か、櫂実サン！　我が社の作ったインテリジェント・チョコスティック食べマスカ!?」


  「お、おこめ券もあるでよ！　また株で少しずつ儲もうけが出るようになってきたんじゃ！」


  「あ……その……拙せつ虫ちゆうは……そんなものをもらう価値がないので……」


  　相変わらず調子のいいやつらだな、まったく……。と、そんな四天王の一団に僕は見慣れない人物の姿を発見する。


  「あれ？　ああ、四天王、新しいやつが入ったんだ」


  「…………」


  　筋骨隆々の男は暫しばらく黙だまっていたのだが、軽くこちらを一いち瞥べつすると、一言だけ名乗った。


  「……プーチンだ」


  「あ、どうも……ははは……」


  　僕はすかさず服はつ部とりに耳打ちする。


  「……あいつ、国家元首じゃないのか」


  「……知らん」


  「だって、どう見ても本人だぞ……」


  　世の中には不思議なことがあるものだと思った。


  　そこでバス前方を見ると、一番最後に櫛くし名な田だ会長が現れ、入ってくるところだった。


  「はあっはっは！　こんばんは諸君！　うむ……どうやら揃そろったようだな……？　ひい、ふう、みい……」


  　指さしで人数を確認した後、ドアが閉まった。会長はマイクを掴つかみ、宣言する。


  「あー、諸君！　それではこれより、宿やどり木ぎ高校生徒会主催、北海道慰安旅行の開始を宣言する！　皆の衆盛り上がれー！」


  「イエエエエエエイ！」


  　無駄に盛り上がる一同。元気だなこいつら……。


  「ていうか深夜バスだよ！　お前ら寝ろよ！」


  　そして、バスは遠路、関東から北海道に向けての行程を開始したのだった。


  



  「王様だーれじゃ！」


  　十分後、四天王が中心となって王様ゲームが始まっていた。


  「はははははっ！　俺だあああああああ！」


  　服部が雄お叫たけびを上げた。


  「フフフ……それでは遠慮無く命令させてもらうぞ……一番は！　三番の携帯を借りて！　電話帳の一番上に入ってる人間に告白メールを打て！」


  「オーウ！　ワタシがイチバンでしたー！　それにしても流石さすが服部サーン！　人間関係即崩壊間違いナシのゲスい命令デース！　サア、三番誰デスカ！」


  　ゲイツが宣言すると、金きん腹ぷくがおずおずと挙手する。


  「ぬぬう……儂わしが三番じゃ……！　というか、服部よ、儂の携帯に入ってるアドレスの一番上、小学六年の妹なんじゃが……というか儂、実は家族しかアドレス入ってないのだが……」


  　金腹……それも寂しいことだな……。


  「ふん、例外は許さん。処刑タイムだ、ゲイツ！　お兄にいちゃん黙ってたけど、実は倫理を超えて妹のお前が好きになってしまったんだ、もうこの気持ち止められないんだとか書いて送れ！」


  「うおおおおう！　修羅場確定じゃ！　鬼畜じゃ！　鬼畜王降臨じゃああああ！」


  　ちなみに、である。その時の時刻は深夜二時を回っていた。当然の如ごとく、いい加減盛り上がっているのは四天王だけだ。


  「だからお前ら寝ろ！　深夜バスだぞ！　周りの迷惑だろ！」


  　[image: ]しかり飛ばすと、服はつ部とりは逆ギレする。


  「ふざけるな！　そもそも増ます川かわ、貴様がこの王様ゲームに女子を参加させないから俺たちは憤いきどおってるんだろうが！　ふざけるな！　ほんとふざけるな！」


  「当たり前だ！　そんな際きわどいゲームにうちの部の女子を参加させられるか！　ＮＧだよ！　きせい部部長権限でＮＧだ！」


  　だが、桜さくらは僕の服の裾すそを引っ張る。


  「ねえ、お兄にいちゃん、あれでいいなら、わたしたちも本当はやりたい……わたしも妹に告白とかさせたい……」


  「却下だ。桜も寝ろー！」


  　そして、僕は付近の座席に点灯していた客席照明を容赦なく消灯した。


  「……ちっ……」


  　暗くなって暫しばらく経たつと、四天王も諦あきらめて大人しく眠ったようだった。薄暗い車内に、窓の外に流れる高速道路の街灯だけが矢のように飛んでいく。


  「ふう……やれやれだ」


  　その時。小声で、サナが僕に話しかけてきた。


  「なあ、唐から人と」


  「なんだよ、サナ」


  「私が……こないだからずっと考えて……考えて決めたこと……」


  「あ、もしかしてさっきテントで少し言おうとしてたことか？」


  「うん……でも……」


  「でも？」


  「勇気がいることだから……後で……話すな……」


  　いったいさっきから何を言おうとしているんだろう。そのサナが、ここ最近の中でもいつになく神妙な顔をしているのが気になった。サナは、窓の外を見ながらぽつりとこんなことを呟つぶやいた。


  「北海道って、雪降ったりするのかな？」


  「今はまだ九月下旬だからな。流石さすがに、まだだと思う……」


  「でも神社の中なら、テントと違って、雨風強くても屋根があるしなー。ちょっとぐらい降らないかな。雪が降ったら楽しいのになー……」


  「……流石に今の時季じゃ諦あきらめろ。寝るぞ。起きたら北海道の山のふもとだ。目的地の山頂の神社までハイキングするんだから、体力残しておかないとな」


  



  　──そう。そんなサナとの会話をした時には。


  　九月に雪が降るなんて、ありえないことだって思っていたんだ。
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  　前が見えない。


  　嵐あらしのような猛もう吹雪ふぶきに、目の前が白く染まる。


  　露出している部分の肌はとっくのとうに真っ赤かにひびわれていて、ぴりぴりと痛い。鼻水が凍こおっているのを感じる。


  「なんで……なんでこんなことになっちゃったんだ……」


  　昼前に到着したあの夜行バスを降りてから二時間後。


  　雪が降るかも、どころの話ではなかった。


  　北海道に来た僕たち一行の中で、僕とサナの二人は──雪山で遭難していた。


  　まさかの雪山遭難コース。


  「さ、さ、さむ、さむ寒いぞ唐から人と……く、九月じゃこんな雪が降るはずないんじゃなかったのか……」


  「そ、そうだろうが……だ、だって現にさっきまで……みんなとはぐれる前は、半はん袖そででも平気なぐらいだったのに……急に雪山に……ぶぁ、ぶわっくしょん！」


  



  　どうしてこうなったのか、軽く回想してみる。


  



  　バスとフェリーを乗り継いで、なんとか辿たどり着いた札幌から、僕たちは目的地に向かってさらに電車に乗ることになった。


  「はあっはっは！　よいか皆の衆！　乗り遅れるでないぞ！」


  　ノリノリで櫛くし名な田だ会長が、生徒会の面々を含めた参加者の連中を率ひきいていく。まるでハーメルンの笛吹きだ。十数時間バスに乗った後でみんなくたくたなんだけどな……。


  「おー！　唐人、電車だ！　電車だぞ！」


  　サナが、電車を見てはしゃぐ。


  「えーと、この、区間快速いしかりライナーの小お樽たる行きに乗るんだな……。ん、なんだ？」


  　突然、隣でパシャパシャとシャッター音がけたたましく聞こえ始めた。


  「オヒョヒョヒョ！　こいつぁクハ７３１系じゃナイデスカー！　乗りたかったんデース！　撮とりたかったんデース！」


  　ゲイツが、ぱしゃぱしゃと車両の写真を撮とっていた。


  「ゲイツ……あいつ『鉄ちゃん』だったのか……」


  　僕たちは電車で、札幌からさらに小お樽たるに向かう。その途中、十数分乗ったあたりの駅で降りると、大きな山がある。今回生徒会＋αで泊まりにいく神社は、その山頂付近にあるとのことだった。


  「よこぶーえはなにゆえ！　社務所ーまでーきこえーるの！　あの塩ーはなにゆえ！　我われを清めるのー！　教えて素戔嗚すさのおの尊みこと！　教えて素戔嗚尊！」


  　櫛くし名な田だ会長は、絶妙のオリジナリティでアルプス山脈の少女を想起させる鼻歌を歌いながら、上機嫌ですいすいと山を登っていく。さすがの健脚だ。参加者含め僕たち四人もそれに後から付いていく。ハイキング気分……になるには、深夜バスからの流れで、結構きつかった。


  「ふう……ふう……なあ、そういえば櫂かい実じつ」


  「……なに？」


  「志し保ほとロイ子にはちゃんとこの上の神社で待ち合わせるようにメールを送ったんだよな？」


  「うん……大丈夫……」


  　その時。サナが、何かに気付いたように腕を伸ばして、こう言った。


  「あ、唐から人と！　あそこ、樹きにリンゴが成ってるぞ！」


  「え？　あ、本当だ」


  　確かに、山道から少し離れたところに、赤い実の多く成ったリンゴの樹が群生しているのが見えた。


  「どうせならあれをお世話になるところに差し入れに持ってった方が良くないか？　私、ちょっと採とってくるな！」


  　そんな風にサナは、唐突に列を抜けて走り去っていってしまった。


  「あ、おいサナ！　ったく……桜さくら、櫂実、ちょっと僕サナの面倒見てくるから先に行っててよ」


  「……わかった……」


  「はーい！」


  　そして僕は、軽い気持ちでサナを追いかけて本隊から外はずれたのだった。


  「おーい、サナ、一体どこまで行くんだよ……山さん道どうに戻れなくなるぞ！」


  「うーん、でもリンゴがもっと生はえてそうな場所が……お？」


  　サナが急に足を止め、僕はその身体からだにぶつかってしまう。


  「うわ！　いて……なんだよ、急に止まるな、サナ」


  「唐人……これ、雪じゃないか？」


  「んな馬ば鹿かな。まだ九月……え!?」


  　サナが指差す通り地面を見ると、確かに、僕たちの前に見えないラインが引かれているかのように、いきなり雪が積もっていた。


  「ど、どういうこと……」


  「唐から人と、もっとこの雪の多くなるところに向かって行こう！」


  　好奇心が抑えられないのか、サナはいきなりダッシュする。


  「おい、サナ、馬ば鹿か走るなっ！」


  　そうやって走って行くサナを、僕は追いかける。その結果。


  　十分後、僕とサナを襲ったのは、突然の大寒波と大おお吹雪ふぶきだった、というわけだ。


  



  「はーくしょ！　はーっくしょ！　うう、唐人、寒いよー！」


  「どうしてこうなった！　いくら北海道でも、九月末じゃ雪なんか降るはずないだろ！　や、山の天気は変わりやすいと言っても……異常気象にも程があるよ……」


  　僕たちは、前後不覚になり、雪山を彷徨さまよっていた。


  「唐人……もう、だ、め……」


  　その時、サナが力尽きたとばかりに、雪の中にばふんと倒れ込んだ。


  「え、おい、サナ、どうした？」


  「もう身体からだが動かない……ていうかそもそもサナダムシは氷点下で死ぬからな……実は私……熱と寒さに弱いんだ……」


  「って、おい！　いきなりさらりと爆弾発言するなよ！　ね、寝たら死ぬぞー！　起きろー！　サナー！」


  「……唐人のお腹なかあったかいよお……」


  　サナはもう幻覚の世界へダイブしていた。


  　遭難者が、雪を暖かく感じるようになったらまず危き惧ぐしないといけないことがある。


  　体温の低下。……そして、凍死。


  　現実的なラインで、その二文字がどんどん近づいてきていた。


  「サナ、意識をしっかり持てー！」


  　ばし、ばしとサナの頬ほおを叩たたくと、うっすらと目が開いた。


  「うう……今回も、だめだったのかな……」


  「今回？」


  　その『今回』が何を示しているのが、僕には解わからなかったが。


  「もし、もうだめだったら……死んじゃう前に……」


  「なんだよ」


  「唐人の……かのじょに……なりたかったな……」


  　うわごとのようだった。


  「おおい！　そんなこと急に言われたって、こんな極限状況でそんな無茶……え、無茶？」


  　ぼんやりとしていく頭の中で、僕は考える。その願い……一瞬で叶かなえてやれるじゃねえか！


  　僕は思う。


  　なにもかも中途半端な人生だったけど、もう終わりなんだとしたら……ここで、僕の寄生虫のささやかな願いを叶えることも、悪くはないのではないだろうか。寄生虫の彼女なんて嫌いやだという安いこだわりなんて……捨てても……。


  「わ、わかったっ……！」


  「え、どうしたの唐から人と……」


  　僕は、一呼吸おいて、息を呑のみながら腕の中のサナと向き合う。


  「……サ、サナ。その、な」


  「う、うん……」


  「ぼ、僕、僕の……か、かの……」


  　サナの顔を見据える。じんわりと目が潤うるんでいる。


  「……きゅう」


  　その瞬しゅん間かん、かくんとサナが首を折った。


  「……え？　ってか、だ、大事なとこで気絶するな───っ！　まだ、なんにも言えてないだろうが────！　くそっ……！」


  　吹雪ふぶきはさらに勢いを増していく。顔中に張り付いた雪と氷が痛い。僕の意識が飛んでしまうのも近そうな気がする。


  「あ……だめ……だ……」


  　結局僕たちは雪の中に、サナごと二人で倒れ込んでしまった。


  　これはいかん。デッドエンドの匂においがぷんぷんする。意識がだんだん遠くなっていく。


  　そして──その時、僕は見た。まるで舞い降りた天使のように、猛吹雪の中、目の前に立っている少女の姿を。


  「人間だべさ……？」


  　少女は、着ぐるみのようなだぼだぼの衣装を着用し、背中にはフードのようなものが付いている。前髪は、日本人形のようにぴしりと揃えられている。そんなありさまだったから、手に持っているものも最初は毛皮か何かかと思ったのだが──それは、一匹のキツネだった。


  　──要するに。キツネを抱いた、もこもこフードの少女が目の前にいたのだった。


  「こ、これ、幻覚か……それとも走そう馬ま燈とうか……どっちでもいい……」


  　その少女に向かって僕は思わず、呟つぶやいてしまう。


  「た、たすけて……」


  「あれ……たすけて言われてしまったべさ……どうするべや？　リンゴ泥棒の悪いやつかと思ってこうしたのに……」


  　少女は、困惑したように独ひとりごちる。どういう意味だろう。


  「……うん。まあ、しょうがないしょや。たすけてやるべさ」


  　そして、少女はしゃがみ込むと、僕に尋たずねてきた。


  「どこさつれてけばいいべさ？」


  　もこもこの少女は、僕たち二人をその細身で軽々とかついだ。


  「や、山の上の……じ、神社まで……」


  「神社？　ああ、あっこかあ。よいしょっと……あれ？　こっちの女の子の方……なあんだ。わだすとおなかまさんかあ」


  　お仲間？　どういうことだろう。最後の緊張も途切れたのか、その子の背中で言葉の意味を反はん芻すうする間もなく、僕はゆっくりと意識を失った。
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  宿木高校生徒会

  ● ● ● 秋の北海道合宿の手引き● ● ●

  


  　本日差し上げるのは、『名物美人生徒会長と行く！宿木高校生徒会合宿』のご案内です。生徒会に属さない生徒の参加も可能になっています。しかも一般参加者は会長と数分だけお話できる可能性があります。会長ファンの皆様、一緒に素敵な思い出を作りましょう！


  



  日時　○月×日　夜10時～○月△日　３泊４日（うち車中２泊）


  ※会長の権限で、合宿参加生徒は公休になります。

  


  １　移動


  　今回の移動には主に高速バスを使用し、北海道までは十数時間、往復ともに車中泊の旅程となります。なぜそんな無茶な予定を組んだのか？　と問われれば、「当生徒会はあえて苦行に挑戦することに意味があると考えているから」となります。あなたの人生を思い出してください。親に頼んでやっと買ってもらったプラモデル。並んで入ったラーメン屋。八度目の告白でやっとオッケーを貰った恋人。苦労して手に入れたものほど喜びが大きかったでしょう。イージーカムイージーゴーなご時世、私どもはその喜びを今一度皆様に味わってほしいのです。決して経費を節約したわけではありません。


  　なお、座席クラスはエクセレント松竹梅と分かれておりまして、竹席以上の上位クラスには特典が付きます。竹席特典→会長の整理したコピー用紙、松席特典→会長の踏んだ砂利、エクセレント席特典→会長の入った風呂の残り湯、がお土産につきます。元手がかからないものばかりなのは、決して経費を節約したわけではありません。

  


  ２　宿


  会長のご厚意により、会長の親戚が管理している神社を使用いたします。神社のそばには、天然温泉の露天風呂もあります！　なお、温泉水をお持ち帰りいただけるキャンペーンも有料（１０，０００円）で行っております。秘湯ですから、それは霊験あらたかでしょう。なので、場合により多少水道水で薄めている場合がございますが、その霊験に変わりはありません。なお、経費を節約しているわけではないことをご了承ください。

  


  ３　食事


  　食事は、神社で出される精進料理です。神道にも精進料理は存在します。今回我々はそれを更に独自解釈し、21世紀に相応しい「ネオ精進料理」を開発しました。以下がメニューとなります。


  
    …………………………………

  


  メインディッシュ……　塩


  神性を感じさせる料理と言えばなんと言ってもお清めの塩。思い切ってメインディッシュにしちゃいました。しかも豪勢なことに、おかわり自由です！


  
    …………………………………

  


  付け合わせ……　稲


  この日本において、神性を感じさせる料理と言えばお米も欠かせません。なので今回は北海道産の美味しいお米を、素材の良さを行かすため稲のまま提供させていただくことにしました！　脱穀などはしておりません。なお、お残しになられた場合は罰金をとらさせていただきます。


  
    …………………………………

  


  デザート……　横笛


  今回の目玉料理です。今回我々はなんと、会長が吹いているものと同じモデルの横笛をご用意しました。煩悩をいかに浄化するか……それに真摯に向き合った回答がこちらになります。食べられませんが、会長のことを想像しながら丹念におしゃぶりください！（ご利用後には返却していただきます）


  
    …………………………………

  


  なお、これらのメニューは経費を節約しておりません。しかし、スタッフは違うものを食べる可能性があります。また、これだけのメニューで空腹だという方には、オプション夜食としてカップラーメンの販売（五千円）もありますのでぜひご利用下さい。


  ハブ・ア・ナイス・トリップ！


  
    合宿企画担当：生徒会執行部部活管理課


    三枝みのり（不参加）

  


  第二章　エキノ・エキノ・レマ・サバクタニ


  



  　一方その頃ころ。生徒会長親衛隊四天王も、ひょんなことから唐から人とたちと同じく本隊からはぐれ、吹雪ふぶきの雪山を彷徨さまよっていたのだった。


  「服はつ部とりサーン！　何も！　何も見えないよ！　僕のメガネ凍こおってるよ！　技術の粋すいを凝らしたインテリジェント・メガネがーッ！」


  　ゲイツの悲痛な叫びが、暴力的な横殴りの吹雪に掻かき消される。


  「くそっ、なんということだ……北海道をなめすぎたか……まさか九月の山で……こんなことになってしまうとは……」


  「は、服部！　おのれが先回りして増ます川かわたちにこっそり手しゆ裏り剣けんを投げて嫌いやがらせしようなんて、ゲスいこと言い出すからこうなったんじゃろ！」


  「うるさい、金きん腹ぷく！　おい、貴様ら！　とりあえず歩くんだ！　神社が見えるまで！」


  　濃いねずみ色の服部のマフラーも、雪で真っ白に染まっている。


  「デモ服部サン、私ナンダカお腹なかスイテキマシタヨ……」


  　ゲイツが、腹部を押さえながら呻うめく。


  「ウウウ……もし、このまま遭難なんてことになったら……食料ガ……」


  「……なに、ゲイツ、心配するな。非常食なら大丈夫だ。何しろ……俺たちの隣にはこれだけ肉付きの良い金腹が居るんだからな」


  　服部は金腹の腹回りをねぶるような視線で見つめた。


  「な、な、なに気味悪いこと考えてるんじゃお前ら！　わ、儂わしは死んでも食われんぞ！」


  「……ははは。冗談だ金腹。貴様の汚らしい肉など死んでも食するわけないだろう。それにその気になれば……ここに食料なんて大量にあるしな」


  「な、何言ってるンデスカ、服部サン!!　リュックにある栄養食なんてもう僅わずかで……」


  「雪だ。雪を食べるんだよ。かき氷を作ると考えてみろ。この量なら一生分は作れるぜ」


  「なるほど！　サスガ服部サーン！　天才デース！」


  　そんな三人の会話を聞いて、呆あきれたようにプーチンが口を挟んだ。


  「……フン。これだから素しろ人うとは困る」


  　その見下した物言いにチンピラのような語調で反はん駁ばくしたのは服部だった。


  「おいコラ、プーチン。貴様何か俺の提案に文句でもあるのか」


  「冬の雪山で雪を食べる？　阿あ呆ほか。よく考えてみろ。低体温症で、死ぬのがより一層早まるだけだぞ」


  「えっ……？」


  「それから、やみくもに歩くのもお薦すすめしないな」


  　プーチンは、ざく、ざくと何かを確かめるように足あし下もとの雪を踏みしめる。


  「この吹雪ふぶきでまともな平衡感覚が保てると思っているのか。悪天候で遭難した時の鉄則はまず天候の回復を待つことだ。だから、いいかお前ら。生き残りたいなら体力を失う前に──ここに穴を掘ってビバークするぞ」


  　そう言うと、プーチンはリュックから取り出したスコップで斜面に穴を掘り始めた。


  「貴様……そんな道具まで持ってきていたのか」


  「だから素しろ人うとは備えが足りないというのだ」


  　ゲイツと金きん腹ぷくは、手際よいプーチンのサバイバル術に感銘を受けたようだった。


  「さ、さっすがプーチンさんデース！」


  「やはり頼れるものはプーチンさんじゃのう」


  　そして、プーチンに付き従うように、二人は素手で斜面に穴を掘り始める。


  「……おい、お前ら」


  　服はつ部とりが、一心不乱に雪を掘り続ける二人に呼びかける。


  「ハイ？」


  「リーダーは俺だぞ？」


  「……でも……服部サンはウソバッカ言うカラ……」


  「儂わしの肉を見て舌なめずりするクズだし、肝心な時に役に立たないし……お前もプーチンさんの下で穴掘りを少しは手伝ったらどうじゃ」


  「なっ……！」


  　その言葉は、服部に大きなショックを与える。傍かたわらでは、プーチンがほくそ笑えんでいた。


  　服部は、身体からだが冷えるのと同じくらいの速度で、自分の威厳が冷え込みつつあるのを感じていた。


  　生徒会長親衛隊四天王、その骨肉を相あい食はむ熾し烈れつな権力闘争。その戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされたところだった。
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  　天国でも地獄でもない場所。


  　そのどちらを知っているわけでもないのだが、僕はここに来る度たびにそう思う。


  「……また……ここか……」


  　すう、と隣で大きく息を吸い込む音が聞こえた。


  　それと共に、弛し緩かんしていた空気が一つの存在感に糊こ塗とされる。


  　　　　　　『……忌いま々いましいことに』


  　　　　　　　　　　『また生きながらえたみたいだね』


  　雪山で遭難していたはずの僕が認識を取り戻すと、またしても仄ほの暗ぐらい映画館の中だった。そして、座っている僕の隣には、あの西洋人形じみた小さな少女がちんまりと鎮座している。いつものように世界の全すべてを見下すような目で、声帯以外の場所から、言語の判然としない言葉で喋しやべりながら。


  　　　　　　　『どうせならあのまま死ねばよかったのに』


  「相変わらず手厳しいな、レストア」


  　その少女の名前を、僕は終わらない悪夢のように記憶している。


  　レストア・ディストピア。


  　夢の中でこの映画館に来ることにも、もうすっかり慣れてしまった。


  　レストアは、椅い子すに座りながら、なにやらせわしなく手を動かしているようだった。手に持っているのは、スプライサーと呼ばれる映画フィルムを切り貼ばりする機械だ。僕がこの場所に来る時、レストアはこの作業をしていることが多い。


  「なあ、お前その作業いつもしてるけど……どういう意味があるんだ」


  　　　　　　『……編集だと、前に説明したじゃないか。無能な人間だなあ』


  　いとも手厳しい評価を食らった。


  「ぐ……いいだろ、優秀じゃないんだから……もう一回説明してくれたって……」


  　レストアは、やれやれ、と言った感じでそのフィルムを持ち上げてこちらに見せる。


  　　　　　　『たとえば、ここにフィルムの一巻があるとして……三コマ目に傷が付いていたとする。そういう時は、このスプライサーを使って、二コマ目からいきなり四コマ目に繋つなぐ。それでも問題なく映画は続いていくんだ』


  「へえ。それで、その映画は一体何なんだよ」


  　　　　　　　『……種しゆの魂の記録さ』


  　レストアは、パチンと指を鳴らす。すると、どこからともなく光線がスクリーンに投影される。


  「え？　何だこれ」


  　　　　　　『何を上映するかを選択する権限は支配人のボクにあるからね』


  　　　　『見せてあげるよ。特別公開だ。この世界に顕現した悪意の総集編を』


  　そして、レストアのほくそ笑えみを受けて映像が映し出され、映画の上映が始まった。


  　その映像を一目見ただけで、僕にガツンと衝撃が走った。視界からダイレクトに、脳をぐちゃぐちゃに掻かき回されたような感覚に陥おちいったからだ。どうやらその映画は、情報量が普通の映画の比ではないようだった。そこに映し出されるのは、有史以来連綿と続く人間の営み。ただし、戦争、殺さつ戮りく、虚飾、猜さい疑ぎ、嫌けん悪お──。そういった人間の『悪意』がさらに腐敗したようなものが、特に圧縮、強調されて心に押し寄せてくる。


  「あ、ぐ……！」


  　鼻血が出そうだ。


  　一本の映画を見ているだけで、数千年が過ぎてしまったような疲ひ弊へい感がある。だが、それでも目を逸そらすことができない。魅み入いられたように、その投写光を見つめ続けてしまう。レストアが、そんな僕をまた満足げに見つめていた。


  　人類の歴史をなぞっていたらしいその映画はやがて、僕にとって興味深いシーンに移行する。どうやら、その映画──舞台は日本の、今よりだいぶ昔。戦国時代か何かのように見える。その構図の真ん中に泣き叫ぶ和服の少女がいる。その身体からだは赤く、恐おそらく血に塗まみれて良く見えない。少女は、ただ高らかに笑った。


  「あは……あはははははははは！」


  　明らかに、常じよう軌きを逸していた。哄こう笑しようしながら刀の血振りをする。そして、その少女に泣きながらすがりつく人物は──え？


  　甲かつ冑ちゆうこそ着ているが見み紛まがいようがない。サナだった。


  　そこで僕の視界はテレビが消されるようにいきなり暗転した。脳内に残像が、焼き付きのように残っている。


  「はあっ、はあっ……くっ……レストア……今のは──なんだ」


  　　　　　　　　　『今のは、キミが知らない過去の話』


  　　　　　『パラシスタンスがもたらした、悲劇の話さ。特にキミの寄生体が』


  「サナが……？」


  　その言葉を聞いて、僕は直感で理解する。


  　もしかしたら。


  　さっき雪山でサナが言っていた、「今回もだめだった」という発言に関連しているのだろうか？


  　　　　　　　　　『起こってしまったことは、変えられない』


  　　　　　　　　『生きている事実さえ罪となることがある』


  　　　　『それでも、生なま温ぬるい感情を保留し続けるのかい？　キミは』


  「僕は──」


  　なんだ？　動どう悸きがする。


  　さっきから心臓が妙に苦しい。両手で強く絞られているような、重い痛みが走る。


  「──レストア、お前の目的は──なんだ」


  　僕はうすうすながら悟った。


  　今、見せられたものが本当なら。


  　歴史上ほとんどの悲劇に、こいつは介在している。


  　　　　『幾度でも、この世界に絶望を再興する。それだけさ』


  　目の前の存在は、畏い怖ふすべきもの。言うなれば───「神」。そんな単語が浮かぶ。


  　　　『なぜ、人は寄生虫を忌いみ嫌う？』


  　　　　　　『利己的だからだ。奪われたくないからだ』


  　　　　『この狭い世界で、尚なおも生物は、命をお互い食はみ合い生きている』


  　　　　　　　　　『なら』


  『世界には利己心しかない。敵てき愾がい心しかない。相互扶ふ助じよなどまやかしだ。


  　世界なんて存在は、人間なんて存在は、


  　卑ひ賤せんで　　　　　　　　塵ちりほどの価値もなく　　　　　　矮わい小しようで


  　　　　猥わい雑ざつで　　　　　　　　　愚ぐ劣れつで　　　　　　　　　汚お濁だくしきった


  　　　　　　　偽ぎ善ぜんで　　　　　　　　稚ち拙せつで　　　　　　　　排はい泄せつ物ぶつの排泄物で


  　自じ壊かいすればいい！　だからここで断罪するんだよ。世界を』


  　レストアは、ありったけの怨おん念ねんを込めたように、一息にまくし立てた。


  　　　『せいぜい、愛とかいう欺ぎ瞞まんで、抵抗してみるといいさ』


  　　　　　　『それで、世界の崩壊をどれだけ誤魔化せるのか見届けてやるさ』


  「何が起きるってんだよ……これから」


  　　　　　　　　　　『そうだね。キミたちにとっては──災さい厄やくが、訪れるんだ』


  「災厄……？」


  　　　『明確な悪意を持った、ね。その子には、ボクの手助けをしてもらうことになる』


  　　　　　　『さすがに未来を読むことはできないけど、五百年前に匹敵するほどの悲劇が起こると思うよ』


  「……何がなんだか解わからねえよ……」


  　　　　『……終わりまでには解るさ』


  　　　　　　『何も気付かず、背後から電車に跳ね飛ばされて即死する人間を見るのはボクの趣味じゃない』


  　　　　　　　　　『絶望を味わわせた上で──絆きずなごと破壊しなければ意味がないんだ』


  　　　『だから──せいぜい災厄の機嫌を損ねないことだ』


  　　　　　　　『いずれにせよ、シンギュラリティの時を楽しみにしてるよ──』


  　奇妙なレストアの物言いをバックに、僕の意識はまた映画館から違う場所へ流れた。
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  「……はっ！」


  　目を開くと、そこは知らない天井だった。板張りの高さのある木造建築だ。身体からだはじっとりと汗を掻かき、厚い毛布にくるまれている。重たいハンマーで殴なぐられたみたいに、まだ頭がぼんやりとする。


  「あう……頭痛いてえ……」


  　どうやら、レストアによってもたらされた心臓の痛みは今は消えているようだった。それにしても奇妙なのは、あの心臓の痛みだけはやけにリアリティがあったことだった。


  「あっ！　お兄にいちゃん！　目が覚めたんだね……！」


  「増ます川かわ君……よかった……」


  　僕のすぐ横で、桜さくらと櫂かい実じつがほっと胸を撫なで下ろしていた。


  「……桜……櫂実……」


  　状況から判断するに、二人はどうやら今までここで僕を看病してくれていたらしい。


  「ごめん、心配かけて……サナは？」


  「……隣に……」


  「すぴい」


  　ふと隣を見ると──そこに、同じようにサナが寝かされていて、僕はほっと安あん堵どした。なんか涎よだれまで垂らしてるから、身体に別状はたぶんないだろう……呑のん気きなもんだ。


  「まあ、でもよかった……サナも無事だったか……櫂実、ここはどこだ……？」


  「目的地だった神社の中の一部屋……先に着いた拙せつ虫ちゆうたちが心配になって増川君を捜しに行こうかと思ってたら……この女の子が、増川君たちをここまで運んできてくれた……」


  　そこでやっと、僕はこの部屋に、もう一つの存在があることに気が付く。


  「君は……」


  　それは、先ほど朦もう朧ろうとした意識の中で見ていた、キタキツネを連れた毛皮ぐるみの少女の姿だった。少女はすすすと近づいてきて、はにかみながらにっこり笑った。


  「こんぬづわ、楼ろう倉くらえきのだべさ。ご無事なようで、なによりだわ」


  「……幻じゃなかったのか……ありがとう、助けてくれて。僕は増川唐から人と。それから、そこに寝てるのはサナ。ええと、僕の──相方だ」


  　流石さすがに、僕の寄生虫だとは言い辛づらい。


  「んだ。唐人ちんと、サナちんかー！　したっけ、よろしくだべさ！　こんこーん♪」


  　こんこーん、という楽しそうな掛け声と、招き猫のようなポーズと共に挨あい拶さつされてしまった。あの毛皮フードと、抱かかえてるキタキツネ、何か関係あるのだろうか？　……てか、え、キタキツネ？　北海道のキタキツネって確か何か……。


  　と、そこに、襖ふすまの外から懐かしい声たちが聞こえてきた。


  「唐人さん、目を覚まされたのですか？」


  「あっ……志し保ほさーん！　入って大丈夫ですよ！」


  　桜が、襖の外に声を掛ける。すると、襖を開けて入ってきたのは懐かしい二つの顔だった。


  「ったく、寝坊癖が過ぎるのう、お粗末エレファント男！　久しぶりじゃのう！」


  　まったく変わらない挨あい拶さつ代わりの毒舌で僕を罵ば倒とうする、薄汚れたその姿は──。


  「ロイ子じゃないか!!　てことは隣にいるのは……うわあああ！」


  「コー……ホー……」


  　そこには、存在感溢あふれるガスマスクを着つけた少女がいた。そのガスマスクには、無数のトゲと角つのが付加されていて、まるで観みる者を威い嚇かくする戦闘部族のようにこちらにプレッシャーをかけてくる。


  「お、お前志し保ほか!?　なんか禍まが々まがしいよ！　世紀末のヒャッハーな人みたいだよ!?」


  「あ、失礼しました……。この旅のお陰で、最近はこれなしでもいけることも増えたのですが……念のためプロテクターとして着けてるだけですわ」


  　少女が、金色の長髪を振り払いながらガスマスクを取る。華麗に流れるその鮮やかな髪の持ち主は──確かに、竜りゆう斎ざい寺じ志保その人だった。


  「……ふう。どうも、お久しぶりですわね、唐から人とさん」


  　志保は、相変わらず可愛かわいいというよりも麗うるわしさを感じさせる笑顔でにっこり笑った。


  「志保！　それにしても無事に合流できたんだな……良かった」


  「ええ。状況も聞いてます。メールがハッキングされてる可能性がある以上いずれこちらにも追手が来るかもしれませんが……その前に気づけてよかったですわ」


  　そこにロイ子は、桜さくらの肩をバンバン叩たたきながら顔をほころばせる。


  「おう！　わしも久しぶりに桜と会えて嬉うれしいわ！　いっちょやってみるか、桜！」


  「うん！　いっちょやるよロイ子ちゃん！」


  　そして、ロイ子は桜と並んで立つと、こう言った。


  「帰ってきた卑ひ語ごファイブの卑語漫才、『アラジンの魔法のランプ』～」


  　桜からロイ子に向けて芝居を始める。


  「あら……いい男じゃない……そして……いいアレを持っているのね……」


  「え、何ですか、電車の中ですよ、やめてください」


  「いいじゃない……わたし知っているの……ランプをこすると……ランプの『精』が出てくるのよ……こすってもいいかしら……」


  「ちょ、ちょっとやめてください。で電車の中で……こ、こんなの犯罪ですよ……くうっ……！　ああっ……！」


  「うふふ……はぁ……はぁ・・・・・・そーれ、アブラカタブラ……アブラカタブラ……」


  「ああ……開けゴマ……開いちゃう……ゴマ───っ！　……って。これじゃ『アラジンの、魔法のランプ』じゃなくて、『あらちん○、無む法ほうの淫いん婦ぷ』じゃろうが───っ！」


  　二人がゆっくりと手を交差させながら、屈伸する。


  「「じゃんかじゃんかじゃんかじゃーん、卑語ファイブ────」」


  「どうかな！　お兄にいちゃん！」


  　桜さくらが一点の曇りもない表情で反応を窺うかがってくる。


  「……ひどい」


  　思わず声が出てしまった。ま、相変わらず桜とロイ子の仲が良いことは何よりだったが。


  そこで、そんな流れを断ち切ったのは志し保ほだった。志保は突然複雑な表情を見せると──


  「唐から人とさん！」


  「……へ？」


  「申し訳ありませんっ！」


  　いきなり、僕に向けて土下座をした。


  「誠に申し訳ありません！　わたくしのお父様が……唐人さんの家を燃やしてしまったそうで」


  「あ、いや、志保のせいじゃ……」


  「いえ……わたくしのお父様のことは、わたくしの責任ですから」


  「なんで、そこまで自分を責めるんだよ……秀しゆう也やがやったことだろ」


  「……お父様とわたくしは……本当の親子ではありませんから……本当の家族以上に責任を取っていきたいのです。わたくしが竜りゆう斎ざい寺じを名乗る以上は」


  「え!?」


  　急に重たい話になって、僕は驚く。


  「……たった一人の身内ですから……どうしてそんなことをしたのか……次に会った時は必ず問い詰めてみせます。もっとも……向こうは、組織を裏切ってしまったわたくしの話をまともに聞いてくれる気も無いと思うのですが……」


  「え？　でも──」


  「きっと、この北海道にも、お父様の部下の者がわたくしを消しにくるに決まってますわ」


  　僕は少し迷った。秀也が、志保を捜すのに血ち眼まなこになっていたことを言おうか言うまいか。悩んだ挙げ句、僕は──口を噤つぐむことにした。


  「えっと、じゃあ志保、これからは……どうする？　とりあえずは、僕たちと一緒に行動した方がいいと思うんだけど……」


  「ええ。もう逃げるのはやめて……学園に戻って、不退転の覚悟で組織を迎え撃つ準備をしますわ。唐人さんも……協力してくださいます？」


  「あ、ああ、もちろん」


  　こうして、志保とロイ子が再び僕たちの一行に加わったのだった。


  「ま……この旅で二人がどう変わったか楽しみ、って言っちゃいけないのかな」


  「大丈夫ですわ。ロイ子さんに鍛えて貰もらって潔癖症も治りましたし。ニュー竜斎寺志保をお見せできると思いますわ」


  　志保は、にっこりと笑顔を見せた。僕たちがそんな会話をしていると、えきのと名乗った少女がこんな言葉を唐突に挟んできた。


  「あの……唐から人とちん……さっきはすまなかったべさ……てっきり人間がリンゴさ盗もうと近寄ってきたと思ってしまったべさ」


  「……え？」


  「えきのとお仲間だったなんて知らなかったべさ……連れて帰る時、ちょっと女の子の方がひもっぽくなってたからすぐ解わかったべさ」


  「……お仲間？　えきのちゃん、もしかして……」


  　桜さくらが何かに感づいた様子を見せる。


  「わあああああああああっ！」


  　その時、嫌いやな夢でも見たのか、突然、サナが凄せい絶ぜつな絶叫と共に布団から起き上がった。


  「うわっ、なんだよサナ大声出して！」


  「……あれ？　唐人、ここどこだ？」


  「合宿で使う神社の中だよ。雪山にいたこのえきのって子が、ここまで運んできてくれたらしい」


  　僕は、えきのを指し示し、サナに紹介する。


  「んー……？　その子……」


  　サナは、なにやら怪け訝げんな顔をしていた。そこに、えきのがあまりにも衝撃的な言葉を放ちながら、にっこりと微笑ほほえんだ。


  「サナちん！　担かついだときにおなかまだって解ったべさ。わだす、エキノコックスのパラシスタンスだべさ。よろしくべさ！」


  　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、全員が一斉に驚きの声を上げた。


  「えええええええええっ!?」


  　そういえば、本によるとエキノコックスは多た包ほう条じよう虫ちゆう。日に本ほん海かい裂れつ頭とう条虫であるサナと種族的には確かに近い。お仲間だと言われても不思議ではないが──。


  「サナさんは……サナダムシのパラシスタンスなんだべさ？　わだすも、サナダムシみたいなもんだからなまら近いっけ！　よろしくだべさ！　ん、ってことはここにいるみんなも、パラシスタンスだべさ？」


  「えっと……」


  　櫂かい実じつが手を上げる。


  「拙せつ虫ちゆうは……回虫のパラシスタンスです……ゴミ虫ですが……」


  　次に、ロイ子。


  「おーう！　わしはロイコクロリディウムのパラシスタンスじゃ！　よろしう頼むわ！」


  「やっぱなー！　みんなお仲間さんだべ！」


  　いや……ややこしくなったけど……みんなパラシスタンスってわけでもないんだけどな……。そんなことを僕は今更言えずに苦笑いしていた。


  



  　そこに、どたどたという音と共に、またしても新たな訪問者の気配がした。


  「ままままま増ます川かわっ！」


  　襖ふすまを乱暴に開けながら、やにわに会長が部屋に飛び込んできて、僕の手を強く握った。


  「うわっ、か、会長？」


  「おお……無事だったか……いきなり貴君らや四天王の連中がはぐれた時はどうなることかと思った……」


  「え、四天王もはぐれたんですか？」


  「ああ、あやつらは息も絶え絶えで凍こごえながら戻ってきたがな。まあ、無事でなによりだ。あやつらは、急に山が吹ふ雪ぶいてきたとか言っておったのだが……貴君たちもそうなのか？」


  「ええ。なんでか解わからないけどいきなり吹雪いて……」


  　その時。くい、くい、とえきのが、櫛くし名な田だ会長の服の袖そでを引っ張っていた。


  「あんのう……あなたは、もしかして、巫み女こさん、だべさ？」


  「な、なんだ、貴君は……い、いかにもそうだが……」


  「神様に仕えるという、巫女さんだべ？」


  「だ、だからなんだというのだ！」


  「お願いがあるべさーっ！」


  　えきのは、深々と会長に頭を下げた。


  「……へ？」


  「わだす……神様にお礼が言いたいべさ！」


  「か、神様……？　お、おい、増川、いったいこの子は……」


  　会長はちらちらとこちらに目線で助けを求めてくる。なんだか非常に戸と惑まどっているようだった。ふだん友達すらいない人間だもんな……。


  「お願いだべさ！　わだすをこの世界に呼んでくれた、寄生虫の神様に会いたいんだべさ！　会わせて欲しいべさ！」


  　えきのは、会長の手を握り締めてそう懇こん願がんした。


  「はっ……わ、我われの手をっ……!?」


  　会長は顔を赤くしてどぎまぎしている。……困ってるんだろうか？　仕方ないので、僕はフォローしてやることにした。


  「え、えっと、えきのちゃん、いきなりそんな訳解らないこと言っても会長が困ってるから……」


  「な、なんとかしてやろう！」


  「……え？」


  　会長は、僕の言葉を遮さえぎるように大声を出した。


  「え、えきのとか言ったか？　なんと言っても神しん道とうには八や百お万よろずの神がいるからな！　な、中にはお主の捜す神様もいるだろう……。わ、我われに頼っても……よいぞ」


  　そんな会長の無責任な発言に対し。


  「わぁーい！　ありがとうだべさー！」


  　えきのは、こすりつけるような勢いで会長に頬ほおずりをした。


  「巫み女こさんは、なんて名前だべさ？」


  「く、櫛くし名な田だ、観み琴ことだ……」


  「えへ、みことー！　巫女さんのみことー！　なまら大好きだべさー！」


  「こ、これ、やめんか……え、えきの……」


  　会長は紅色に染めた頬の色をよりいっそう濃こくしながら、えきのをたしなめた。だが、なにやらまんざらでもない様子に見える。


  「お、おーっと！　そうだ、増ます川かわたちよ！」


  　そんなふやけっぷりを振り払うかのように、会長はいきなりこんな提案をした。


  「ま、増川よ……もし、身体からだが冷えているのなら……この神社の裏に備え付けの温泉があるのだがどうだ？　入っていかぬか？」


  「温泉？」


  「北海道の山には秘湯がたくさんあるのだ。しかも露天風ぶ呂ろだぞ！」


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  　それは魅力的な提案だったし、どうせ夜のうちはどこにも行けないこともあり、僕たちは連れ立って露天風呂に行くことになった。


  　月の出ている夜だった。先ほどみたいな雪は欠片かけらも見当たらず、少し肌寒い程度の気候だ。鬱うつ蒼そうと茂る森に囲まれた神社から五分程度歩くと、木造の小さな脱衣所があり、自由に入浴ができるようになってた。


  　男湯側には、僕と四天王。女湯側には、サナ、櫂かい実じつ、桜さくら、志し保ほ、ロイ子、会長、えきのという風に分かれて中に入った。ちなみに、一般参加の大部分の生徒は既すでに一度入浴を終えたらしく、全員上がって神社の奥で別プログラム（祈き祷とう）をこなしているとのことだ。


  「楽しみだなー露天風呂！」


  　温泉と言うことでサナがはしゃいだかと思えば、


  「覗のぞくなよ、あほんちき野郎ども。覗いたらしばくぞ！」


  ロイ子が、毒舌でちくりと釘くぎを刺していく。


  「覗かねーよ！」


  　僕がそう答えたが、動揺した様子を見せたのは四天王たちの方だった。


  「の、覗のぞかないに決まってるジャナイデスカ！」


  「お、おう、法令遵じゆん守しゆじゃ。コンプライアンスは商売人にとっての義務じゃからのう、かっかっか」


  　四天王はしらじらしく笑った。


  



  　僕は、露天風ぶ呂ろに肩までとっぷりつかり、声を上げた。


  「ふえー、なるほど、こりゃ極楽だ……」


  　岩場に造られた温泉は若干ぬるめだったが、それでも先ほどの極寒地獄を思うと、身体からだの芯しんまでぽかぽかと温まるようだった。隣の女湯とは、竹の壁一枚で仕切られている。


  「それにしてもなあ……志し保ほたちと合流できたのは良かったけど、えきのとかいう変なパラシスタンスに会うなんて思ってなかったよなあ……」


  　僕が湯船に浸かりながらそんな風にぼやいていると。


  「……ふん、増ます川かわよ」


  　服はつ部とりが近寄ってきて、因縁を付けてきた。というか、服部は温泉に入っているにもかかわらずマフラーを外はずす気がないようだった。


  「……なんだよ、服部」


  「なぜそんなにこそこそと局部を隠している。勇気がないのか？」


  　いきなり局部と来た。


  「お前みたいに露出狂じみた趣味がないだけだよ。てかマフラー外せよ。口元隠して局部隠さずってどんな変態だよ」


  「ははは……負け犬が遠とお吠ぼえしているようだな。おい、ゲイツ！　金きん腹ぷく！　プーチン！　お前らもここに来てこいつのスモールエレファントを小馬ば鹿かに……」


  　服部が浴場の出入り口の方を振り返る。だが、そこには──。


  「ひょー！　プーチンさん、パネエっす！」


  「これはどうやらプーチンどの、もしかしてプーチンではなくラスプーチンの系譜だったのかのう？　ガハハハ！」


  「……大したことはない。ロシアでは標準だ」


  　プーチンが、服部とは比べものにならないほど巨大な局部を隠しもせずに堂々と浴槽の方へ向かってくるところだった。


  「なっ……!?」


  　それを見た服部の表情も、青ざめていた。


  　やってきたプーチンは浴槽には入らず足だけ漬けて、岩に座り込んだ。僕たちはちょうど位置的に真っ正面から彼の局部と対たい峙じすることになる。


  「……何かね、服はつ部とり氏」


  「いや、はは、ははは……」


  「局部を隠しているな服部氏。それがジャパニーズ・トラディショナルか。恥の文化か」


  「……ま、まあな。し、忍びの系譜だからな！　ははは！」


  　空から笑わらいするも、服部はプーチンに合わせる顔もなくすごすごと浴槽に沈んだのだった。いい気味だ。


  



  　一方、女湯からは、演説をするような桜さくらの声が聞こえてきた。


  「諸君ン！　世は格差社会である！　この胸の貧富の差をいかに是ぜ正せいすべきか！　いわば、貧乳とは持たざる者、プロレタリアである！　持たざる者がどうやって恋愛に打ち勝っていくか！　答えは団結だ！　わたしは貧乳党結成をここに宣言する！　状況を打破するには、ぶっちゃけて言えばもはや革命しかなあああああいっ！　そう、これは階級闘争なのだ！　貧乳党の同志よ！　我われ々われは一致団結して巨乳党を打ち倒そうではないか！」


  　ヒットラーなみに身振り手振りをしている様さまがありありと想像できる。だが、それを聞いていたロイ子と桜は。


  「んなこと言われても、えきの、まだ発展途上だから……したらな……」


  「わしもそういうことには興味ないのでのう……じゃあの……」


  「ま、待てーっ！　裏切りものたちめ───っ！」


  　桜、相手にされてないな……。かわいそうに……。


  　また、ついたての向こうからは、その他ほかの女性陣の会話もいくつか聞こえてきて、情景が想像できる。手前で話しているのは会長と志し保ほだ。


  「おい、お主……風ふ呂ろに入る時ぐらいガスマスクは外はずしたらどうだ……しかもその、ツノの生はえた物騒なガスマスク……」


  「……コー……ホー……露天風呂なんて衛生が心配ですから……さすがに多少は平気になってきたといえど、ここは濾ろ過かさせていただきますわ」


  「くっ……なんだか、我が一族の神社が穢けがれ扱いされているような気がして腹が立つな……！」


  　志保と会長の二人はポキル帝国事件のこともあって、あんまり相性が良くなさそうだった。大丈夫かな……。


  「みこと───っ！」


  　そこに、えきのが櫛くし名な田だ会長に抱きついた気配がした。


  「うわっ！　な、なんだ！　えきの、いきなり抱きついてくるな！　こ、こそばゆいではないか！」


  「みことー！　からだ！　からだ洗ってあげるべさー！」


  　えきのは随分会長に絡からんでいくな……。それから、少し離れた所で、サナと櫂かい実じつの声が聞こえてくる。ばちゃばちゃと足を動かす音から、サナは湯船の中に入っているだろうことが想像できた。


  「亜あ須す香かー！　お風ふ呂ろ入らないのかー？　なんでそんなずっと身体からだばっか洗ってるんだよー！」


  「拙せつ虫ちゆうのようなゴミ虫が……公共浴場に入るには……丹念に垢あかを落としてからでないと……」


  　まあ、こちらは気心知れたものか。


  　と僕がそんな向こうの情景を想像してほのぼのしていると。


  「ム、ムラムラする……」


  　服はつ部とりがいきなりつぶやいた。


  「大丈夫か、服部……どうした？　のぼせたのか？」


  「違う！　ええい、もうこれ以上こんなところにいられるか！　これ以上、官能的な女子の嬌きよう声せいを聞いて黙だまっていられるかって言うんだ！」


  　僕の目の前で、服部がざばあと湯船から仁王立ちで立ち上がった。


  「何を考えてる、服部。あと粗末な局部見せるな」


  「いいか増ます川かわ。これは俺の意思ではない。俺はこれから大宇宙の意思を代弁して言う」


  「何だよ」


  「今から俺は女風呂を覗のぞく！」


  「なっ──!?　このクズが──」


  「ふっふっふ、増川よ。正直に言え。お前も覗きたくて仕方ないのだろう？」


  「そ、それは……否いなめないが……」


  「……人としての理性がそれを拒むか。ふん。愚か者め。今必要なのは獣の本能を取り戻すことだ。そんなことでは一生勝ち組にはなれんな……。おい、ゲイツ！　金きん腹ぷく！　お前らも当然参加するだろ!?　え、ゲイツ……金腹……？」


  　四天王の二人は、プーチンに付き従っていた。そこではプーチンが既すでに女湯を覗く綿密な計画を練っているところだった。


  「資本主義国家では大衆が女湯を覗こうとする。ところがソビエトロシアでは女湯が男湯を覗く」


  「なるほど！　まず出入り口でのれんをかけかえてから堂々と女湯に入っていって、間違ってるのは君たちの方だと言い訳すればいいということじゃな！」


  「さっすがプーチンさん、ゲイツとはシンクディファレントデース！　早速イッテキマーッス！」


  　そして、プーチンをちやほやしながら四天王のうち服部を除く三人は去って行った。


  「お、おい、お前ら……くそっ！　またプーチンにいいところを！」


  　服部も慌てて浴場から出て行った。


  「なんなんだ……」


  　四天王も色々大変なようだった。


  



  　そして──五分後。


  　僕の耳には、女湯の方から怒号が聞こえていた。


  　どうやら、服はつ部とり一人だけがすぐ見つかって捕まったらしかった。ていうか、お前だけ見つかるなよ……忍者だろ……。


  



  「ははっ、俺をどうする気だ。言っとくがなあ！　この覗のぞき計画を立てたのはプーチンだぞ！　だがあいつらは逃げやがった！　俺ははめられたんだ！　いや、まあ俺も覗こうとしたから悪いと言えば悪いんだがなぁ！　ハハハ！」


  　無駄に虚勢を張る服部に対し、公開裁判が行われていく。会長、ロイ子、えきのが喧けん々けん囂ごう々ごうと量刑を定めていく。


  「磔はりつけ獄門の刑が妥当ではないのか？　もしくは我が奥義〈閃光ブルーライト去勢パイプカツト〉という技もあるぞ。痛みなく男性機能を除去できる便利な技なのだが」


  「わしは『仁義なき戦い　広島死闘編』の大おお友とも勝かつ利としみたいに木に吊つるしてピストルの練習台にしてみたいのう」


  「わだすは氷漬けがいいと思うべさ。桜さくらちんは？」


  「わ、わたしはみなさんに任せます……」


  　ちょっと桜が引き気味になるぐらい過激な発言が飛び交う。


  　結局、処遇を決めたのは志し保ほの鶴つるの一声だった。


  「そこの汚民っ！」


  「はいいぃ！」


  　ダン、と志保は服部のすぐ横に、足を思い切り踏み込んだようだ。正座している服部に対し、前まえ屈かがみに見下ろし、挑発するような格好になっている──と思われる。。


  「額ひたいを地に着つけなさい」


  「は、はい……！　逆らいません！　許してください！」


  　服部は従順に従い、まるで水み戸と黄こう門もん終盤の一般人レベルにまで態度を軟化させた。相変わらず、敵かなわないと見るや権力に屈するのが早い人間だった。


  「……パンを買ってきなさい」


  「はぁ!?　ふざけんな、こっから山を下りて、最寄りのコンビニまで一体何キロあると思って……」


  「買ってきなさい」


  「……はい……」


  　有無を言わせない。


  「それから……そこで隠れている三人もですわ！　ロイ子さん、ゴー！」


  「おりゃーっ！」


  　大きな岩場の裏に隠れていた残り三人に向かって、ロイ子が跳とび蹴げりをかます音が聞こえた。


  「ぐばあ！」「げぼお！」「ぐふう！」


  「あなたたちもパンを買ってまいりなさい！　今すぐ！」


  「ソンナ、イクラなんでもムチャ……」


  「か　け　あ　し　！」


  「「「はいぃ！」」」


  　恐ろしい。さすが、ポキル帝国初代皇帝、竜りゆう斎ざい寺じ志し保ほだ。結局四人全員が罰として山から遠く離れたコンビニに行かされたらしい。


  　そんなやりとりが脱衣場の方から聞こえてくるのに耳を傾けながら。


  「……覗のぞきに参加しなくて良かった……」


  　僕は心からそう思うのだった。


  「……唐から人と」


  　だから、そんな僕を呼ぶ声が聞こえた時は、最初は空耳かと思った。


  「……え？」


  　気が付くと、湯船の中、サナが目の前にいた。一応、バスタオルで前は隠していたが……。


  「えへ、来ちゃったぞ」


  「うわわわわわわっ！　お、お前なんで男湯に！」


  「そこの裏側からついたてを抜けられたからなー。あの、唐人とちょっと話をしたいことがあって……こ、こら！　いつまでこっち見てるんだ！　後ろ向け！」


  「うわっ！」


  　僕は、強制的に後ろを向かされた。


  「な、なんでこんな所までわざわざ……てか、後ろ向かせるならわざわざ来るなよ……」


  　というよりも。最初の頃ころは平気で全裸だったサナに、最近は羞しゆう恥ち心が芽生えてきたことが何やら複雑な思いだ。


  「その……唐人と……ええと、こういう時、腹を割って話そう……って言うんだっけ？」


  　サナは、一生懸命言葉を選びながら言う。


  「あ……でも……腹を割ったら私の居いる場所がなくなっちゃうな……じゃあ……背中を割って話すぞ……」


  「え？」


  　突然、僕の背中に、柔らかな感触が押し当てられた。すぐに解わかった。温泉の中、ぴとり、と背中にサナがくっついてきている。背中合わせに、体温がほのかに感じられる。湯の中で、指の先が微かすかに触れあった。


  「な、な、なんだよ」


  　僕はなんだかドキドキして、思考がほつれた糸のようにまとまらなくなる。


  「ええと……その……唐から人と……星が綺き麗れいだな」


  「……うん」


  　サナは、話を切り出しかねているかのように、ぶつぶつと小声で何か呟つぶやき続ける。


  「……だめだな、私」


  「決めたんだから」


  「勇気、出さなくちゃ」


  　そんな、傍はた目めにも解わかるほど長い逡しゆん巡じゆんの後、サナはようやく決意したように少し身体からだを固くした。


  「……なんだよ、サナ」


  「私……もう、唐人の彼女になりたいって言うのやめることにしたからな！」


  「えっ!?」


  　そのあまりにも急な心変わりに、なぜか僕の方が大きな声を出してしまった。


  「な、なんでっ……!?」


  「ん……？　ちょっとは残念だったのか？」


  「あ、い、いや、そ、そんなわけっ……」


  [image: ]


  　僕は、動揺を悟られないように否定した。


  「……こないだちょっと……嫌いやなものを見ちゃって……それから色々考えたんだ……もう、これ以上唐から人とに迷惑かけないように、そうすることにした」


  「迷惑？」


  「きっと、私がいたら、唐人は他ほかの人を彼女にできないから」


  　なんだよ。なんで、いまさらそんなこと言うんだよ。調子狂うだろうが。


  「きっと、私より、唐人を幸せにしてくれる人がいるはずだから」


  「それで……サナは大丈夫なのか？」


  「わかんない……わかんないけど……」


  　サナは、無理したような笑えみを浮かべながら言う。


  「胸のあたりがきゅうっとはする……」


  　本音を言うと。


  　僕も、胸のあたりがきゅうっとしていた。


  「サナ……」


  　サナは、それ以上は言ってこない。


  　その先の判断は、僕に委ゆだねられてる。


  　姫ひめちゃんは、あれを『僕たちを試すためのキス』だと言った。


  　だけど。


  　それを口にすれば全すべてが、終わってしまいそうな。一つ積木を抜けば、積み上げたものが全て崩れてしまうような、ぼんやりとした不安があるから。


  　そして、できれば認めたくない、感情がそこにあるから。


  　だって。


  　自分の寄生虫のことを、僕は。


  　……いや、やめよう。


  　一瞬、最後まで結論を出しそうになった自分に対し、ほんの少しの怯おびえと共に思考を振り払う。


  「……そうだな」


  　だから、僕は結局何も言い出せなかった。


  　誤魔化すことにした。


  　気持ちを、誤魔化し続けることにした。


  「あのさ、サナ」


  「なんだ？」


  　僕は、レストアに見せられたあの映像のことを思い出した。戦国時代のような場所で、和服の女の子が血ち塗まみれになっていて、それにすがりついて酷ひどく慌てているサナの姿を。


  「戦国時代かなんかについて、覚えてることある？」


  「……っ！」


  　その反応があまりにも苛か烈れつで、僕は驚いてしまう。


  「それ、どこで……？」


  「え、いや、夢の中だけど」


  「……い、言いたくない……」


  　サナは、明確に拒否する。めったにないことだった。


  「言いたくないって、どういう……」


  「そ、それはともかくっ……！　彼女になれなくても！」


  「え？」


  「なれなくても……その代わり……この先何があっても……唐から人とが他ほかの人を彼女にしても……こっそりでいいから……唐人を最後まで守らせてくれないか……？　それだけは……許してほしいんだ……」


  　サナは、唇くちびるを噛かみながら震ふるえて言う。


  「もう二度と……あんなのは二度と嫌いやなんだ……運命と……最後まで戦いたいんだ」


  　あんなのって、何のことだろうか。解わからないが──そこまでして言いたくないものを無理矢理訊きくこともないだろう。


  「……わかったよ。それはいいさ」


  「ほんとか！」


  　それだけで、サナはすごく安心したような声を上げる。


  　気にならないと言えば嘘うそになる。でも──僕は思う。僕だって、姫ひめちゃんとのことを話してないわけだし……あ、そうだ。


  「じゃあサナ、僕からも条件一ついいか？」


  「……なんだ？」


  「これから──お互いに、言いたくないことは言わなくていいようにしよう」


  「……うん、わかった」


  　相互不干渉の法則。うん。ずるいな。


  　僕は、まだ自分をどこかで守ろうとしている。


  　傷つくことから逃げようとしている。


  　それでも、サナは、晴れ晴れとした声こわ色いろをしていた。


  「うん……彼女になれなくても……唐人のそばにいられるなら、もう無理言わない……。これで、すっきりしたぞ！」


  「……本当か？」


  「いいんだ、唐人にとって、私はただの寄生虫でも」


  「……本当にいいのか？」


  　自分でもしつこいな、と思いながら僕は何度も聞いてしまう。


  　おかしいな。こんなのって、まるで僕の方に未練があるみたいじゃないか。


  　でも、サナだってあれだけずっと言ってきたことだったのに。僕の彼女になりたいって、雪山で死にそうな時にすら、たった一つ願ったことだったのに。


  「だから……もしこれから悲しいことが起きても……唐から人と一人でも……元気でやってくれよな！」


  　僕は、なぜサナがいきなりそんな悲しいことを言うのか解わからなかった。


  



  　その時。


  「……ん？」


  　僕たちの死角でちゃぽん、とお湯が跳ねる音がしたような気がした。僕はびく、と身体からだを震ふるわせて振り返る。誰だれかの影がささっと消えていくのが、湯ゆ気げの向こうに幽かに見えた。


  「……どうした？　唐人」


  「いや、今誰かがそこにいたような──」


  　そして、そのシルエットは女性のもので、僕が知っている人物に良く似ていたような気がしたが──。


  「──なんでもない」


  　気のせいだろう。たぶん。


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  「んーっ！」


  　僕は大きく伸びをして、爽さわやかな空気を胸一杯に吸い込む。


  　一夜明けて迎えた北海道の朝は中々に清すが々すがしい。あの後、疲れきっていた僕たちは、温泉から帰ってくるとすぐ泥のように眠ってしまったのだった。久しぶりのテントでない寝床が、結構快適だったというのもあるだろう。


  「……でも、やっぱ、普通の陽気だよなあ……」


  　昨日凍死しかけたとは思えないほど、周囲は九月の北海道らしい気候に戻っていた。ほんのりと肌寒い、人が過ごすのに最適な温度だ。と、その時。


  「……はっ！　はっ！」


  　どこかから、何やら掛け声のようなものが聞こえてきた。


  「……誰だ？」


  　声のする方を向いてみる。すると、神社を回り込んだ裏、竹たけ藪やぶの周りで櫛くし名な田だ会長が低く腰を落とし、三さん節せつ棍こんを振り回していた。


  「……頑張ってるな……お疲れ様です、会長」


  　僕は演舞を続ける会長の邪魔をしないよう、聞こえるか聞こえないかぐらいの声でぼそっと囁ささやく。


  「はっ……？　誰だれだ！」


  　その瞬しゆん間かん、会長が僕に向かって三節棍を振り抜いた。距離にして数メートルは離れている距離──だが。


  「ひっ!?」


  　頬ほおに冷たい風と刺すような痛みを感じると共に、僕の頬から血が滴したたり落ちていった。


  「なんだ……増ます川かわではないか」


  「ふ、振り向きざまにとりあえず殺意向ける癖やめてください！」


  「峰みね打うちだ。死にはせぬ」


  「立派な傷害行為です！」


  　そこで会長は、ふうと息をついた。ほんのりと汗ばんだ肌が、健康的な色気を感じさせる。そして、僕にこう話を切り出してきた。


  「……ところでな、増川」


  「なんですか」


  「あの、えきのとか言う女子……可愛かわいいではないか。自分を寄生虫だと言うのは、サナと同じで中々に奇抜だがな……」


  「……へ？」


  　会長は、なんだか熱っぽい顔でそう言っていた。


  「な、なにをいきなり真ま面じ目めに……あ、ていうか会長、昨日の態度、なんですか！」


  「な、なんのことだ……？」


  「自分は巫み女こだから寄生虫の神様と話ができる、なんて初めて聞きましたよ。なに都合のいいこといきなり言ってるんですか、会長」


  「……そ、それは……その……」


  　会長は恥じ入るようにつま先で地面に円を描かく。


  「し、しかたないであろう……あんな風に、正面から必要とされたのは初めてだったのだ」


  「だからって……！」


  　僕の愚痴が出るより早く、会長は頭を大きく下げた。


  「増川……頼む！　我われに口裏を合わせてくれないか？」


  「へ？」


  　思いっきり懇こん願がんされてしまった。


  「なんで……そんな嘘うそまでついて……」


  「仕方ないではないか！　そうやって頼まれたら……今更違うなどと言えるか！　なあ、増ます川かわ。我われは……えきのと友達になりたいのだ……だから……我は寄生虫の神を信仰しているということにしてくれ……」


  「でも会長、それは──」


  　その時、当人がやってきた。


  「みこと────っ！」


  「うわたた！」


  　えきのはいきなり会長に抱きついた。背中には、相変わらずキタキツネがひっついている。


  「こ、こら！　あ、あまり背中に乗るでない、小こ袖そでがずれる……」


  　会長の衣服がみだらにずれて、大変目のやり場に困る。


  「えへへー、初めて会えた巫み女こさん、こんこーん」


  　えきのはどうやら巫女という職業に特別な思いを抱いているようだった。にしても、桜さくら・ロイ子コンビにも負けず劣らずの異常な仲の良さだな、こいつら……。


  「でも、巫女さんだからだけじゃないべさ。わだす、今まで友達がいなかったべさ。でも、みことはなかよくしてくれるべさー！　だから嬉うれしいべさ！」


  「く、くすぐったいぞ、えきの……！　これ！　はしゃぐでない！」


  「えへへー。わだすのリンゴ、食べるべさ？」


  　まあ──仲が良いのはいいことだよな。ただ、心配なのは、えきのがエキノコックスのパラシスタンスだということだ。会長の身体からだに悪影響が出たりしないだろうか？


  「会長」


  「ん、どうした？」


  「身体、なんともないですか？」


  「平気だが？　少し熱っぽい感じはするが……単なる風邪であろう」


  　えきのに抱きつかれて会長はすごく嬉しそうだ。ま、楽しくいてもらえてるなら……なんでもいいか……。


  　と、その時。


  「あれ……誰だれかが山の下から登ってくるべさ……？」


  　えきのが、遠くからやって来る一人の男の姿を、いち早く見つけた。


  　僕たちも、それにつられて遠方に目を向ける。


  「あー……仕事だりい。なんでよりによってタクシーすら通れねえ山奥なんだよ。なんで俺がこんな命令……」


  　そんな愚痴をぶつくさ吐きながら、スーツを着た小太りの脂あぶらぎった西洋人男性が膝ひざを押さえながら歩いてきた。山を登ってくるだけで既すでに息を切らしてハアハアと消耗している。


  「誰だ、あの人……」


  　そこで、男も僕たちの姿を認めたようだった。


  「お……ガキども……？　ってことは、当たりっぽいな。秀しゆう也やに勝ったか」


  　僕は、その男のことを何も知らない。だが、そいつから沸わき立つような悪意は、こいつは忌き避ひすべき存在だと本能で認識できる程のものだった。って──秀也って、あの竜りゆう斎ざい寺じ秀也のことか？


  「なんだ、お前……」


  「たく……やんなっちまうな……あの馬ば鹿かが派手に兵を動かしてるから俺がアオリ食うことになんだよ……」


  　その時、神社から出てきたロイ子が手を挙げながら僕の前に現れた。


  「よーっす、おはようじゃ、増ます川かわいんきんたむし！」


  「ん……そのガキ……！」


  　その声と姿を見て、男は慌てたように胸ポケットから写真を取り出す。どうやら、それとロイ子を比較しているようだった。


  「おーっ！　いたよ！　いたよ！　ロイコクロリディウムのパラシスタンスじゃねえか！」


  「な、なんじゃお前、いきなり名指しおって！」


  　そこに、ロイ子を追ってきたのか、後から現れた志し保ほが、その男の姿を見てこう叫んだ。


  「……っ！　リビー！　なんでここに！」


  「志保、知り合いか？　なんでこいつ、パラシスタンスのことを……」


  「逃げてくださいませ！　唐から人とさん！」


  「あら、これはこれは、竜斎寺の娘さんまでご丁寧に。助かるわ」


  　その男は志保と顔見知りのようであったが、明らかに友好的とは言えない口調だった。僕は、志保に問いかける。


  「……志保、こいつ誰だれだ」


  「リビー・アイゼンバーグ。パラミナティの、幹部の一人ですわ」


  「幹部……？」


  「パラミナティ三幹部の一人ですの。組織のトップにいる三人の幹部──、まず、会長・劉りゆう甫ほ獏ばく。次に、資金を提供しているナンバー２で、トップにも匹敵する権力を持つ、わたくしのお父様である竜斎寺秀也……。そしてナンバー３に、上の人間に媚こびへつらい、下の立場の人間にだけ高圧的に出る、おべんちゃらと要領だけでのし上がってきたリビー・アイゼンバーグ。──これ以上ないほどの、下げ衆す野郎ですの」


  　志保は憎々しげな声をリビーと呼んだ男に向けて言った。


  「あらら……お嬢様が言いたい放題言ってくれますなぁ。営業職がどれだけ頑張ってるかってんだ。こうもガキになめられると腹立つを通り越して笑けてくるわ。クソガキどもがよ」


  　……組織の人間か。やっぱり、志保たちにここで待ち合わせるように再連絡したメールがハッキングされていたのだろう。


  「なあ、志し保ほ……こいつらの目的はなんなんだ？　なんでここまで必死にパラシスタンスを追ってる？　綺き羅ら先生は、大いなる意思がどうのって言ってたけど……」


  　その質問には、なんとリビー自身が答えた。


  「あー……なんか、くだらねえ信仰なんだよ」


  「信仰……？」


  「人類が新しいステージに進めば、すばらしい知識が手に入るってさ。まあ、俺は良く解わかってねえで相あい槌づち打ってんだけどな。俺が信じるのは、現金だけだからさ。クレジットカードすら信じねえぞ。リボ払いとか悪魔の所業だよ」


  　リビーは、にやにやと嫌けん悪お感そのものが形になったかのような笑えみを浮かべる。


  　それを見かねて、えきのがずい、とリビーの前に歩み出た。


  「こ、これ！　えきの、なにやらこやつ危険な匂においがする、離れておれ！」


  　会長がえきのを庇かばって後ろに隠そうとしていたが、それでもえきのは構わなかった。


  「……あんた、よくない人間だべさ？」


  「あ？　なんだ、お前……」


  「お前なんか、こうしてやるべさ！」


  「うおっ！」


  　えきのが指を立てると、その指先からいきなり雪と氷のつぶてがリビーに向け、飛び出していった。やはり、あの時、九月にもかかわらず吹雪ふぶきになった現象はえきののせいだったのか……。って、そんな場合じゃねえ！


  「おい、やめろ、えきの！」


  「わーっ！　なにするべさ！　離せ！　離せー！」


  　僕は、えきのの指を掴つかんで、その攻撃をやめさせる。氷雪を押さえる手のひらが火傷やけどしたように熱い。


  「え、えきの……？」


  　会長は、その光景を見て、信じられぬとばかりに目を見開いていた。


  　一方リビーは、スーツについた雪をパンパンと叩たたいて払う。


  「おー、冷た……。おいおいおーい。そのガキさぁ、もしかして」


  　リビーは、なにかに勘かんづいたとばかりに手を叩き、えきのに問いかける。


  「……うちに未登録のパラシスタンスだろ？」


  　その質問に、馬ば鹿か正直にえきのは答えてしまった。


  「……え？　た、確かにえきの、エキノコックスのパラシスタンスってのらしいけど……登録ってなんのことだべさ？」


  「えきのさん……それを言ってはダメですわ！」


  　だが、志し保ほの制止も既すでに遅く、リビーはこれ幸いとばかりに指を折りにやけだした。


  「ってことは、一人頭、ひい、ふう、みい……うお、臨時ボーナス追加か？　うめえな、こいつは！　ありがとうよ！　ひゃはは！」


  　へらへらと笑いながらリビーは懐ふところからハンドガンのようなものを取り出した。


  「……っ！」


  　その重量感は、どう見ても本物だった。


  「大人をなめちゃいけないですよーって、学校で教わんなかった？　習ってない？　俺、生まれは日本じゃないけどさあ、ゆとり教育ってんだろこういうの。やっぱなってないねえ、ゆとりは」


  　黒光りする銃口は、ぶれずにまっすぐこちらを狙ねらっている。


  「死なないようにまず全員足を撃ってやるよ。痛ぇぞぉ、こいつは。特殊な弾た丸まで、体内で破裂するしなあ。ガキの肉グチャグチャになってガキ肉のヒキ肉ってか。不ま味ずそうだな。いっそ女は売っぱらっちまうのもありだな、へへ」


  　リビーという男は下劣なセリフをなおもさらさらと吐いた。


  　僕は、大人からまともに受ける明確な悪意と殺意のハイブリッドに、足が竦すくんでしまう。


  　いくら僕がパラシスタンスホストの能力で動体視力が強化できるとはいえ……銃の前にはどうにかなるレベルじゃない。それに、僕一人で立ち向かうには、こちらの数が多すぎる。


  「ほわあ……な、なんだべさこいつ……」


  　えきのは怯おびえている。


  「え、えきの……」


  　会長も、何かを振り切ったかのようにえきのを抱き寄せる。そして僕は──何もできずに、ただ立ち尽くしていた。目の前の悪意に対して、僕はあまりにも無力だった。


  　……セルカに言われた通りだ。僕には、敵と戦う力がない。そんな絶望感に顔を下げていると──。


  「……ぶほぁ！」


  　いきなり、リビーの身体からだが大きく吹き飛んだ。


  「!?」


  　いつの間にかサナと櫂かい実じつが並んでリビーの前に立ちはだかっていた。


  「お前ら！」


  「……増ます川かわ君、離れてて……」


  「唐から人と、遅れてごめん！　私が唐人をー！　守るんだ！」


  　リビーは身体を起こす。


  「くそっ……二人がかりかよ……」


  　そこで、リビーは形勢の不利を悟ったのだろう。銃を構えたまま、じりじりと後ろに下がっていく。


  「まあ……今日は退ひくが……。お前ら、覚えてろよ！　被検体の用意ができたら……嬲なぶり殺しにしてやっからな……」


  　リビーは、そんな捨て台詞ぜりふを吐くと、くるりと踵きびすを返し、駆け足で山を下りて行った。


  「唐から人と！　ケガないか！」


  　サナが、すぐに駆け寄ってくる。


  「あ、ああ……だいじょうぶ……てか、被検体って……何のことだ？」


  　それでも僕の手の震ふるえは止まらなかった。見下ろしたあまりに無力な自分の手が、酷ひどく忌いま々いましいものに思えた。
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  　……さて。


  　とりあえず、あのリビーとかいうやつを撃退したはいいが、これからどうするか。


  　あの話しぶりからすると、竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やも北海道に迫ってきているのだろう。


  「……あれは人間だったべさ？　やっぱ人間怖こわいべさ……」


  　えきのが、震えながら会長に抱きついている。


  「う、うむ……まあ、そうだが……悪い人間だ。我われらは心配ない……」


  　会長が、不器用にえきのの頭を撫なでて慰める。先ほどの不思議な光景を見て、それでもえきのをそういうものとして受け入れたようだった。


  「あいつ、また来るべさ？」


  　その質問には、志し保ほが答える。


  「残念ですけれど……未登録のパラシスタンスとバレた以上、危険はありますわ……」


  「みこと……」


  　えきのは、櫛くし名な田だ会長に聞く。


  「な、なんだ？」


  「どうしてもわだすのために、祈ってほしいべさ。なんとかしてほしいべさ。わだすを作ってくれた寄生虫の神様に。お願いできないべさ？」


  　僕は、その会話に口を挟む。


  「おいえきの、こないだから言ってるけど……その寄生虫の神様ってなんだよ」


  　するとえきのは、目を閉じて何かを手探りで思い出すような表情をした。


  「実はわだす、生まれる前の記憶があるべさ」


  「生まれる前の記憶……？」


  「正確には……神様みたいな人がいて、ただの寄生虫だったわだすの……意識を切って繋つなげて、エキノコックスのパラシスタンスってものにしてくれたべさ」


  「……切って、繋つなぐ？」


  　何か最近、そんな行為を、どこかで見たような気がする。


  「きっとあれは神様だべさ！　だから……」


  　えきのは、櫛くし名な田だ会長の巫み女こ服の袴はかまにより一層強くしがみついた。


  「巫女さんのみことに、これからもわだすの側そばにいて、祈ってほしいべさ！　そうしたらいつか会える気がするべさ！」


  「え、えきの……ど、どうすればいいのだ、増ます川かわ！」


  「どうすればって……」


  　あのリビーとかいう男は、えきのがパラシスタンスだと気付いたようだった。なら、ここに放ほうっておく訳にもいかない。


  　ただ、だからといって、エキノコックスのパラシスタンスを簡単に連れて帰ってもいいのだろうか？　もしかしたら、レストアの言ってた災さい厄やくってのがいるとして……こいつなんじゃないのか？　それに、今言った話が本当なら、えきのはエキノコックスがどういうものなのか良く解わかってないようだし……。


  「うーん、やっぱり……連れて帰るわけには……」


  　会長が、えきのに問いかける。


  「えきの、貴君、どこかに身を隠すあてはあるか？」


  「んにゃ……わだす、生まれてこの方一人だから……」


  「ほれみろ！　増川！　先ほどのようなやつに狙ねらわれるかもしれないのに、このえきのを放ってなどおけないではないか！」


  　会長は鬼の首でも取ったかのように僕を責めてくる。苦渋の末に、僕は決断した。


  「……解ったよ。じゃあえきの、僕たちと一緒に行くか？」


  　その言葉に、えきのは解りやすく喜びの表情を見せる。


  「ほんとうだべ!?」


  　仕方ない……ただ──最低限のリスクを避けないといけない。


  「その代わり……えきの。約束守ってくれるか？」


  「なんだべさ？」


  「何か問題が起きたら、北海道に強制送還するってことでどうだ？」


  「うん……わかったべさ！　約束守る！　みこともいるから大丈夫だー！　なんてったって、神様に通じてるんだから！　わーい！」


  　そして、えきのは飛び跳はねて喜んだ。てか、神様に通じてることがどう関係するんだよ。本当、えきのを連れて帰ることで問題が起きなきゃいいけどな……。
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  　あっという間に本州に帰る時が来た。復路は、志し保ほとロイ子も一緒だ。再び札幌まで行き、迎えに来た帰りの高速バスに、まず四天王が乗り込む。


  「まったくさんざんな合宿じゃったわ……よく解わからないけどいきなり山が雪山になって遭難しかけるわ……夜中に山の麓ふもとまでパン買いに行かされるわ……」


  「ケイタイのデンパすら入らなくて大変デシタ……」


  　全員疲労困こん憊ぱいなようだった。


  　ロイ子は、バスに乗り込む直前、何やら感慨深げに後ろを振り返った。


  「……さらばじゃ……わしらを育はぐくんでくれた試される大地よ……」


  「どうした、ロイ子」


  「思い返しているんじゃ……北海道での出来事を……色々あったのう、志保……」


  「ええ、多すぎますわ、北海道には思い出が……」


  　ロイ子は、目を瞑つぶって天を仰あおいだ。


  「わしらが戦ったあのクマ、今どこで何しとるのかのう……」


  「本当に戦ってたんだ……」


  　その時！


  「ぐあぉぉ……」


  「!?」


  　山の中から獣けものの咆ほう吼こうが聞こえた。振り返ると、そこには森を掻かき分け山から下りてきた一頭のクマが二本足で立っていた。まるで、ロイ子たちを見送りに来たかのように──。


  「クマ夫！」


  「ぐぁぉ」


  「クマ夫────！　来てくれたのか────！」


  　堪こらえきれない、という風にたたたたた、とロイ子がバスステップから降りてクマの方に駆け寄っていく。


  「おお……感動的な光景……」


  　と僕が感動していると。


  「だしゃーりゃー！」


  　クマに最接近したロイ子はいきなりみぞおちのあたりに跳とび蹴げりを入れた。


  「がぼうぁぁ！」


  　クマはきりもみながら身体からだを回転させ吹っ飛んでいった。


  「おおおい！　ロイ子！　何してるんだお前ぇぇ！」


  「ふう。これでやっと決着がついたわい。さ、帰るぞ、増ます川かわインモーパーマ」


  「これでいいのかよ！　戦いたかっただけかよ！」


  「お客さん！　その泥、はたいてから乗ってくれませんかねえ！」


  　バスの運転手は早速ロイ子に向かって半ギレだった。


  



  　その後、サナや櫂かい実じつ、桜さくらも乗り込み、最後に会長の後ろから、えきのが悠々とバスに乗り込もうとする。


  　えきのが手に持っているものを見て運転手がぎょっとして言う。


  「お客さん！　キツネをバスの中に持ち込まないでくださいよ！　ダメですって！」


  　そのバックアップに入ったのは会長だ。


  「まあ、良いではないか。ほれ、チップだ」


  「しかし……」


  　会長が運転手にそれを握らせると、運転手はしぶしぶ了承したようだった。


  　堂々とするなよ賄わい賂ろを……。


  「みーことー！」


  　乗り込んだえきのは、いきなり会長の膝ひざの上に座り込んだ。


  「お、おいえきの、これ、やめんか」


  　そう言いながらも、会長はすごく嬉うれしそうだ。なんだろうこれ……あ、バカップルを見てる感覚なのか……。


  「お客さぁん！　ちゃんと椅い子すに座ってくれませんかねえ！」


  　もう運転手は半泣きだった。


  「仕方ないではないか、乗客が行きより三人も増えておるのだから」


  「じゃ、じゃあわたしがお兄にいちゃんの膝の上に詰めるしか……それも……向かい合って……」


  「桜も既成事実をいきなり作ろうとするな！」


  　桜がここぞとばかりに提案したのを却下してから、僕はえきのに釘くぎを刺すことにした。


  「なあ、えきの……念のためにできるだけ他ほかの人にくっつくのはやめてくれないか？」


  「なんでだべさ？」


  「……ええと……」


  　エキノコックスのパラシスタンスだから万一のことを考えて、って言っちゃっていいんだろうか？　ていうか、こいつエキノコックスが人間にとってどういう寄生虫か知らないしなあ……。と悩んでいると、会長がえきのにこう提案していた。


  「なあえきのよ、貴君、住む家がないなら我わが神社に来ないか？」


  「ほんとだべさ!?」


  「ダメですよ！　勝手に決めないでください！」


  「良いではないか増ます川かわ、本人もよろこんでおるぞ」


  「そうだべさ！」


  　意気投合してるもんだから、質たちが悪かった。


  「うーん……」


  　どうしよう。何かあったら北海道に送還するという約束もしたことだし、会長のところでちょっと様子を見ておけばいいんじゃないか？


  「……解わかりました……その代わり……あまり、会長もえきのや、そのキタキツネには接触しないでいただけると助かります……そんで理由も聞かないでくれると……」


  　僕は、はあと大きくため息を吐ついた。バスは、もうじき出発しようとしている。


  「……唐から人とさん」


  　志し保ほが、話しかけてきた。


  「どうしたんだ、志保」


  「これから、組織との戦いが激化していきますわ。関東に帰って、本当に大丈夫でしょうか？」


  「唐人……」


  　サナも心配そうな目で見つめている。


  「……だからって学校にもどこにも行かず、引きこもってろってか？　そういう訳にもいかないだろ」


  　僕は、リクライニングシートを少し倒した。


  「……無力だけど──やれるだけやってみるさ」


  　もし、レストアの言う災さい厄やくがえきののことだったら、不安ではあるが。


  「やるしかないんだ」


  　そして、高速バスは関東へと向かう帰路についたのだった。


  



  　……その深夜。バスが北海道から出るか出ないかのあたり。僕は、たまたま目が覚めてしまったので横を見てみると、僕たちのほぼ全員が寝静まっている中、志保だけが窓の外を眺めていた。


  「志保、どうした、眠れないのか？」


  「ええ、ちょっと……あ」


  　志保の口から、驚きの声が漏もれた。


  「……どうした？」


  「今の……車……お父様？」


  　確かに。見覚えのある黒塗りのベンツが反対車線を通り過ぎていくのが見えた。その中に乗っている人物もうっすら見える。それはもちろん──。


  「お父様!?」


  　竜りゆう斎ざい寺じ秀しゆう也やに間違いなかった。


  「あいつ、本当に北海道に来てたのか……危なかったな。すれ違いだった」


  　だが。志し保ほの反応は、僕の意見と違うものだった。


  「お父様────！」


  　志保はいきなり窓にへばりついた。


  「おい、志保！　お前、なにやってんだ。見つかっちまうだろ！」


  「わたくしが、わたくしがお父様を説得しないと！」


  　そして、志保はバスの窓を思い切り開こうとする。


  「馬ば鹿か、やめろ！　今は一般生徒もいるだろ！」


  「放してくださいませ！」


  　志保が、羽は交がい締めにした僕の腕を振り解ほどこうと暴れる。深夜にもかかわらず、何人かバスの乗客も起きてしまったようだ。それでもしばらく志保を押さえていると、やがて黒いベンツは完全に道路の向こうに見えなくなった。


  「はあ……はあ……お父様……」


  「……志保」


  「いいえ……。唐から人とさん。取り乱してしまってすみません。わたくし、まだ整理できてないのです。どうお父様と接していったらいいのか。まさか来て下さるなんて思ってなかったものですから……すみません」


  「志保……」


  　そして、志保は申し訳なさそうに、それでも奥に少しだけ嬉うれしさを隠しきれないような表情を見せたのだった。
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  　無事関東に帰ってきた僕たちは、翌日から再び学校に通い始めた。


  　志保とロイ子は櫂かい実じつの家に泊まってもらうことになった。自分はゴミ捨て場でいいと主張する櫂実を説得して一緒に住んでいる。ま、この旅で一回り以上も成長したあの二人なら大丈夫だろう。


  　だが、僕がなにより不安なのはえきのへの対応措そ置ちのことだった。一般人の会長の所に身を寄せさせてしまって本当に大丈夫だったんだろうか──。


  



  　それから数日後──僕の予感は、最悪の形で的中することになる。


  



  　異変に気付いたのは、北海道行きから帰って数日経たった、ある日の朝のことだった。


  「唐人、遅刻遅刻ー！」


  「ああもう！　お前の腸内時計とかいうのを信じたばっかりにこれだよ！」


  「だって、私が寝てたら時間教えられないの、よく考えれば解わかるだろー！」


  　そんな風に、僕とサナが走りながら校門に差し掛かった時。突然僕たちの進路は遮さえぎられ、一人の女子生徒が話しかけてきた。


  「すみません、少々お時間よろしいですか？」


  「え、い、急いでるんですが、何か……？」


  「あ、あの、あなたがあまりに素敵なもので思わず声をかけてしまって……」


  「へ？」


  　こんなこと、言われたの初めてだ。


  　ていうか……これ、逆ナンってやつじゃないか!?


  「ぜひ、お話を……」


  「は、はい、ぜひ！　……はっ」


  　そこで僕は気が付く。


  　いつもなら、この辺でサナが「デレデレするなーっ！」とか言いながら腹痛を起こす頃ころ合あいだ。だが。今の僕たちには、あの温泉で交わした相互不干渉の約束があった。一応。一応だが、僕はサナに聞いてみることにした。


  「サナ、話聞いていいのか？」


  「……い。いいいいいいいいいいいいい……」


  　サナはお腹なかでも壊したかのように酷ひどくうめき苦しんでいた。


  　しかし、女子生徒は、にっこり笑ってそんなサナに構わず話を続けてきたのだった。


  「あなたは、サナダムシ様のことを偉大だと思いますか？」


  「……へ？」


  　信じるもなにも。僕のお腹の中にいるやつだが。


  「ま、間に合ってますが……」


  　そう答えた瞬しゆん間かん、女子生徒は急に僕を見下すような目付きになった。


  「……はぁ？　そうですか。サナダムシみたいに細く長く生きられないですよきっと。かわいそうに。こんなに素晴らしい宗教があるのに……」


  「ほ、細く長く？　宗教？」


  　そして、女子生徒はくるり、と振り返って立ち去っていった。


  「唐から人と、今の子なんだったんだ……」


  「さ、さあ……」


  　あの態度の変わりよう。どうなってるんだ。なんてことをぼんやり考えていると、去り際ぎわ、女子生徒の首筋に、異様なものを発見した。


  「……なんだあのタトゥー」


  　それは、タトゥーのように見えた。


  　まさか本当に彫っている訳ではないだろうが、変な渦巻き模様が、首筋にペイントされていたのだ。


  「え、なんだったんだ、今の……」


  　そんな風に疑問に思う間もなく、波状攻撃がやってきた。


  「すいません！　あなたは寄生虫を信じますか！」


  「へ？」


  　再び別の女子生徒が現れて、僕たちに向かって同じような事を言う。首筋には、やはりタトゥー。


  「いや、だから信じるもなにも……」


  「シルクスクリーンが安いんですよ。買いませんか？」


  　そんな台詞せりふと共に、僕はいきなりキツネの絵を見せられた。何の変哲もないキツネの絵のように見えるが。


  「あの、こんな何の変哲もない絵、買ったところで──」


  「実はこれ、このキツネの中にエキノコックス様が居いる、ありがたーい絵画なんです！」


  「エキノコックス様ぁ!?」


  　あまりにも最近聞き慣れた名前が出てきたことに僕は驚く。そんな驚きをよそに、女子生徒は絵画について引き続き説明をした。


  「このシルクスクリーン、将来資産になって価値が出るかもしれませんよ。安全な投資として、ぜひひとつ。寄生虫に優しくなれますよ」


  　その発言にサナが食いつく。


  「ほ、ほんとうか！　唐から人と、す、すぐ契約を……！」


  「サナは変なところで引っかかろうとするなー！」


  　丁重にお断りした。


  



  　それにしても、である。宗教……といってもごっこだろう。変な遊びが流は行やっているものだ。金かね儲もうけ第一主義の校風ではあるが──露骨すぎる。そして、妄信的すぎる。


  　その日の放課後、僕とサナは、教室にいた櫂かい実じつに相談してみた。


  「……どう思う。最近流行ってる寄生虫を信仰する宗教。まさか会長とかが、かかわってないよな……」


  　すると、櫂実は一枚の写真を取り出して、僕とサナに見せた。


  「……たぶん、増ます川かわ君の予想通りだと思う……」


  「……なんだこの写真。これ……会長の写真か？」


  「んー？　唐人、これおかしいぞ？」


  　単なる会長の写真なら、校内にファンも多い人だし、簡単に手に入るだろう。だが、その写真にはおかしなところがあった。会長が、巫み女こ服を着ていないのだ。何やら外側には薄うす様ようのベールをまとい、身体からだにビキニのような衣装を着つけ、なかでも一ひと際きわ目立つのは、腹部に描かかれた大きな渦巻き模様だ。


  「なんだ……この怪しげな儀式でも始めるみたいな、櫛くし名な田だ会長の格好は……教祖か何かかよ……。ってことはやっぱ……この新興宗教みたいな一連の流れって、会長とえきのが始めたことなのかな……。そうだよな、学校で変なことが始まってたら、本来風紀委員である会長が黙だまっているはずもないもんな……」


  　櫂かい実じつが、写真を懐ふところにしまいながら言う。


  「……これは拙せつ虫ちゆうの予想だけど……増ます川かわ君は……あの北海道旅行で、櫛名田会長さんの身体がなんだか熱っぽかったの覚えてる……？」


  「え？　あ、ああ、そういえば」


  「巫女を始めとするシャーマンは、その成せい巫ふ過程で『巫ふ病びよう』と呼ばれる発熱などを伴う変ト性ラ意ン識ス状態を経験することがある……そして、その経験を経て、神と交信できたと信じるのだけれど……恐おそらく、今回はそれが強制的に引き起こされているのだと思う……」


  「つまり、どういうことだよ」


  「エキノコックスのパラシスタンスであるえきのさんが……会長さんの身体になんらかの影響を与えてるのではないかと……」


  　……やっぱり。不安に思っていた通り、えきのの影響が周りに出てきてしまったか。


  「待てよ。ってことは、会長はエキノコックスに寄生されちゃってるってことか？」


  「それはまだ……拙虫の考えだと……パラシスタンスの持っている固有の特殊能力……その中に宗教的ミームの拡散があったのかもしれない……特にシャーマン系の人に強い影響を与える……」


  　さらに理解の難しい単語が出てきた。


  「宗教的ミーム？」


  「宗教の概念を広めるウイルスのようなもの……。そもそも……宗教と寄生虫はよく似ているという説があるの……。ダニエル・Ｃ・デネット氏の『解明される宗教』によれば……宗教というのは、いわば、『心』という部位に寄生する寄生虫のようなものだという風に定義している……つまり……あれだけ『寄生虫の神様』に拘こだわっていたえきのさんが……特殊能力で周りにそれを信じさせるよう影響を与えていると仮説を立てるのが妥当……」


  「なるほど。どうすればいいんだろう？」


  「宗教的ミームの感染源を遠くに離せば……つまり、えきのさんを北海道に帰せばみんな正気に戻ると思う……」


  　それならばっちりだ。何か問題が起きたら北海道に帰ってもらうよう、えきのとは約束してある。しかし、櫂かい実じつは不安そうな顔でこんなことを言った。


  「ただ……一番の懸案事項は……急がないと、なにかのはずみで櫛くし名な田だ会長さんを始めとする生徒さんたちが本当にエキノコックスに感染してしまったら、最悪死に至るということ……本当のエキノコックスは十年の潜伏期間を置くけど……パラシスタンスだったら、どうなるか予測がつかない……」


  「そうなる前に、えきのを会長から引き離して、北海道に帰せ……ってことか」


  「そう……それに、もしえきのさんがそんな風に宗教的ミームを拡散した理由も、自分に寄生される人を増やすための利己的なものだったとしたら……ひょっとしたら最悪、教団はエキノコックス集団感染を引き起こそうと画策を始めるかもしれない……」


  「早そう急きゆうになんとかするしかないな……」


  「どうするの……」


  「とりあえず、後で僕とサナの二人ででも、会長に直じき訴そに行ってみるよ。それから、可哀かわい想そうかもしれないけど、えきのに強制的に北海道に帰ってもらって、問題を解決する。いいよな、サナ」


  「オーケーだぞ！」


  　なんとか話がまとまったようだった。


  　その時。


  「よお！　唐から人と！」


  「うわ！」


  　聞き慣れた声と共にいきなり肩を叩たたかれたのでびっくりして振り返ると、丈じよう児じがいた。


  「ど、どうしたんだよ丈児」


  　丈児は、はにかみながらうれしさを堪こらえきれないといった様子だった。


  「実はさ、さっき俺、すげえことが起きたんだ。俺の身に！」


  「なんだよ、すごいことって」


  　丈児は、ほんの少しじらすように溜ためてから、満面の笑えみで言った。


  「俺、彼女ができたんだ！」


  　自分を親指で指差しながら、どーんと宣言する丈児。


  　僕は、その言葉が何を意味するのか、一瞬だけ考えてから、大きな声を上げた。


  「……はあああああああああああああ!?」


  「おお、びっくりしてくれたな！　唐人！」


  　相当びっくらこいた。


  「おお、そりゃ、め、めでたいことじゃないか！　ついに！　お前に！　春が来たのか！」


  「へへ……どんな子か、気になるか？」


  「そりゃ、もちろん」


  「実はさ、せっかくだから連れてきたんだ。紹介するよ、相そう馬ま住すみ乃のさんだ」


  　すると丈じよう児じの隣に黒髪ロングの女子生徒がおずおずと並び、教室の床に三つ指を突きながら、頭を下げた。ほんわかとした、羽毛のような印象を抱かせる、軽やかな少女だ。


  「初めまして、相馬でございます。いつもは、主人が世話になっておりまして」


  「主人！　え、主人!?　もう結婚したのかよ！」


  「いや、してないけど、主人って呼んでくれるんだ。ねー、すみちゃん」


  「はい、ご主人様」


  　相馬さんは首を傾けながら、薫くん風ぷうのように汚けがれのない笑えみを浮かべた。っていうか、教室の中で三つ指まで突くかよ。そんなところから鑑かんがみるに、相馬さんは、今どき珍しい、大和やまと撫なで子しこタイプの女の子のようだった。僕は相馬さんに尋たずねてみた。


  「えっと、あんまり見ない顔だけど、最近転校してきたんですか？」


  「はい、つい先日。そこで主人に良くしてもらって……私のベタ惚れでした」


  「ううん、俺の方こそすみちゃんにベタ惚れだったよお！」


  　なるほど、確かに相馬さんの制服は僕らと違っていた。しかしなるほど、こいつは……。


  「これが、外から見たバカップルってやつか……」


  　僕が言えることではないかもしれないが。


  [image: ]


  「丈児」


  「なんだ？」


  「おめでとう」


  　僕は心から祝辞を述べた。


  「……おう！　ありがとうな！　やっと近づいてきたぜ！　最高の青春がさ！」


  「……あなた、そろそろ行きましょう」


  　相そう馬まさんが丈じよう児じを促うながす。当人に向けては『あなた』かよ……。


  「お、おう。じゃあな！　唐から人と！　今度ダブルデートでもしようぜ！」


  　それから、僕は去って行く二人の姿を微笑ほほえましげに見つめていた。ダブルデートっていうか……あいつらもう夫婦じゃねえか。


  「……まあ、丈児にも色々迷惑かけたしな……幸せになれるといいよな」


  　僕は心から、そう思った。


  「唐人ー……」


  「どうしたサナ、指をくわえて」


  「丈児に彼女ができたって……」


  「そうだな、良かったな。羨うらやましいもんだな」


  「うぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬぬ……わ、私は我慢……し、したというのにっ！」


  　再びなにか苦しんでいるようだった。


  「……ま、まあいいや。それはいいとして……会長がかかわってるっぽいなら……直接話を聞きに行くか。行くぞ、サナ」


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  「会長！　会長！　いますか！」


  　僕とサナは生徒会室の扉をノックする。


  「かいちょー！　うう……唐人、この扉壊してもいいか？」


  「駄目だ！　ちょっと待て、誰だれか来たみたいだぞ」


  　すると、がらりという音がして扉が開く。中にいたのは、三さえ枝ぐささんだった。


  「……あれ。増ます川かわさんじゃないですか～」


  「……三枝さん！　どうしたんですかその格好!?」


  　三枝さんは異様な格好をしていた。上下とも、ビキニに近い。だが、それは白い毛糸でできている。それも編み上げたものでなく、巻き付けただけという感じの奇妙な衣服だ。そして、何より目を引くのは、腹部に描かかれた、大きな渦巻き模様。へそを中心にして、腹部にまるまる描かれている。それはちょうど、校門の前で声を掛けてきた女子生徒の首筋にあった渦巻きと酷似していた。


  「これはですね～、空飛ぶサナダムシモンスター教の公式祭典用の衣装ですね」


  「さ、サナダ……何？」


  「ささ、今から式典始まりますよ～。増ます川かわさんたちも是非～」


  「うわ、ちょっと、わたた！」


  　三さえ枝ぐささんに背中を押されて入ると、生徒会室の中は、異様な雰囲気で包まれていた。合宿前にあった鳥居や竹たけ藪やぶ、それに社やしろが綺き麗れいに撤去されている。代わりにあるのは、並べられた大きなざると、いっぱいに盛りつけられたそうめん。……そうめん!?　なんで!?


  　その周囲には、集まった男女の生徒が、一様に白ビキニとお腹なかの渦巻きで、三枝さんと同じ格好をしている。その生徒たちの目はどことなく理性が欠けているようだった。教室の後ろの壁には、イラストが掲示してある。サナダムシを想起させる紐ひも状じようの物体に目玉がついたモンスターが油絵タッチで描かかれていた。


  　僕の姿を見つけた一般生徒が嬉き々きとした表情でハモるように歓迎してくる。


  「新入りの方ですね！　ようこそ、空飛ぶサナダムシ・モンスター教（Flying Sanadamushi MonsterISM）へ！」


  「へ？」


  　そして、奥から知った声が聞こえてくる。会長だ。


  「よーし、集まったか皆の衆！　苦しゅうない！　今日の式典をこれより始める！」


  　見ると、部屋の真ん中で、会長が親衛隊を始めとする信者連中にいつものごとく担かつぎ上げられていたのだが──その姿がおかしい。他ほかの信者と同じ衣装ではあるが、渦巻き模様がもの凄すごく細かい。さきほどの写真とまったく同じ格好だった。


  「唐から人と……やっぱり、会長の格好おかしいぞ」


  「……見りゃ解わかる。で、えきのは……」


  　よく見ると、会長の隣にはえきのも居いた。


  「くるしゅうないべさ～……」


  　キツネを抱きながら、もふもふの毛皮に埋もれて幸福そうに寝転んでいるから、解りづらかったのだ。えきのは、ゴロゴロと転がりながら、しゃくしゃくとリンゴに齧かじり付いている。


  　そして、会長が眼下の信者たちに向かってこう宣言した。


  「よいか、皆の衆。今日は、世界の成り立ちについて告げーる！」


  　みんなは静まりかえり、会長の神託をありがたく聞き始めた。


  「かつて、世界は一体の空飛ぶサナダムシモンスターによって創造された。しかし、この神は世界に自分しかいなかったので、寄生する人がいなかったのだ。そこで思った！　そうだ、自分で自分に寄生しよう。そして、空飛ぶサナダムシモンスターは自分の尻尾しつぽを口に入れようとくるくる回るも、いたちごっこで追いつけずに、ぐるぐる、ぐるぐる……そして」


  　会長は、とん、とバターを置いた。


  「そこで出来たのが、このバターだ！」


  「なんかの童話かよ！　って──え？」


  「おおー！　感動したべさー！　はい、みんな拍手ー！」


  　ぱちぱちとえきのが拍手するのに合わせて盛せい大だいな拍手が起こる。僕以外には誰もツッコもうとすら思わないようだった。


  　最後に会長が、腹の渦巻きをなぞりながらこう締める。


  「それでは皆の衆、腹はらにまします我われらがサナダムシモンスター様に感謝を捧げるが良い。腸メン腸メンイエーイ！」


  　その謎なぞの挨あい拶さつに呼応するように、信者たちは腹の渦巻きをなぞり、挨拶を返した。


  「「腸メン腸メンイエーイ！」」


  「「腸メン腸メンイエイエーイ！」」


  　僕はなんだか、気分が悪くなってきた。祭りを求める大衆の声が広がっていく。


  「唐から人と！」


  　その時、サナが何かぺらぺらした紙を持っててこてこと走ってきた。


  「あ、サナ……今不安のあまり頭がおかしくなりそうだった……。これは？」


  「この宗教のパンフレットを見つけたから……持ってきたぞ」


  　そして僕はパンフレットに手を伸ばして、中身を見ることにした。


  　どうやら、この新興宗教『空飛ぶサナダムシモンスター教』（略称：サナダムシ教）の連中は教義を人口に膾かい炙しやさせるために、都合の良い噂うわさに尾ひれを付けてばらまいているようだった。こんな話が、そこらから聞こえてくる。


  「キセイ神さまを信仰すると、ヒモになれるらしいぜ！」


  「専業主婦になりたいなら、やっぱサナダムシ教よねー」


  「ニートでも社会の目が気にならなくなるおまじないがあるって！」


  　溢あふれんばかりの需要だった。みんな誰だれかに寄生したかったのだ。


  　一方、会長を教祖として執り行われる式典は完全にカルトの様相を呈してきた。


  「続きまして、キセイババさまの、エナジー注入タイムに入ります！」


  　そんな司会の声と共に、ちりちりパーマを掛けた、怪しげなオーラを纏まとった女性が現れる。女性は指を折り曲げ、自分の額ひたいに描かかれてあった渦巻きをなぞった。


  「一体化しましょおおおおう！　一体化するのでぇぇぇぇす！　我がサナダムシに、サナダムシが我に、我らがサナダムシにぃぃぃ！　さすれば、大いなる祝福と共に、サナダムシのように末長く生きられることでしょうぉぉぉ！」


  　そう言い切ると、キセイババは、自分のパーマを床に何度も叩たたき付けた！　なんとカツラだったのだ。その下には坊主頭と、やはり渦巻き模様がペイントされていた。


  「こんなもの！　こんなもの！　こんなもの！」


  　それを数分続けたかと思うと、キセイババはぐったりとなって、汗びっしょりのまま担架で運ばれていった。


  「なあサナ……もしかして今の人、アイドル研究部にいた月つき葉ばエレナさんじゃなかった……？　最初きゃるーんとか言ってたけど、最後湯ゆ葉ばーフェイスになっちゃった人……」


  　僕は、サナに問いかけてみる。


  「そ、そうだったかな……よく覚えてないぞ……」


  　もし本当にそうだったらなんとなく悲しい気がしたので、僕はあえて確認しないことにした。


  　そこに、司会者が拍手をした後、式典プログラムの進行を告げる。


  「さあ、次はそうめん流しソングの時間です！　みなさん、ジャンプできる方はジャンプしながら歌いましょう。体力を、絞りきりましょう。腸メン！」


  「「腸メン！」」


  「我われらの寄生する明日のために！　さ、そうめん流し始めますよー！」


  　生徒会室いっぱいに設置された竹筒を、ゆっくりとそうめんが流れていく。


  　それを、教団の信者たちが、いちいちありがたがりながら拝んでいた。


  　やがて、バックには、ピアノの伴奏と共に詩の朗読、そして歌唱が始まる。


  



  　　私たちの明るい寄生　大人も子供もニコニコ寄生（そうめんおいしい）


  　　レッツ・スマイル・パラサイト！　アラスカ仕じ込こみのパラサイト！


  　　ゆるぎないよね　インサイドしちゃいたいよね　高まる気分もエクステンド


  　　寄生したくて　寄生したくて　震ふるえる　あなたと出会ったその日から……


  



  　……なんだこれ。意味が解わからない。周りを見渡すと、号泣している人までいる。「腸メ───ン！」とジャンプしながら叫ぶ人たちの盛り上がりは最高潮だ。


  「祭りだ！　わっしょい！　祭りだ！　寄生様祭りだ！」


  「修行しましょう！　寄生できるように！」


  「方はこ舟ぶねを造りましょう！　審判の日に、私たちだけ生きられるように！」


  　──僕はといえば。はっきり言って、だいぶ先刻さつきからついていけなくなっていた。


  「……なんだこれ」


  　何物でもない。虚無だ。カルトだ。異常だ。


  「サナ、流石さすがにお前でも、この宗教いいとは思わないよな」


  「う、うーん……サナダムシに良くしてくれるのはいいけど……」


  「やっぱちょっとは思ってんのかよ！　まあいいや。やめさせるぞ、これ」


  「……か、会長───っ！」


  　僕は、奥のソファーに座っていた会長に向かい、大声で呼びかける。すると、会長がやっとこちらを見る。気付いてもらえたらしかった。


  「増ます川かわか。なんだ？　今大事な式典中なのだが」


  「式典っていうか」


  　僕は、周りを見渡す。


  「だめでしょ、これ」


  「だめとは？」


  「すべてが」


  　はっきりとダメ出しをした。


  「……というより、僕は心配なんですよ。会長が。恐おそらく、エキノコックスに感染する寸前だと思います。そうなったら、会長の命が危ないんです！」


  　少し強めの語調で、警告をする。


  「ああ……」


  　だが、会長はやはりどこかぼんやりとして、目の焦点が定まっていない。


  「か、唐から人と！　こうなったら、会長の頭を叩たたいて正気に戻ってもらおう！」


  　そして、サナはいつものように体節からクチクラブレードを取り出した。


  「い、いや、もうちょっと穏やかに行けないか？」


  　その時、ソファの下でリンゴをしゃくしゃく食べながら寝転んでいたえきのがこちらに気付いたようだった。


  「お、こんぬづは！　唐人ちんにサナちん！　こんこーん！」


  　えきのが手を挙げて挨あい拶さつをしてくる。そして、えきのは視線を下げたまま、じろじろとサナの手の辺りを凝視し始めた。


  「ど、どうした？　えきの……」


  「サナちん！　わだす、この棒欲しいべさ」


  「え？　わ、私のクチクラブレードだ！　だ、だめだぞ！」


  「ほーう。まあいいべさ。えきのたちならどうにでもなるべ」


  　するとえきのはいきなり、サナのブレードを指差して、周りの信者に聞こえるように大きな声で宣言した。


  「したっけみんなー！　我が教団の敵がいるべさ！　この棒を奪うべさ！」


  「うおおおおおおお！」


  　その瞬しゆん間かん、群衆が雪崩なだれのようにサナに群がった。


  「わ、わああああ！」


  　サナはもみくちゃになる。そして、その三分後。


  「い、いてて……お、おい、サナ、大丈夫か……」


  「うう……クチクラブレード取られちゃったよ……」


  　サナは地面に這はいつくばっている。


  「わははー！　いい気味だべさ！」


  　えきのは、ブレードを振り回して明らかに調子に乗っていた。だから、僕はえきのに向かって言った。


  「えきのぉぉ！」


  「どうしたべさ？」


  「様子を見ようなんて思ってた僕が馬ば鹿かだった。何もかもめちゃくちゃだ」


  「んー？　でもわだすはみんなで盛り上がって寄生虫の神様に会いたいだけだべ」


  「……お前、自分のしてることがどんなことだか解わかってるのか？　このままだと……取り返しのつかないことになるんだぞ」


  「ふーん……」


  「だから……約束通り、えきのはもう北海道に帰ってくれないか？　会長は僕が保護して──」


  「うん、そんな話もあったべさねえ」


  「ああ、だから……」


  　だが次の瞬しゆん間かん。


  「でもやだべさ─────────っ！」


  「うわっ！」


  　えきのの手から、猛もう吹雪ふぶきが発生する。あの時、リビーに食らわせたのと同じ猛吹雪だ。僕は、一瞬目も開けられないような状態になる。


  「ぐっ……えきの、お前……」


  　それから数分後。やっと猛吹雪は収まったようだった。僕が顔中に付着していた雪を振り払って目を開けると。会長とえきのは、忽こつ然ぜんと姿を消していた。


  「あれ……？　あ、あれ？　えきのー？　会長─？」


  　そして。信じがたいことに、辺りは一面雪に包まれていた。


  「あの時の、山の中と同じだ……って、は、はっくしょん！」


  　さらにふざけたことに、校内にまで雪がちらほら降り始めていた。屋内なのに。どこからともなく舞い上がった雪が、はらはらと積もっていくのだ。おそらく、これもあの北海道の山を、季節を無視して雪山に変えてしまった、えきのの能力なのだろう。


  「くそ……まずったな……冬になってる……会長たちはどさくさにまぎれて逃げたか……」


  　教団の信者はざわざわとしている。


  「教祖様が消えた……」


  「そして……世界がサナダムシ色に染まった……」


  「奇跡……奇跡だ！」


  　信仰心は消えるどころか、益ます々ます強くなっているようだった。くそ……えきのを北海道に帰せれば、本当にこの人たち目が覚めるんだろうな。


  「……ん？」


  　気が付くと、僕とサナは、教団の信者全員に取り囲まれていた。


  「教団の敵だ……」


  「なんで、まだいるんだ……」


  　そんなことを、みんながぶつぶつと言っている。


  「や、やべっ、とりあえず逃げろ！　サナ！」


  「わあ！」


  　僕は、サナの手を引いて生徒会室を飛び出した。とにかく逃げるために、校内を全力疾走する。校舎の中は、生徒会室だけでなく、ほぼ全すべての場所が、雪世界に変へん貌ぼうしていた。


  「くそっ……えきのの能力すげえな……どうなってんだこれ」


  「唐から人と、これからどうするんだ？」


  「リビーや秀しゆう也やの組織の動きも気になるけど……こっちも放ほうっておけないだろ。とりあえずえきのと会長。あいつらを見つけ出して捕まえるさ。何日かかっても」


  　それに、もし本当に会長の行動がえきのに影響されたものだとすれば、最悪の場合これから起きるものは、致死率の高い寄生虫、エキノコックスの大感染なのだ。なんとしてでも、それだけは阻止しなければならない。


  「レストアが、災さい厄やくが訪れるって言ってたの……本当になっちまう前になんとかしないとな」


  　この雪に包まれた校内で、なるべく早く会長たちの姿を捜し出すことを僕たちは決意した。


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  　その日の晩。


  「……また、ここか」


  　僕はまた夢の中で、レストアの映画館に来ていた。夢の中でレストアがいるこの映画館に来る頻度は日増しに高まっているようだった。


  　何度も行き来を繰り返すうちに、いくつかこの場所に関して解わかってきたことがある。


  　どうやら、レストアが意図して映画を上映していない時、予告編のように映画館に流れている映像がある。それらは、いつも僕の周りの人間を例外なく映写していた。綺き羅ら先生、桜さくら、僕など。まるで、僕に近しい誰だれかが見ている主観映像のように。


  　ただし、レストアが意図して上映する時の映像は、時代、国を問わず、ほぼ人類の歴史そのもののデータベースを基にしているのだ。


  　いったい……ここはどういう場所なんだろう。


  　その日、開口一番レストアは呆あきれたように呟つぶやいた。


  　　　　　『……そういえば……キミの学校で阿あ呆ほくさい宗教ごっこが始まったようだが……何をやってるんだろうね、キミたちは』


  「言うなよ……僕なりに反省してるんだから」


  　　　　　　　　　　『ま、滑こつ稽けいなことに、君たちの教団もあの組織も、やってることが全く変わらないんだけどね』


  　組織と言われて心当たりがあるのは、秀しゆう也ややリビーのいるパラミナティだが。


  「レストア、お前パラミナティについても知ってるのか？」


  　すると、レストアは不服そうな顔をした。


  　　　　　　『……あれは概おおむねにして、ボクを信仰している集団だよ』


  「え……？」


  　　　　　　　　　『まあ、求められれば、知性を与えるのはやぶさかではないが』


  　　　　　　『ボクに出来るのは編集だけだ。結果に関して、どういう印象が持たれるかは知ったことではないけどね』


  　　　　　『……最初にパラシスタンスを作った時も、そうだった』


  「作った……？」


  　もともと意味の解わからないことばかり言うやつだったが、今までで一番引っかかる発言だった。まるで、全すべての根源がここに集約されるかのような──。


  　そこで、僕の知識と、えきのが言っていた「神様が、意識を切って繋つなげた」という二つの事象が、一瞬にして重なった。


  「あっ……！　スプライサー！」


  　レストアが、フィルムを切り貼ばりしていることを。


  「レストア、もしかしてえきのが捜してる神様って──！」


  　　　　『そうさ。まあ、ボクのことだろうね』


  　　　　　　　　『ただ──何より勘違いされると困るんだが』


  　　　『……悪意のために、作ったんだよね』


  「え……？」


  　その冷たい表情に、僕はぞっとする。最近、僕は考えることがあった。


  　もしかしたら、この映画館やレストアという存在は、僕の夢ではなく、本当に実在しているのではないか。となると、自分を作ってくれた神様にお礼が言いたいと言っていたえきのにとっては皮肉なことに──。


  「って、てことは、この映画館って一体なんなんだよ」


  　　　　　『誰だれかに聞いてみようか？』


  「誰に」


  　　　　　　　　『今日はね、気まぐれでゲストを用意したんだ』


  　いつの間にか、僕の後ろの座席に中年の男が座っていた。


  「ここは……何ど処こだ？」


  「うわっ！」


  　僕は、驚きよう愕がくし飛び退のいてしまう。


  　彼の眼球は、大きく抉えぐられている。木に虚うろが出来るように。


  「ここは──どこだ──」


  「だ、誰だれだこの人……」


  　応こたえたのはレストアだった。


  「──劉りゆう甫ほ獏ばく」


  「え!?」


  　その名前に僕は聞き覚えがある。姫ひめちゃんや志し保ほが、「ヤバイ」と言っていた、パラミナティの会長の名前だ。


  「お前が……劉甫獏!?」


  「…………そうか。ここは……カルテジアン・シアターか」


  　　　『ご明察』


  　レストアは、ぴんぽん、とでも鳴らしたいかのように軽やかに答え合わせをした。


  「……カルテジアン・シアター？」


  　　　　　『本来ならここに来られないはずだけどね。多少の加工をした上で、共有意識を少々ねじ曲げてみた』


  　レストアは、さらりとそんなことを言った。


  「……意味が解わからないぞ、レストア……」


  　　　　　『だから、その目の前の人物に聞いてみるといい。少なくとも、キミよりは知識があるのだからね』


  　レストアは、劉甫獏を指差した。僕は、ほんの少しの恐怖を……いや、大いなる恐怖を胸に秘めながら、甫獏に尋たずねてみることにした。


  「あなた……ここがなんだか知っているんですか」


  「ああ。カルテジアン・シアター……魂の座だ」


  「へ？」


  「少年よ。人は、何処から来て何処へ行くのか。考えたことがあるかね？」


  「いえ……」


  「魂はかつてここに在あった。そして──種しゆとしての行く末を決める総意も」


  「よく意味が──解らない」


  「私は──欠落しているんだ。感情が」


  「感情が？」


  「だから──知る必要があった。感情の先に、生物は行けるのか？　その結果、全すべてが破壊されたとしても──それを知りたいと思うことは、悪だったのか？」


  　甫ほ獏ばくは、過去形で語った。レストアが、愉快そうに茶々を入れる。


  　　　　　　　　『……面白いね。歴史的に見ても、悪漢と呼ばれる人物とキミは大して変わらないよ。彼らに共通することは一つだ。迷いがない。キミにもね』


  　そのレストアの声に、甫獏は反応する。


  「主よ……どこに居おられるのです？　貴方あなたのお力になりたいのですが」


  　　　『すぐ近くさ』


  「──主よ、一つだけ教えてください。……パラシスタンスは、断罪のために、作られたのですね？」


  『ああ』


  　甫獏は、虚うろのようになった眼がん窩かから涙を流しながら跪ひざまずいた。


  「我深深地感謝、宿主」（深く感謝します、宿しゆく主しゆ）


  「レ、レストア、い、意味が……がっ……！」


  　その時、僕の胸を再び衝撃が襲った。──まただ。心臓の痛みだ。しかも──前回より強い。


  「くそっ……何がどうなってんだよ」


  　　　　『はは……ははははは！　ははははははは！』


  　レストアの笑い声が聞こえる。脂あぶら汗あせが滲にじむ。まだ、何がなんだか解わからない。


  　それでも、朧おぼろ気げに感じることがある。あいつは、良くないモノだ。


  　なんとか、レストアの野望を食い止めないと──。


  



  「ぷはあっ！」


  　僕は目覚めた。河原かわらに張ったテントの中だった。


  「唐から人と……大丈夫か？」


  　サナが、僕の顔を少し下から覗のぞき込んでいる。


  「サナ……」


  　僕は、その頭を抱き寄せる。


  「わっ……唐人！　ど、どうしたんだ！　ダメだって！　彼女じゃないのにっ……！」


  「……頼む」


  「……唐人？」


  「怖こわい夢を──見たんだ」


  　僕は、サナを側そばに寄り添わせる。


  　それでも震ふるえは止まらず、まだズキズキと心臓の辺りに痛みが残っているような気がした。


  [image: ]


  Flying Sanadamushi MonsterISM


  空飛ぶサナダムシモンスター教（通称：サナダムシ教）


  


  入信マニュアル

  『混迷の時代に今、寄生虫が光の救世主となる！』

  


  空飛ぶサナダムシモンスター教に入信してから受けた啓示や、ありがたい御利益について、我が教団の芸能部第一主任、キセイババさんにインタビューを実施しました。

  


  Ｑ．キセイババさんにお伺いしたいのですが、昔アイドル研にいましたよね？


  Ａ．人違いです。


  Ｑ．魔法頓死少女・りりかる☆エレナさんという方に心当たりは？


  Ａ．死んだわ。


  Ｑ．キセイババさんがこの宗教に出会った経緯などお聞かせください。


  Ａ．あれは先月のこと……学園祭でのとある出来事の後、私は全てのプライドを失い、自分も見失い、世界を彷徨っていたの。もうどうにでもなれって自暴自棄になって……。そこら中にある馬小屋に行って、馬と寝たわ。


  Ｑ．馬……!?


  Ａ．もちろん添い寝的な意味でよ。乗馬部の人たちは勝手に馬が使われて驚いてたみたいだけど。そんな混迷の時期に出会ったのが、このサナダムシ教の教えだったのよ。誰かに寄り添って生きてもいいんだって知って、もう、頭がファーッてなって。私、とある事情から寄生虫が大嫌いだったんだけど……キセイババ、やってみようって思ったの。それからは、自分の居場所が見つかった気がしたわ。添い寝対象も紅鮭の切り身に変わったの。


  Ｑ．サナダムシ教はサナダムシだけを信仰しているんですか？


  Ａ．というより、だいたい寄生虫全般かしら。そりゃ、代表格だからサナダムシが主神ってことになってるけど、全ての寄生虫は尊いものなの。この教団ではエキノコックスも、特別なものとして信仰対象にされてるのよ。最近だと、マンソン裂頭条虫をイメージ寄生虫に据えた「寄りリン・マンソン」というロックバンドもいるみたいね。


  Ｑ．入信した後、活動の内容にはどんなものがあるんですか？


  Ａ．月に三回行われる公式祭典に参加することができるわ。踊ったり、歌ったり、寄生虫に祈ったり、それはもう盛大なの。それでいて会費は月々たったの３１５０円。さらにモバイル会員（月額５１５円）になると今月はアフリカトリパノソーマの待ち受け画像が貰えたりお得なのよ。ステマじゃないわ。ただの純真な功徳よ。


  Ｑ．祭典の時にはカツラをされていますが、どうして丸刈りにされたのですか？


  Ａ．だって、ひも系の寄生虫の先っぼってこんな感じじゃない。あと、信者は『聖痕』として身体の一部に渦巻きを描くでしょ？　どうせなら目立つところに描きたいなって思った時にはもう前髪にバリカンがかかってたわ。


  Ｑ．祭典の他になにか、信者が参加できる面白いイベントはありますか？


  Ａ．「マグロかぶり」とかどうかしら。うちの教団では、寄生虫と一体化するために、魚を母胎と考えるの。だから、胎内回帰の願望を込めて、くりぬいたマグロの頭を被る事があるのよ。終わった後はしばらく頭全体が魚臭くなっちゃうけど、気分はディディモゾイドよ。


  Ｑ．この宗教に入って、エキサイティングになったことなどあれば。


  Ａ．ヒエーッ！　そんなものより！　奇跡が起こしたいの！　奇跡！　さあ！　おいでなさい！　マンボウ！　私今からマンボウになるわ！　寄生虫いっぱいのマンボウウウウウウ！


  Ｑ．りりかるエレナの……。


  Ａ．マジカル☆頓死びーいむっ！　きゃるーん！


  Ｑ．月葉エレナさん……？


  Ａ．死んだわ。


  Ｑ．私インタビューしてますが、本当はキセイババさんが誰でもいいんです。でもあなた今……輝いてますよ。サナダムシ教のおかげですね、きっと。


  Ａ．あ、ありがとう……。


  Ｑ．本日はありがとうございました。


  Ａ．あなたにもサナダムシ様のご加護がありますようにいいいい！　腸メエエエン！

  


  
    さあ、あなたも是非、入信して


    素敵なサナダムシ信仰ライフを！


    腸メン！

  


  第三章　ホワイトライト・ホワイトアウト


  



  　会長とえきのが雪の中に姿を消してから三日が経たった。


  　それから、学校はどうなったか。


  　まず、あの宗教儀式があった生徒会室は次の日以降もぬけのからになっていた。校内に残った雪と氷が減ることはなく、むしろ、日増しに雪の量が増えているような感じすらある。


  　ポキル帝国事件の時と違って、家に帰ることはできるものの、学校の周囲百メートル四方だけがすっかり極寒の地となり、雪に包まれた。それでも、うちの高校の生徒たちの順応力はかなりのもので、異常気象として簡単に受け入れてしまっていたのだった。


  



  　今日、僕とサナは、二人で通学路を歩いていた。


  　暦こよみ上での日付は、十月に入っていた。


  　河原かわらのあたりはまだ幾分か陽気を感じられるのだが、河原から学校に近づくにつれ、徐々に息が白くなりはじめる。


  「それにしても、えきのの能力ってさ、手から雪とか氷を出すだけで、なんで周りまで寒くなるのかよくわかんないよな……」


  「うーん……パラシスタンスの特殊能力ってそれぞれで私にもよく解わからないからなー……」


  　学校まであと数十メートル。通学路の途中で、解りやすく冬が始まっているところがあった。そこから急に数センチの雪が積もっている。


  「……ここから先、踏み出すと一気に冬になるわけか」


  　そして白い部分に一歩踏み込んだ途端──冷気が僕の身を襲った。


  　僕は思わず、身を捩よじらせて両肩を掴つかんでしまう。


  「……うわ、本当に寒っ！」


  「唐から人とっ、防寒！　防寒！」


  　寒いのが苦手なサナは、鞄かばんの中からごそごそと何かを取り出してくる。


  「これは……？」


  「……この腸みたいなマフラーを巻こう！　生地は柔毛みたいだぞ！」


  「なんか、最近無理して腸内の用語で例えてないかお前!?」


  　ということで言われるがままに、僕はサナと二人でマフラーを巻いた。


  「うーん、もこもこだなー」


  　一つのマフラーを共有すると、必然的に距離が縮まる。


  　すぐそばに、サナの顔がある。


  「……唐から人と？」


  「な、なんだよ」


  　あまり、サナの顔を見ていたことを悟られぬよう、僕は目を逸そらしながら答えた。


  「……もう彼女にしてって言わないけど……手はつないでもいいか？」


  　そうやって邪気なく、少しだけ恥じらいを込めてサナは言う。


  「……なんでだよ、ますます意味解わからないぞ。特に食べ物食べてるわけでもないのに」


  「……うーん……わかんない。わかんないけど……いつもお腹なかの中にいるけど……最近は、外側でもくっついてたいっていうか……ていうか、あの怖こわい夢を見たっていう日、唐人の方からくっついてきたじゃないか！」


  「う……それは……そうだけど……」


  　完かん膚ぷなきまでに論破され、僕は観念する。


  「……ほら」


  　手を差し出す。


  「うん！」


  　その手を嬉うれしそうにサナは取った。それから僕たちは手を繋つないで歩く。


  　分け合うぬくもりは僕たちには三つある。首元のマフラーと、繋いだ手のひらと、それから──ぽかぽか温かいお腹の中と。そうやって、身体からだの中でも繋がっていることが感じられるのが、僕たちだった。


  　サナの横顔を見つめて、僕は思う。こいつは、僕の寄生虫だ。


  　──だけど。ドキドキしてるのか。


  「なあサナ、こないだ温泉で言ったこと。本当にもう彼女にならなくて──」


  　いや。やめよう。そこに甘えたのは僕なのだから。せっかく、不干渉のままでいようと決めたんだ。このままでもいられるなら、誤魔化し続けていられるなら、このままでいい。


  　レストアは言う。僕たちの絆きずなが壊れるところが楽しみだと。恋愛などという欺ぎ瞞まんで、世界が壊れることをどれだけ誤魔化せるのか見てやりたいと。でも──きっと、そのもくろみは外はずれると思う。だって、僕たちはそこまで深く繋がることを望んでいないのだから。


  「──いや、なんでもない」


  「……うん。きっと、私、弱くなっちゃったんだな」


  　サナは、そんなことを言った。


  「弱く？」


  「前はもっと色んなことがむしゃらに出来てたのに、最近、唐人に寄生してることで、寂しくなったり、悲しくなったり、考えたりすることが増えちゃって……」


  　サナはしばらく黙って俯うつむいた後。


  「あ、あはは、どうなんだろうな、私！　変だな！」


  　笑ってごまかした。その目に、涙が薄く滲にじんでいたのを、僕は見ないふりをした。


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  　学校は一面の銀世界だった。まるで敷地全体が、大きなゲレンデのようだ。


  「今日の体育はスキーだぞー」


  　学校につくと、校庭から、体育教師（雪国育ち）がここぞとばかりに張り切っている声が聞こえてくる。


  　もともと馬ば鹿かでかい敷地を持つ高校なだけに、雪遊びをする敷地には事欠かなかった。


  　遊びだけではない。順応力が異様に高いうちの生徒は、雪で冷やしたキャンデーを売ったり、沸かしたお湯で温泉を作ったりもしていた。校庭には近所の未就学児まで遊びに来ている。そんな中、校庭の隅に僕は不思議なものを発見した。


  「……あれ？　なんだあれ」


  「どうした？　唐から人と」


  　僕が見た先には、多くの人が必死に何かを組み立てていた。無数の雪だるま……というより、雪像か。そして、一ひと際きわ目を引くのが、その雪像の中心でやはり建築されている、一いつ艘そうの無ぶ骨こつな船だった。その船だけは、木材か何かで組み上げているようだった。


  「……なんで、船？　相変わらずうちの高校は順応度高いっていうか……良く解わかんねーな、やっぱ」


  　僕たちは、建築中の船を尻しり目めに、その場を後にした。


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  　その日の放課後、現状について綺き羅ら先生にも相談してみようと、僕は一人で保健室を訪ねることにした。


  　保健室の中は、これだけ校舎が氷雪に閉ざされていても、万年ごたつがあるせいか、ぬくぬくと温まっていた。


  「よ、唐人。寒いわねー。異常気象もあったものね」


  「ま、パラシスタンスのせいなんですけどね。てか、そんなこたつに背中丸めて温ぬくもったままで……」


  「あー……ちょっとこたつから出られそうもないから……」


  「……出てくださいよ。もし怪け我がした生徒とか来たらどうすんですか」


  「絆ばん創そう膏こうそこにあるからーっつって自分でやらせるし」


  　綺き羅ら先生はデスクの上を指差した。救急セットがぽつんと置いてあった。


  「適当すぎます！　働いてください一応給料貰もらってるんですから！」


  「……はいはい。この徳とつ利くり空けたらね」


  　綺羅先生は、するめいかを囓かじりながら、熱あつ燗かんをおちょこで流し込んだ。


  「それより唐から人と。サナちゃんと最近ぎこちないけど、どうしたの？」


  「え？」


  　……相変わらず勘の鋭い人だ。


  「え、ええと……ちょっとした相互不干渉条約を結んだだけですよ。この頃ごろ、ちょっとぎこちなくなることがあって……それを解消するためです」


  　僕は大事なところをぼかして誤魔化したつもりだった。


  「ははあ、さては姫ひめになんかされたな」


  「ぎゃあ！」


  「もしかしてあいつ、唐人が自分のことを忘れて健すこやかに過ごしてるのが腹立って、見せつけるようにキスでもしたんじゃないの。あにゃろーめ」


  「ごばばばあっ！」


  　エスパーかよこの人！


  「……ありゃ……当たってた？」


  「う……うう……で、でももう解決したことですから」


  「うーん、あたしから見りゃ、悪くなってるようにしか見えないけれど」


  「……え？」


  「あたしの経験だけどね。そういう時って、表面だけ誤魔化そうとしても、だんだんずれが取り返しのつかないことになっちゃうものなのよ」


  「……経験から、ですか」


  「ええ。誤魔化したところで、それは上うわっ面つらだけだもの。人と人が深く解わかり合うためには、時には傷つけ合うことも必要なの。痛くない相互理解なんてないわ」


  「……」


  　心が痛い。自分が心の奥で考えていたことを指摘されたような居心地の悪さだ。


  「……銀ぎん次じ先生も、そうやって嘘うそに塗り固められて動けなくなっちゃった人だからさ……」


  「え、親父おやじが……？」


  「あ、やば」


  　綺羅先生は、心底やっちまった、という顔をした。一体、どういう意味だろうか。というか、こないだの姫ちゃんに纏まつわることもそうだが、綺羅先生は明らかに何かを隠してるんだ。


  「き、綺羅先生！　そろそろ白状してください！　何を隠してるんですか!?」


  「さあねー。するめうまー」


  　柳に風と受け流された。


  「ぐぬぬ……」


  　綺き羅ら先生は、納得いかない表情の僕を見て、こんな提案をしてきた。


  「……じゃあ唐から人と、こうしましょう。あたしと腕相撲して勝ったら教えてあげるわよ」


  「マジですか！　ようし！　なめないでくださいよ男子高校生の腕力を！」


  　僕は綺羅先生とこたつを挟んだ向かい側に位置取り、肘ひじをついて、手を重ね合わせた。


  「はい、れでぃーごー」


  「うおおおお！」


  　いける。そう思って、僕がその腕を思い切り横に倒して勝負を決めようとしたその瞬間──。


  「ちらっ」


  「……!?」


  　綺羅先生は、僕に向かって胸の谷間を見せつけてきた。その視線をどうしていいのか、一瞬戸惑った後には、一気に押し切られていた。


  「ぐはっ！」


  「はーい、あたしの勝ちー」


  「ぐ……卑ひ怯きようですよ！　色気をちらつかせて高校生を釣るとか……！」


  「男子高校生をなめなかった結果そうなったのよ」


  　ぐうの音も出ない完敗だった。


  「ま、伊だ達てに人生経験積んでないしね」


  「……ずるい……」


  　そこで、綺羅先生はほんの少しだけ悲しそうな目をした。


  「……ねえ唐人。全すべてを話すには時間がまだ必要なの」


  「綺羅先生？」


  「あの人の意思を無駄にしないためにも……もう少し待ってほしいの。それから……亜あ須す香かのことも。もうすぐ……もうすぐ大丈夫になるから。解わかって、唐人」


  「綺羅先生……」


  　その表情に嘘うそはなさそうだった。『あの人』が誰だれを指しているのかは解らなかったが。


  「……解りました。信じます。そもそも、僕の母親代わりで、姉代わりにいつもなってくれたのは、綺羅さんでしたから」


  「うん。それでこそあたしに育てられた子だ」


  　僕は、綺羅先生に頭をぐしぐしと撫なでられた。現状について解決したかと言えばしていないのだが、それでもどこか安心できた。
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  「……さて」


  　一方僕も、えきのたち捜しと並行してするべきことをしなければならない。それは、校内のあちこちに、とある立て看板を立てることだった。きせい部の面々にも手伝ってもらう。


  「お兄にいちゃん、この間隔で大丈夫ー？　蟻ありの門と渡わたりぐらいの間隔で大丈夫ー？」


  「例えはよく解わからないけど、オッケーだよ、桜さくら」


  　桜が器用に立て看を並べる。十メートルくらいの絶妙の間隔だ。一方、櫂かい実じつは。


  「櫂実、もっと真ん中に並べて……」


  「……で……できない……拙せつ虫ちゆうには……陽ひの当たる場所に看板が置けない……」


  　目立たないところに、まるでゴミを纏まとめるかのように看板を立てていた。


  「看板が目立たなかったら意味ないだろ……で、サナは……」


  「そおい！　そおい！」


  　立て方も配置も、とにかく乱雑だった。


  「勢いだけで看板を立てるな！　地引き網かなんかか！」


  　個性が暴走するきせい部はともかく、僕たちが立てていた看板はこういうものだった。


  『校内でキタキツネを見かけても、触さわらないでください。エキノコックスに感染するおそれがあります。キツネを見かけた方は次の電話番号までご連絡を　ｘｘｘ-００００-００００』


  　これと似たような看板は、北海道でもしばしば見かけた。要するに、教団が本気を出してきたとしても、校内でのエキノコックスの大量感染を防ごうというのだ。僕たちは、校内の広い敷地に、手分けしてその看板を設置した。


  「これぐらいで、大丈夫かな？　ま、とりあえず、当座の警告にはなるだろ」


  



  　だが、次の日。学校に来た僕は愕がく然ぜんとした。


  「……なんだよ、これ」


  　僕たちの立てた看板が、片っ端から引っこ抜かれていた。もしくは、ぐしゃぐしゃにマジックで塗りつぶされていた。


  　櫂実を呼んで、状況を検分してもらう。


  「……どうやら……サナダムシ教の信者たちが、妨害活動をしているよう……」


  「そうか……どっから湧わいてきたんだか……えきのもきっと教団と一緒にいると思うんだけどな……手がかりとかないかな……」


  　そこに、桜が一冊の小冊子を持って慌てた様子で走ってきた。


  「お、お兄ちゃんお兄ちゃん！」


  「桜、なんだそれ」


  「校内の情報誌……いやらしい記事があるかと思って見たら……すごい記事が載ってたから知らせに来たんだよ……」


  　そこで校内情報誌の『週刊　宿やどり木ぎWalker』を見た僕は、とんでもない記事を発見した。


  



  『スクープ！　新興寄生虫宗教の黒い噂うわさ』


  「当編集部が独自のルートでインタビューしたところによると、校内に寄生虫を信仰するカルト教団があるのだが……。この教団に、キツネが持つ凶悪な寄生虫・エキノコックスの卵を散布する恐るべき計画があるらしい。みんな、気を付けろ！　キツネに触ってはいけない！　当方も追跡を続けるが……身の安全は自分で守れ！　文責＝高たか木ぎ」


  



  「……これ、どこソースだ？　教団の手がかりになるんじゃないか……？」


  「唐から人と！」


  「……僕ちょっと、行ってくるな。この雑誌の編集部室へ」


  　部室棟の中に、『週刊　宿木Walker』編集部はあった。訪問した時、まず出迎えてくれたのは、やたら色っぽいお姉ねえさんだった。


  「どもーん。私、編集長よん」


  　編集長というより、胸を大きく開けているその様さまはどう見てもキャバ嬢である。


  「あ、あの、この記事を書いたライターさんいらっしゃいますか？　ちょっと聞きたいことが……」


  「ちょっと待ってねん。高木くーん。なんか、例の寄生虫教団について話が聞きたいって」


  「え？　俺すか？」


  　すぐに、部室から一人の陰いん気きそうな男子生徒が出てくる。


  「……ども。『宿木Walker』、編集部員の高木暁あき睦ちかっす」


  「ええと、初めまして、２─Ａの増ます川かわ唐人です……。こっちが、同じクラスの、サナと櫂かい実じつ……」


  　高木君は、こちらの顔をねめ回すようにじろじろと観察してきた。


  「な、なにか」


  「……校内の情報は、あらかた俺のところに集まってくるんす」


  「はあ」


  「……校内一のバカップルのことぐらい、知ってますよ。……くそが」


  　なんか嫌いやな言われようだな……。てか、最後に暴言吐かなかったか？


  「普段ここで記事を書かれてるんですか？」


  「はあ。まあ、色々書いてますよ。学食のうまいもん特集とか。それから……それから……」


  　高木君は、拳こぶしをぷるぷると震ふるわせながら言葉を押し出した。


  「デートスポット特集とかっ……！」


  　手に持っていたメモ帳を今にもくしゃくしゃに握りつぶさんばかりの勢いだ。


  「そ……そんなに嫌いやなら無理して書かなくても……」


  「ウケがぁ！　いいんすよおっ！　どうしてもデートスポット特集がっ！　だから俺がこんな思いで……血ヘドを吐く思いで一人で取材して……がああああっ！」


  「ひいっ！」


  　高たか木ぎ君は、ついにメモ帳をびりびりに破り捨てた。


  「……サーセン。取り乱しました……ま、とにかく、そんな感じなんす。俺の取材スタンスは『リア充爆発しろ』それだけっすから」


  　高木君は忌いま々いましげにつぶやいた。


  「それより、教団を探してるんすよね？　知ってる情報なら提供しますよ」


  「はあ……まあ、よろしく……。そういえば、教団に関する情報はどこから？」


  「ええと……幼なじみが、なんかちょっと教団に関係してるらしいんす……下っ端ぱらしいんで、それがあの記事の薄さになっちゃったんすけど」


  「ははあ」


  「生徒会にいる三さえ枝ぐさって知ってます？　知りませんよね……」


  「あ、知ってます」


  「え!?」


  「あの、眼鏡めがねかけてて、おっとりしてて、でも金にがめつい三枝さんですよね」


  「そう、その金にがめつい守しゆ銭せん奴ど……」


  「……誰だれが守銭奴～、あきくん」


  「げっ！　みのり！」


  　噂うわさをすれば！　僕たちの目の前に、三枝さんが現れた。相変わらず、例の教団の衣装だった。首にはご丁寧に渦巻きが描かれている。というか……。


  「あきくん、なんでこんなとこにいるのっ！」


  　こんな激しい剣幕で怒る三枝さんを見たのは初めてだった。


  「いいっしょ、なんでも！　お前には関係ないっす！」


  「インチキ記事バッか書いてんなよ、へぼライター！」


  「う、うっせ、うっせえっす、ブスメガネ！　お前こそ、なに変な宗教にハマってんすか！　お、幼なじみがそんなんじゃ恥ずかしいんすよ！　もっと可愛かわいげ持つといいっす！」


  「違います違います～、宗教は儲もうかるからやってるんです～。そんなこと言ってたらもうあきくんにアイス買ってあげないですよ～」


  　いきなり、想像を絶する舌戦が始まった。……というか……。


  「あの、お二人の関係は……」


  「幼なじみなんす。腐れ縁ってやつで。くそっ、よりにもよって、一ミクロンも興味ないやつが幼なじみなんて高ポイント属性を！　宝の持ち腐れっす！」


  　高たか木ぎ君は歯は痒がゆそうに言うが……。


  「……あの」


  「……なんすか？」


  「実はすごく仲良いですよね？　三さえ枝ぐささんと高木君」


  「「ぜんぜんぜんぜん！」」


  　二人はばたばたとはためくように手を振って否定した。


  「……実はリア充にすごく近いんじゃないですか、貴方あなたたち」


  「「ぜんぜんぜんぜん」」


  　異常に息がぴったりだった。手を振る速度まで一緒だった。


  「はあ……まあ、いいや、どっちでも。で、三枝さん、今教団本部がどこにあるか、解わかります？」


  　尋たずねてみると、三枝さんは困ったように首を捻ひねった。


  「うーん、それがダメなんですよ～。私なんか全然末端で……場所は教えてもらってないです。ただ、なんか校内のどっかの雪を掘って、アジトを造ってるってことらしいんですけど……」


  「なるほど」


  　そこに、高木君も手帳を開いてアドバイスをくれる。


  「どうやら、雪を加工して、武装して要よう塞さいを造ってるって噂うわさまであるみたいっすね。白い悪魔と呼ばれる狙そ撃げきの名手がいるらしいっす」


  「狙撃かよ……物騒な話だな……ま、いいや、二人とも情報ありがとう」


  「あは、がんばってくださいね～」


  　そして、三枝さんがその場を離れようとする瞬間。


  「……みのり、どこ行くんすか」


  　高木君が、三枝さんを呼び止めた。三枝さんは、からくり人形のように機械的に振り向いた。


  「（お、おかねもーけ）」


  　三枝さんは口パクでそう言った。


  「……また悪どいことやってんじゃないすよね」


  「な、なんのこと……あいた！」


  　まずいものを隠そうとしたのか、三枝さんはそそくさと逃げ出そうとしたが、雪に滑って転んだ。ずざー、と鞄の中身がばらまかれる。そこにはこう書いてあった。


  



  「宿やどり木ぎ雪祭り計画書　参加料　六万円　観覧料　千八百円」


  



  　呆あきれてものも言えずにいる僕たちに、三枝さんは開き直った。


  「雪祭りですよ雪祭り！　雪国での金かね儲もうけと言えば雪祭りですよ～。我が校建築部の高い技術を活いかさない手はないですからね～」


  　計画書の写真を見ると、三さえ枝ぐささんの図面を基に、ガタイの良い、いかにも「職人」然とした人たちが、雪玉なり雪のレンガなりを積み上げている。


  　あ、これ、さっき校庭の隅で組み立ててたやつだ……。


  　高たか木ぎ君が、それを拾う。


  「……やっぱり、ぼったくり価格でのショバ代管理してるって噂うわさ本当すか」


  「ば、場の提供です～。お金かかるんです。今回は木で造る方はこ舟ぶねプロジェクトもあるし」


  「方舟プロジェクト？」


  「一応はあの教団が主催してるものですから。審判の日が来ても生き残れる方舟を木で造ってるんですよ～」


  「なるほど」


  　なんか、変な教義から方舟ってのを造り始めたのか。僕は納得する。


  「まあ、いいっす。みのり？」


  「はい～？」


  　高木君が優しく三枝さんを諭さとす。


  「ショバ代で暴利を貪むさぼった人にお金を返しに行くっす」


  「い、いやです～」


  　高木君の説教に対し、三枝さんは脱だつ兎との如ごとく逃げ出した。


  「あっ！　じゃ、じゃあ増ます川かわさん、どうぞよろしくっす。俺、あいつを止めてくるんで……」


  　三枝さんを追うように、高木君は去っていった。


  「なんだか大変な人たちだな……まあ……ちょっと校内を歩いて、教団のアジトを探してみるか……」
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  　一方その頃ころ、校内のとある場所。


  　四天王は、遭難していた。


  「服はつ部とりサーン！　なんでこんな短期間に二回目の遭難してるんですカ！　ありえないデス！」


  「ぐう……うるさい！　校内で遭難するわけないと、この高校の広さをなめていたんだ！」


  　舞う雪が服部の顔中を白く染める。実はこの四天王、会長の親衛隊にもかかわらず会長が主宰する教団にハブられたことで、なんとか教団を探して仲間に入れてもらおうと無理な場所を雪中行軍していたのだった。


  「くそっ……おい、ゲイツ、金きん腹ぷく！　あんまり離れるんじゃ……ん？　なんだ？」


  　服部がプーチンの方を見ると、プーチンはどこかに電話をしているところだった。


  「……問題ない。潜入は成功している。また連絡する」


  　……潜入？　服はつ部とりはその物言いに疑問を抱く。


  「おい、プーチン。誰だれに電話している」


  　服部が声をかけると、プーチンは少し驚いたように身体からだを震ふるわせ、携帯電話をしまった。


  「……こちらの話だ。首を突っ込むな」


  「……怪しいな。おい、お前、本当に会長親衛隊四天王に入りたいだけか？　何か本当の目的があるんじゃないのか？」


  「…………」


  　服部の質問にプーチンは黙して答えない。そんな二人に、遠くからゲイツと金きん腹ぷくが呼びかけてきた。


  「服部サーン！　プーチンサーン！　何してるんデスカー！　吹ふ雪ぶいてきちゃう前に歩きマスヨー！」


  　その二人に向かい、プーチンが、服部の方を指差しながら大声で言った。


  「告発する！」


  「なんだ、どうした急に……」


  「服部が、今言ったことを、お前らに伝える！　この服部は、お前たち二人を見捨てて食料を食べないかと俺に持ちかけてきた！」


  「……はぁっ!?」


  　服部にとっては寝耳に水な話だった。それはそうだ。そんな事実、ありはしないのだから。


  「ナナナナ、ナンデスッテエエエエエエエエ！」


  　ゲイツが走り寄ってきて、服部の首に手をかけ激しく揺さぶった。


  「ハハハ服部サン！　クズだクズだとは思ってましたけど！　ついにミーたちまで切り捨てることにしたんデスカ!?　ガッカリデス！」


  「お、おい！　そんなことしてねえよ！　誤解だ！　あいつがウソを吐ついてるんだ！」


  　その言葉に、ゲイツと金腹は顎あごに手を当てて考え込む。


  「だが、お主は筋金入りのクズだしのう……」


  「信じられないデース」


  「お、おいお前ら、俺よりプーチンを信じるのか!?　今まで！　今までずっと一緒に四天王をやってきたじゃないか！　こんな、たった一週間でその信頼が揺らぐのかよ！」


  　そこに、プーチンが助け船を出す。


  「どうだね、金腹君、ゲイツ君、ここは私と服部君のどちらが四天王にふさわしいリーダーか、多数決してみることにすれば」


  　そして、ゲイツが発問する。


  「ハーイ。リーダーは服部サンよりプーチンサンがいいと思う人ー！」


  　言いながら既すでに挙手は天を突かん勢いだ。合わせて、金きん腹ぷくもぴんと伸ばして手を挙げる。しかも両手を挙げる。


  「ハイハイハーイ！　ということで、多数決で交代デース、服はつ部とりサン、今までお世話にナリマシター」


  「おっ、おい！　こんな一瞬で壊れるのかよ！　俺たちの絆きずなは！」


  「負ケ犬ガナニカイッテマース、元四天王が」


  「弱い犬ほどきゃんきゃんうるさいのう、ガハハ」


  「まっ……待てっ……！　お前ら……プーチンに騙だまされてるんだっ……！」


  「行きましょう、プーチンサーン！」


  　三人は、肩を組みながら去って行く。


  　それを追いかけようと走り出した服部は、一ひと際きわ深い積雪の中へと足を踏み入れてしまう。


  「ま、まて貴様ら……ぶはあ！」


  　服部は腕をふるふると握り締める。


  「くそっ……あいつら……ってか、抜けん！　くそ、だ、誰だれかーっ！　誰かいないかー！」


  　だが、服部の身体からだは腰まですっぽりと埋まってしまっている。しかも、なおもはらはらと雪は降り続いている。もはやこれまでか──と服部が思ったその時。


  「立てるか？」


  　失意の底の服部に声をかける、一人の男子生徒がいた。


  「はっ……？　貴様……」


  　宮みや入いり丈じよう児じだった。その行動に、服部は驚きよう愕がくを隠しきれない。


  「な、なぜだ……宮入丈児……？　貴様、俺のことをクズだとさんざん罵ののしっていたではないか……」


  　丈児は、そっぽを向いて答える。


  「……だからって、助けちゃいけない訳じゃねえだろ」


  「なん……だと……」


  「唐から人となら、同じようにするだろうさ。だいたい日ひ和より見み主義だけどな。俺があいつに惚ほれこんでるのはそういうとこだ。だから──あいつの親友の俺も、同じように行動したいと思っただけだ」


  「くっ……」


  「お前も、来るか？　なんなら俺たちと友情を結ぶか？」


  「なんで貴様に手助け……されなきゃ……ならぬ……」


  「なら、今はこの手だけ取れよ。それ以上何も言わねえ」


  　服部は、暫しばらく考えた後ぼそりと呟つぶやいた。


  「……借りイチだ」


  「あぁ？」


  　そして、服はつ部とりはガシッ、と丈じよう児じの手首を掴つかんだ。


  「この借りはいつか返す！」


  「……おうよ。首洗って待ってるぜ」


  　丈児が不敵に微笑ほほえむ。そして服部は、丈児の手を頼りに、深い雪の中から這はい上がった。
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  　僕たちきせい部の四人はとりあえず部室に集まっていた。


  「あと、誰だれか力になってくれそうな人いないかな……あ、そうだ。荒事になりそうな時のために、あいつにも連絡しておくか」


  「ん、唐から人と、誰にだ？」


  「……セルカだよ」


  　現状を踏まえて、僕は横よこ川かわセルカに電話をかけることにした。


  　姫ひめちゃんのマネージャーである鮎あゆヶが瀬せさんに寄生する、横川吸きゆう虫ちゆうのパラシスタンス──そして、およそ僕の知る限り最強の用心棒である男。


  　それにしても、家は燃えたが、あの学園祭の帰りだったため、セルカの連絡先を書いた名刺が無事だったのは不幸中の幸いと言うべきか。


  　僕はその番号にコールをしてから、折り返しを待つ。盗聴を防ぐためらしい。昔の探偵ドラマみたいだ。すぐに電話がかかってくる。


  「……はい、こちら鮎ヶ瀬さんの愛のメッセンジャー１号」


  　電話口、セルカは不機嫌そうな声でそう名乗った。微かすかに聞こえるきゅぽ、という口からストローを離したような音から、彼はまた紙パック飲料でも吸引しているようだった。


  「あ、えと、セルカ……？」


  「スピーキングナウだ。ところでおい、聞け、増ます川かわ」


  「……なんだよ」


  「最近鮎ヶ瀬さんの家に入れてもらえるようになったんだ。これ事件じゃねえか。ガチじゃねえか。けどな、玄関止まりだ。かれこれ俺今日八時間ぐらい玄関にいるわけだが、お前どう思う？　俺、愛されてるのかな？　これ、好きだから冷たくされてるとかそんなとこかな？」


  「さあ……やっぱまだあんまり打ち解けてもらえてないんじゃないのか」


  「ぶほへはあああああっ！」


  　電話線の向こうでぶつぶつと電波が途切れる音が聞こえた。受話器に紙パック飲料をぶちまけたんだろう。てか、なんで僕の周りはこんな変態ばっかなんだ。


  「ところで何の電話だ。俺と鮎ヶ瀬さんの愛のバラード第十三章を聞きたくなったか」


  「知らねえよ！　何の歌だよ！」


  　僕は、セルカに向かって今までのいきさつを打ち明けた。


  「それでさ……なんか組織の幹部っぽいやつについに捕ほ捉そくされて、いつ復ふく讐しゆうに来るか解わからない上に……エキノコックスのパラシスタンスたちも校内のどこかに隠れちゃったんだ。八方ふさがりでさ……もしよければ力を貸してくれないかな」


  「……そんなことか」


  「おお、ありがと……」


  「ざけんな！　こっちも忙しいんだよ。なんだかんだで追っ手はこっちにも来てるしな。だから──ちょっと無理だ。まあ、最悪に乗せた最悪の時ぁバックアップには行ってやるが……それまでちったぁ自分でなんとかしやがれ、この愛あい飢うえ男おボーイが」


  「頼りにならないな……」


  「いいか坊主、人間関係ってのは三日放置されてからが本番だ」


  「だからそういう話じゃねえって！」


  「……また誤魔化してんじゃねえかと思ってな」


  「は？」


  「そもそも、あのパラシスタンスと宿しゆく主しゆが力を合わせれば、俺の見立てならなんとかなるはずだぜ。結局のところ──愛なんだ。愛があれば、勝てねえ敵なんていねえ。最悪でも──心だけは自由になるんだからな」


  「……でも、例えばそれで周りに迷惑かかったらどうすんだよ」


  「世界を敵に回せよ。この世界が愛で成り立ってる以上──くだらねえ物理法則ぐらい、愛のためにねじ曲げてもいいんだろうさ」


  　物理法則まで変えられるのはお前だけだよ……。


  「つうことで、今回は自分で戦え、な」


  「ま、腑ふに落ちないっちゃ落ちないけど……サンキュな。ところで姫ひめちゃんと鮎あゆヶが瀬せさんは元気か？」


  　まあ、元気もなにも、姫ちゃんは組織の作る薬がないとあと半年ほどしか生きられないとのことで、それで僕たちも焦あせってはいるわけだが。


  　その時、セルカの背後から聞き覚えのある声が聞こえてきた。


  「お、唐から坊ぼうか？　まだうじうじしてんのか？」


  「げっ……！　ひ、姫ちゃんそこにいるの？」


  　めっちゃ元気そうだった。と、セルカから電話をガタガタと奪う音がした。


  「よお唐坊！　あれからどうよ！　あたしとキスしてからどうよ！　サナちゃんとは！　キスしたのかぁー！　キスの上塗りしたかあ!?」


  　電話越しにこちらの周りまで聞こえてしまいそうな大声で姫ちゃんは叫んだ。


  「ば、ばかーっ！　姫ひめちゃんじゃあまた今度！」


  　僕は、電話をたたっ切った。目の前には、サナがいる。


  「……なんだって？　唐から人と」


  「……な、なんでもないよ」


  　僕は、何も報告をしなかった。サナが、寂しそうな目でこちらを見ていた。
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  　会長とえきののいる場所捜しは一向に捗はかどらなかった。


  　結局、手がかりの見つからないまま、さらに二日が経過した。


  　高たか木ぎ君にも協力してもらっているが、なかなかえきののいる正確な場所までは把握できなかった。どうやら屋外の雪のどこかに穴を掘って隠れているということらしかったが……最近では雪がどんどん積もって、僕たちはそれを取り除いて進むのすら手間取るようになってきていた。


  　僕たちは、きせい部周辺の雪を掻かいて、通路を造っていた。


  「なあ唐人、この雪を掘ったとこだけ見ると……迷路みたいだな……」


  「まったくだよな。この雪に埋もれた中で、どうやってえきのたちを見つければ……」


  「クチクラブレードも取られっぱなしだからなー……」


  　そういえば、神様気取りのえきのは、サナの持っていたクチクラブレードを奪ったままだった。


  「まあ、しょうがないだろ。てか、あれがあったところで、どうなるのか……」


  「でも、あれ唐人の身体からだの一部が少し入ってるぞ？　いいのか？」


  「嫌いやなこと思い出させるな！」


  　その時、櫂かい実じつが身体を小さく震ふるわせて何か閃ひらめいたように切り出した。


  「……そうだ……経路探索になら……ビフィズス菌が利用できるかも……」


  「え？」


  「生きたまま腸に届こうとする腸内細菌の本能を活いかせば……ブレードの場所が解わかる……」


  「そんな、無茶な……」


  　だが、サナは感心したように色めき立った。


  「そ、その手があったーっ！」


  「え、そんなの本当にできるのか!?」


  　櫂実が簡単に講義をした。


  「……そんなに突飛な発想でもない……例えば粘菌の性質を応用した粘菌コンピュータという研究があるように……知能では無く、経路探索に特化したＣＰＵを作る……言うなればこれは……腸内細菌コンピュータ……」


  「腸内細菌コンピュータ!?」


  「よーし！　じゃあコンピュータを作るぞー！」


  　そう腕まくりすると、サナはその辺に落ちていた空き缶に雪を詰めたり、紙や粘土で外から飾りを付けたりし始めた。


  「ふんふん、ふーん」


  　鼻歌交じりだ。


  「大丈夫なのか……」


  「えいや！」


  　そして五分後。サナの工作により、はにわなんだかロボットなんだか訳のわからない、呪のろわれそうに不格好なマスコット人形が出来上がった。


  「うわあ、不細工……ってか、これコンピュータじゃないだろ……ロボット……？」


  「唐から人とうるさい！」


  「あいててててて！」


  　久しぶりに腹痛攻撃を食らった。


  「よーし、次はこのロボットにビフィズス菌を混ぜるぞ！」


  　サナは、手のひらをその人形に押しつけて、ぐりぐりし始める。


  「んー、んー……ビフィズス入れ、入れー……」


  「そんなんでビフィズス菌が入るのかよ！」


  「しっ……」


  　そして、サナが人形から手を離して少し距離を取ると……その人形がぷるぷると震ふるえだして──突然奇声を上げて飛び上がった。


  「ヴィヒィー！」


  「うわあ！　鳴いた！　なんだその生き物！」


  「ヴィヒ！　ヴィヒ！」


  　その人形は、くるくるとサナの周りを回り始めた。サナが、その人形を抱き上げて頬ほおずりする。


  「おー、本能で唐人の腸内が恋しいか、よしよし」


  「どういう本能だよ……」


  「でも、君が探すのはブレードに混ぜてある方の唐人の腸だよ」


  　そして、サナは床にそっとその人形を置いた。その人形は、少し戸と惑まどったかのように見えた後、どこかに向かって滑走し始めた。


  「ヴィヒー！」


  「よーし！　本能で、最短経路検索だ！　行け！　ヴィフィズス菌ロボットのヴィフィータ！　唐人の腸まで生きて届け！」


  「勝手に名前をつけるな！」


  　僕たちは、そのヴィフィータの後を追って走り出した。


  



  　それから十分後。


  　やがて、ヴィフィータを追いかけて校内を走り回った僕たちは校内敷地の端。こんもりと雪が積もった大きな雪山に辿たどりついた。たしかに、ここの雪山だけ不自然に高く、内部を掘くつ削さくしていけば十数人収容できる基地ぐらいにはなりそうだった。そして、山を取り囲むように、結構深い川が流れている。天然の要よう塞さい、といった地形だろうか。よく見ると、頂上に向けて塹ざん壕ごうがつづら折り状に造ってある。


  「限りなく怪しいけど……本当にここにいるのか？」


  「おーい！　えきのー！　会長ー！　そこにいるのかー？」


  　サナが、何の捻ひねりも警戒もなく、大声で名前を呼ぶという原始的行為に及んだ。


  「おい、そんな呼んだって出るわけ……」


  　だが。その時突然、山頂の変な膨ふくらみが、もこもこと動き出し……。


  「ぷはあ！　よくここ見つけたべさ、おめら！」


  　キタキツネを抱かかえたえきのが飛び出してきた。


  「うわ、本当にいた！　ってことは隣には……」


  　もこ、と知った顔が雪の中から現れた。


  「……来たな、増ます川かわ」


  「会長！　何やってるんですか！　見て下さいよ、この雪と氷漬けの学校を！　こんなの、まともじゃないです。えきのを北海道に帰します」


  「……ならぬ。えきのが過ごしやすいのは北国風の場所だという。だから、このままで良い」


  　会長の様子は、やはり普通ではなかった。まるで、キツネに憑つかれているようだ。もっとも実際に憑いているのは──エキノコックスなのだったが。


  「会長、正気に戻ってください！　あなたが熱っぽいのはもしかしたら、えきのに──」


  　それ以上会長は僕に喋しやべらせず、手のひらを大きく突き出した。


  「増川！　こちらには我が教団の誇るスナイパーがいるのでこれ以上近づかぬ方が良いぞ！」


  「何を言って……」


  　その時、頂上にいる会長の手の先に何かが光ったように見えた。そして、会長は叫んだ。


  「兵ヘ兵イ衛ヘ！　狙そ撃げき！」


  「御ぎよ意い！」


  「ぎゃっ！」


  　突如僕の身体からだに雪玉が当たった。見ると、白いギリーコートを着込んだ男子生徒が、会長の隣で匍ほ匐ふくしながらこちらに銃を向けていた。恐らくあれが、高たか木ぎ君の言ってた、教団が誇る狙撃兵なのだろう。雪玉は殺傷力がないのがせめてもの優しさなのだろうが──地味に痛い。


  「かっ、唐から人とっ！」


  「ゆ、雪鉄砲か……？　ひ、卑ひ怯きようだぞ、狙そ撃げきなんて……げぶっ！」


  　しゃべり出した矢先に口の中に雪玉が飛んできた。そのはずみで、僕は、身体からだのバランスを崩す。その先には、流れの速い川があった。


  「わっ！」


  　身体は重力に逆らえない。僕は、まずい、と心の中で呟つぶやきながら、水の中に落ちてしまった。


  「ぎゃ───っ！　冷た────っ！」


  「……増ます川かわ君っ！」


  「お兄にいちゃん！」


  　みんなの声をよそに流されていく僕。どれだけ流されたかも判然としなくなった頃──。


  「唐人──っ！」


  　ずっと走ってきてくれたのだろう。息を切らしたサナが、僕の手を引っ張り上げてくれたことを感じた。
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  　僕の身体から、滝のように水滴が零こぼれていく。その一滴ごとに、僕の身体から体温が流れ出ていくようだった。冷水を大量に含み肌に張り付いたＹシャツが、氷を肌に当てているように僕の身体を冷やす。


  「さささささささささささむいいいいい」


  　僕は歯先を激しくかちかちと噛かみ合わせながら、サナに肩を貸されるがままに歩いていた。


  「唐人ー！　しっかりしろー！」


  「ここここここどこここここ」


  　なんだか最近、凍死しそうになることばかり起きているような気がする。


  「うりゃー！」


  　ぼんやりとする頭の中、サナが、足で扉を強く蹴けり開けたのが解わかった。


  「こ、ここは……」


  「きせい部だ！」


  　そのまま、僕の身体はソファーにどさり、と投げ飛ばされる。


  「ぶげえ！　う、ううう、さ、さむい……」


  　僕は、朦朧としたまま、部屋の片隅にかけられている温度計を見てみる。そこに表示されていた数字を見て、僕は驚きよう愕がくする。


  「室温……にににに二度!?」


  　これはやばい。ガタガタと震ふるえながら毛布類を探す。だが、見つからない。


  「や、やばばばばい、し、ししし、しんでしまう」


  　僕は、震える唇くちびるで呟つぶやく。寒さのあまり頭がぼんやりする。熱が出てきたのかもしれない。とりあえず、びしょ濡ぬれになったＹシャツをこのまま着ているよりは、脱いだ方がマシだろう。


  「う……うあ……」


  　僕はかじかむ指でなんとかボタンを外はずし、上半身をさらけ出した。


  「っ……はあ……はあ……」


  　力なく腕を投げ出す。だが、冷え切った身体からだは温まりはしない。


  「唐から人と……ど、どうすれば……！」


  　サナが泣きそうに慌てながらわめく。


  「は、はは。こ、こういう時には、ま、漫画とかだと、裸になって温め合うとか、ややや、やるんだけどな」


  　熱に浮かされ、頭のネジのどこかが緩ゆるんでいたのか。僕は思わずそんなことを口走ってしまった。


  「は、裸に……？」


  「……へ？　ど、どうした、サナ、な、な、な、なにをしてるんだ、お前……」


  「わ、わかったぞ……」


  　サナは、自分の着ていた衣服を脱ぎ始めた。死んだように静まりかえった教室で、衣きぬ擦ずれの音だけが静かに響く。


  「か、唐人のために……温めるから……じ……じっとしてろ……」


  　そして、一いつ糸し纏まとわぬ姿になったサナは、僕をソファに押し倒した。


  「ぶはあ！」


  　薄暗い部室に、二人の吐息だけが熱い。


  「だ、だって……お前、僕の寄生虫だけど……温められるのかよ……」


  「お、お腹なかの中は……生きてたら人並みには恒温状態だから……」


  　サナは僕の腹部に頬ほおを押しつけてくる。


  「な……何やってるんだよ、お前……」


  「お、お腹の音を確かめてる……」


  「心臓の音だろ……普通は……」


  　だが、そうやって肌を合わせているだけでも、ぬくもりは伝わってきた。


  「あ……あったかくなってきた……」


  「あ、温かいか？　本当か？」


  　そのまま見えない輪をくぐるように、サナの頭が僕の頭の方にすり抜けてくる。


  　柔らかな肌の重みと、鼻孔をくすぐる女の子の香りが甘酸っぱい。


  　なんというか。これは。あかん。


  　頭の箍たがが外はずれきって、このまま、抱き寄せてみたい気分になる。


  　理性などというシェルターが、藁わら葺ぶきの屋根のように吹き飛びそうだ。


  　そして、下がった体温が、生命の危機を訓告していたせいだろうか。極めて下世話な領域の話であるが、肉体的にも、ＧＯサインが出ていた。


  　本能が、腕の中に抱かかえているものを守れと指示してくる。もっと言えば、子孫を残せと指示してくる。


  「こ、今度はどこを温めればいいんだ？」


  「あ……」


  「あ？」


  「あた、まかせ……」


  　僕は、サナの首に両手を回して、その額ひたいを自分の方に寄せる。


  「わ……」


  　額から、じわりと体温が波打つように伝でん播ぱしていく。


  「サナ……温かいな……」


  「だ、だって……いつも唐から人とのお腹なかに貰もらってる体温だから……」


  　サナは、少しもじもじとしながら言う。


  「唐人が使いたいなら、好きに使っていいんだよ？」


  「サナ……」


  「唐人……」


  　僕の中に残っていた、最後の城壁が完全に吹き飛び、サナを抱き寄せようとした時──


  「あ────っ！」


  　突然サナが飛び退のいて、僕はソファーからずり落ちた。思わず体側ごと激しく床に打ち付けられる。


  「ぐはあ！」


  　サナが飛び退いた先には、一台の電気ストーブがあった。


  「おーい、唐人ー！　ストーブがあったぞー！　これで安心だなー！」


  　と、無邪気に喜んでいる。


  「は、はは……良かった……」


  　……ていうか……本当にやましい気持ちじゃなくて……温めようとしてくれてただけだったんだな……。


  　良かったような、残念だったような……。
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  「……さて」


  　電気ストーブで、思う存分身体からだをほぐした僕は考える。


  　身体が温まったは良いものの、これからどうするか。


  「とりあえず、櫂かい実じつたちともう一回合流しないとな……あいつら、まだあの辺にいるかな」


  　その時、背中に何か抱きついてくる感触があった。


  「どうした、サナ」


  「……やっぱり……もう少し唐から人とを温めようと思って……」


  「……」


  　くそ。可愛かわいいな……。いや……今の考えは振り払おう。


  「あ、そうだ」


  「どうした？」


  　僕は、部室の本棚から、一冊の本を取り出し、鞄かばんに入れて背中に背し負よった。


  「北海道に行く時に使ったガイドブック……ちょっと持っていくことにする」


  　そして僕たちは二人で、雪で白く染まった校内を再び歩いていくことにした。


  



  「うう……や、やっぱ寒いな……なんか、だんだん寒くなってる気がするぞ……」


  「こ、こまったな……唐人……」


  　その時、廊下に立っていた温和そうな男子生徒が、こちらを呼び止めた。


  「もし……」


  「え？　な、なんでしょうか……」


  「あの、寒くないですか？　よろしければコーヒーでも、いかがでしょうか……」


  　温和な男子生徒が、カップを片手に持っていきなりそう薦めてきた。


  「わーい！　いただきま……」


  「サナ、ちょっと待ったあああ！」


  　いくらなんでも怪しい。


  「サナ、飲むな、それ」


  　そして、僕は手を伸ばすと──。


  「うわっ、な、何するんですか、あなた！」


  　その男子生徒の袖そでを無理矢理めくってみた。


  　そこには、想像通り渦巻き模様がペイントされていた。


  「やっぱり、サナダムシ教の信者かっ！」


  「……バレてしまっては仕方ありませんね」


  　物陰から、次々と頬ほおに渦巻きを付けた人間が現れた。


  「なぜ……我われ々われの活動を邪魔するのです……我々に仇あだ成なす者は……腹裂きだあああああ！」


  「「はっらさき！　はっらさき！」」


  　シュプレヒコールは次第に大きくなっていく。僕とサナは信者たちに取り囲まれてしまっていた。


  「くそっ……こいつら……」


  「ビフィー！」


  　その時、草むらからヴィフィータが飛び出してきた。


  「ヴィフィータ!?」


  「やーっ！」


  　次に飛び出してきたのは、ロイ子だった。


  「がふぁっ！」


  　ロイ子の蹴りが、一人の信者の顎あごにクリーンヒットする。


  「……ふん。わしの蹴けりはクマより強いわ」


  「増ます川かわ君……無事……？」


  「櫂かい実じつも！」


  「拙せつ虫ちゆうみたいなものがお待たせしてごめんなさい……スピニング……！」


  　櫂実が手をドリル状に回転させ、信者たちを追い払った。
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  「お兄にいちゃん無事だったー！」


  「まったく、勝手に流れていかないでくださいます？」


  　一生懸命走ってくるのは、桜さくら。志し保ほ。少し遅れて、服はつ部とりと丈じよう児じと相そう馬まさんがそこにいた。


  「た、助かった……。みんな、無事だったか。……あれ、服部も来てくれたのか」


  「……借りを返すだけだ。こいつにな」


  「は？」


  　服部は、丈児の方をちらりと見た。すると、丈児は意味深げに微笑ほほえんだ。よく解わからないが──。


  「ま、猫の手も借りたい時なんだ。助かる」


  「ふん」


  　そこに、丈児の後ろから、相馬さんがおずおずと名乗り出てきた。


  「あの……すみません」


  「相馬さん」


  「わたし、出来ましたら校内で寒さに震ふるえてるみなさまのために炊き出しをしたいのですが」


  「え？　あ、ああ、いいですけど……」


  　まあ、確かにそれも校内のみんなのためになるけど……。


  「ではあなた、参りましょう」


  「お、おう！　じゃあ、唐から人と、ちょっとすみちゃんと一緒に行ってくるな！」


  　そして、丈じよう児じと相そう馬まさんはすたすたと行ってしまった。相馬さんっておしとやかなタイプかと思ってたら……丈児、なんか尻しりに敷かれ始めたか？　……まあいいか。


  「まあいいさ。もう一回、会長たちのいる教団の隠れ家がまで行こう」


  　ということで、僕たちは改めて会長たちのいる雪山付近まで来た。まだ拠点は変わってなかったが……。


  「……ちょっとさっきと状況が変わってるな。もう隠す気はないっつーことか」


  　山の頂上、会長たちが居いるところまでつづら折りになった塹ざん壕ごうは、よく見るとまるで小腸のような体ていを成していた。そして、そのところどころに小さな雪の城じよう塞さいが築いてあって、そこから顔と銃身を覗のぞかせるようになっている。もしかすると、あのヘイヘとかいうスナイパー以外にも狙そ撃げき手がいるのかもしれない。


  「さて、どうするか」


  　僕たちは、山の麓ふもとにやはり塹壕を造り、身を隠す。うまいこと相手の塹壕に入り、頂上まで進めればいいのだが……。


  「何より、あの雪玉をライフルみたいので撃ってくる直属の狙撃手……ヘイヘが厄介だな……。まだ待ち構えてるのかな……」


  「どうやら、教団の中では白い悪魔と呼ばれてるみたいですわね」


  「白い悪魔か……どれ」


  「ん？　なんだ、増ます川かわ……」


  　僕は服はつ部とりの腰を掴つかむと、頂上付近から良く見えるように、持ち上げてみた。


  「標的を出してみたらどうなるか試してみよう」


  「あばばばばばあっばば！」


  　その瞬間、無数の小さな雪玉が、服部の全身を激しく叩たたいた。


  「……やはりこうなるのか」


  「俺を実験台に使うな！　クソ増川が！　死ね！　やっぱ死ね！　てめえも実はクズだろ！」


  　櫂かい実じつが顎あごに手を当て考え込む。


  「ちゃんと戦術を練らないと……どうやれば、この雪山にいくつか造られた小さな城塞を壊し、頂上まで行けるか……」


  「んー、ほんじゃあわし、何か使えそうなもん探してくるわー」


  　ロイ子が、付近で使えそうなものを探索に行った。


  「ま、ロイ子のカリスマ性で有用な味方が来ることでも期待してみるか……」


  　と、その時桜さくらが無邪気に話しかけてくる。


  「ねえ、お兄にいちゃん、寒くない？　裸になって温めてあげようか？」


  　桜のその発言に、僕とサナはぎくりとした。


  「あ、いや、ははは、足りてるっていうか、その、ははは」


  「……？」


  　桜は首を捻ひねる。


  「……なにやら不純そうな匂においがしますわね。クサイというやつですけれども」


  　志し保ほが呆あきれたような目でこちらを睨にらんできた。そこに、櫂かい実じつが小声で、僕にだけ聞こえる声で話しかけてきた。


  「……増ます川かわ君」


  「どうした、櫂実？」


  「増川君はなんで……サナさんを彼女にするのがいやなの……？」


  　また根本的な話を振られる。自分の中でもう何度となく繰り返した問答。


  「だ、だって、自分の寄生虫と付き合うなんて、あり得ないだろ……」


  「そう……じゃあ……自分の寄生虫じゃなかったらどうなるの……？」


  「え……？」


  「ううん……ちょっと聞いてみただけ……」


  　なんで、こんな時に櫂実はそれを聞いてきたのか、よく解わからなかった。


  　そこに、ロイ子が誰だれかを連れて戻ってきた。


  「おーう！　対抗できそうな白い悪魔っぽいやつを見つけたから連れてきたぞー！」


  　え。これだけ短時間に白い悪魔がもう一人、だと……？


  「ロイ子、そいつどんなやつだ？」


  「こいつじゃ！」


  　ゆらり、と僕たちの前にＹシャツに白髪の男子生徒が現れた。顎あごと鼻が、やけに鋭角的なやつだった。


  「狂気の沙さ汰たほど面白い……」


  「一年の赤アカ城ギくんじゃ」


  　急に一同がざわざわとし始めた。


  「この人、大丈夫かな？　なんか、下しも条じようとかと同じ匂いが……」


  「だ、ダメですわーっ！」


  　志保が急に大声を上げる。


  「……どうした、志保」


  「わ、わたくしがしっかりしないと、この面々はどんどんダメになっていく気がしますの！　なんでもかんでも仲間に引き込みすぎると……ますます収拾がつかなくなるような……そんな気が……」


  「じゃあ、赤アカ城ギくん、残念ながら不採用で……。今後の活躍をお祈り申し上げます」


  「死ねば助かるのに……あとせっかく顎あごと鼻を尖らせる手術したのに……」


  　赤城くんはとぼとぼと帰っていった。


  「なんか嫌いやな捨て台詞ぜりふだったな……」


  　そこに、ロイ子がすっくと立ち上がり、桜さくらに言い放つ。


  「しゃあないのう……桜。今こそ、立ち上がる時じゃな？」


  「そう……そうだね、私たちは二人で一組だった！　その名も！」


  『『卑ひ語ごファイブ！』』


  　桜とロイ子が鶴のようにポーズをキメる。


  「いくぞ！　桜！　卑語合体じゃ！」


  「がってんだ！」


  「なんだよ、卑語合体って……」


  　ロイ子と桜が腕を取り合い……くるくると回転しながら叫ぶ。


  「エロイム・エッスエム、エロイム・エッスエム……！」


  　そして、回転が絶頂に達した時、ポケットから桜が何かを取り出す。鳴なる子ここけしだった。


  「めいくあーっぷでぃるど────！」


  　桜が、こけしを天に掲げる。


  「ちん○！」


  「まん○！」


  「天気予報！」


  　ぐっ……！　酷ひどく下らない最低なやりとりだが……すごい熱気が生まれている！


  　そういえば、パラシスタンスには、寄生する以外にも大抵不思議な力があるのだった。


  　サナは髪の毛を飛ばす『スリヴァー』。櫂かい実じつは身体からだの一部を回転させる『スピニング』。また、えきのは指先から氷雪を飛ばせる……。ということは、ロイ子にも何か特殊能力があるのか!?


  　そして、桜の常軌を逸した妄想力と、歯に衣きぬを着せぬロイ子の暴言力が、何乗にも二人の卑語パワーを増し、その結果！


  「ぴきゅう！」


  　塹ざん壕ごうを内臓器官になぞらえると、前ぜん立りつ腺せんのあたりに、一匹のもぐらが飛び出してきた。


  「……へ？」


  「おおお……悪魔に魂を売ってしもうた……」


  「やったね、ロイ子ちゃん！　人にすると股こ間かんの部分があんなに隆起してしまったよ！」


  　櫂実が、もぐらを愛めでる。


  「……もぐら……かわいい……」


  「だ、ダメですわ───っ！　禁止！　もう、これ以上役に立たなそうな無意味な行動は禁止しま───す！」


  　志し保ほが絶叫するように声を振り絞った。もはや志保が完全に僕たちの中で唯一のストッパーとしての役割を果たしていた。僕たちの中で一番潔癖症なだけに、たぶん秩序がないと耐えられないんだろう。


  「……大変じゃのう、志保……わしと旅をしてた時も、常時この調子だったわ……」


  　まあ、ロイ子は特にめちゃくちゃだからな……。


  「こうなったら、飛び道具系しかないな。サナ、スリヴァーであの城じよう塞さいを壊せないのか？」


  「んー、でも、あれ、そんなに飛ばないから……」


  「射程距離はどのくらいなんだ？」


  「縁日のコルク銃くらい……？」


  「しょぼいな……」


  　その時、櫂かい実じつが不敵に笑った。


  「大丈夫……こんなこともあろうかと……用意してある……」


  「へ？　用意って何を……」


  「……組織との戦いに備えて……武器を……作ってあったの……」


  「そういえば櫂実、パラシスタンス用に改造したピースメーカーとか持ってたよな」


  「うん……ああいう工作みたいの……好きだから……ちょっとまってて……」


  　それから三十分後。


  　櫂実は両手いっぱいで抱えるサイズの風ふ呂ろ敷しき包みを持ってきて、地面に降ろす。ドチャリ、と重い音がした。その包みを開くと……黒光りする機関銃が現れた。


  「な、なんだこれ」


  「……ラティ／サナダンタＭ１９２６軽機関銃……」


  



  〈解説〉


  　フィンランドのラティ／サロランタＭ１９２６軽機関銃をベースにして作られたこの銃は、パラシスタンスの体節の一部を投とう擲てきする兵器で、射程距離は数百メートルにも達する。ゴム式の弾倉には７．６２mmのスリヴァーを最大二十発まで装そう填てん可能。運用には数名の人員を必要とするが、コッキング・ハンドル部とボルト部がセパレートされており、射撃時の反動を抑えることが可、なおかつ銃身の交換も容易である。


  



  「セットできたぞー！」


  　サナにいくつか出してもらったスリヴァーをマガジンにセットし、僕たちは、自分たちの塹ざん壕ごうから機関銃だけ乗り出して、撃ってみる。


  「……うまく城じよう塞さいを破壊できるかな……よっと」


  　ガガガガガガ！　という激しい音と共に、ひとまず山の三合目あたりに築いてある城塞が崩れ落ちた。教団の連中も、流石さすがにこれには慌てているようだ。


  「おお！　強いぞ！」


  「……でも……」


  　櫂かい実じつが、申し訳なさそうに語る。


  「この銃だと……弾を絶え間なく撃てない……弾薬の補ほ填てんにサナさんの力を借りなければ……」


  「あ、そうか」


  　確かに、弾は一瞬で撃ち尽くしてしまった。


  　見ると、この間を利用して、教団の連中が早くも城塞の再建に挑戦していた。


  「そんなにスリヴァーは量産できないぞ……」


  「くそ、せめて絶え間なく撃てれば……」


  　サナが、少し考えてから言った。


  「そうだ……唐から人と……」


  「どうした？」


  「私のスリヴァーは基本的に私の体節の一部だけど……強くするために唐人の腸の一部を貰もらってるんだ」


  「……だから？」


  「……弾薬の補填なら、ここでいいんじゃないか？」


  　サナは、僕の腹部を指差した。


  



  　──数分後。


  「……どうなってるんだ、これ」


  　僕はあまり自分の下半身の方を見ないようにしていた。というよりも見たくなかった。


  「私が寄生する時にちょっと皮膚の性質を変えたから、こういうアタッチメントも出来るんだぞ！」


  　──その銃は。その機関銃の銃身は。


  　僕の腹部に、埋め込まれているのだった。


  「機関銃というより……機関腸……」


  「何か……すごい嫌いやな予感がするんだけど……微妙にグロくなってそうな気がするからあんまり自分の身体からだ見たくないんだけど……」


  　サナが、右手を上げて、振り下ろす。


  「ファイヤー！」


  　その瞬間、僕の腹部から、すごい勢いで何かが発射されていった。


  「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


  「おお、強い！　強いぞ唐から人と！」


  　その弾丸は、敵の城じよう塞さいを次々と撃ち壊していく。


  「ほ、本当に大丈夫なの？　これ！　ホントに……？」


  　痛くはない。痛くはないのだが……。僕の腹部から、何かまずいものが抜け出ているような感覚がある。


  「……あれ？」


  　すると、プス、プスという音と共に銃は動きを止めてしまった。


  「……詰まったな……」


  「……ラティ／サナダンタＭ１９２６は弾たま詰まりしやすい銃だから……」


  　サナが、櫂かい実じつの顔を見据えて不安そうに言う。


  「腸ちよう閉へい塞そくかな？」


  「……可能性としてなくはない……」


  「おおいぃ！　さらっと嫌いやな用語使って会話しないでよおおお！」


  　僕は、一いち縷るの望みを込めて志し保ほを見る。


  「志保！　これはいいのか！　お前の秩序にこの状況はあるのか!?」


  　志保は、一瞬考えた。


  「……まあ……ギリってとこですわね。状況は打開されてますし……」


  「ありなのかよ！」


  　その時。


  「くそおおおおおっ！　てめえら、卑ひ怯きような武器使いやがってえええ！」


  　自軍の不利を悟ったのか、咆ほう吼こうと共にヘイヘが立ち上がり、突進しながら銃撃してきた！　やけくその特攻作戦というところか。


  「唐人ー！　あいつ反撃してきたぞ！」


  「くそっ！　秘技、服はつ部とり返しの術！」


  　僕は服部を無理矢理塹ざん壕ごうの上に持ち上げる。


  「ぐはぁ！」


  　その瞬間、服部は再び雪玉を雨あられのように顔に食らっていた。


  「ぼぼばあああああああ！　やめろおおおおおお！　こらああああああああああ！　増ます川かわああああああ！」


  「スリヴァー！」


  「げぼあっ！」


  　最後は、近寄ってきたヘイヘに至近距離からサナがスリヴァーでとどめを刺した。


  「よし、今だっ！　進路クリア、オールグリーン！　一気に山頂まで行けっ！」


  　そして、僕らは塹ざん壕ごうを進んで行き──ようやく、雪山の頂上まで辿たどり着いたのだった。
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  「会長っ！　えきのっ！　もう年貢の納め時だぞ！　えきのを北海道に帰……会長？」


  　山頂。やっと対たい峙じできた二人は、異常な状態にあった。身を寄せ合いながら、えきのは赤い顔、会長は青い顔をしていた。そして。


  「うっ……」


  　突然、苦く悶もんの声と共に、会長は雪の上に倒れ込んだ。


  「会長っ！」


  「え……？」


  　えきのも、これには少し驚いた様子で、啞あ然ぜんとしている。


  「ど、どういうことだべさ？　みこと！　みことー！」


  　僕は慌てて駆け寄り、会長の身体からだを抱え起こす。


  「会長！　大丈夫ですか!?」


  「増ます川かわ……すまぬな……色々抵抗したものの……まだ我われを助けてくれるのだな……はは……これでは、耳掃除の時と立場が逆になってしまった……」


  　僕は、その会長の姿をえきのに見せつけるように叫んだ。


  「えきの！　この会長の姿を見ろ！」


  「え……」


  　会長は、苦しさにうめいている。僕は、部室から持ってきた一冊のガイドブックを取り出し、えきのに見せた。


  「これは……？」


  「これが、エキノコックスって寄生虫の、生態だよ」


  　僕は、エキノコックスに対する感染注意を促うながしているそのガイドブックを渡した。えきのは、一心不乱にそれを読み始める。


  「人間に……感染すると……最悪……死に至る……？」


  「会長は、お前のそばにいたからこうなったんだ！　エキノコックスは、人間にとっては死に至る病気なんだ!!」


  「そんな……わ、わだすが悪いべさ？」


  　思った通り、こうなってしまった。自分の見通しの甘さに忸じく怩じたる思いだ。


  「で、でも……」


  「でもじゃない！　お前のせいで会長は死ぬかもしれないんだ！」


  「っ！」


  　びくん、とえきのの身体からだが震ふるえる。ぎゅっと目は固く瞑つぶり、今にも泣き出しそうだ。


  「でもわだす……た、ただ友達がほしかっただけなんだべさ……でも……こんなことになるなら……わだすが生きてるだけでみことが傷ついて……こんな……悲しみしか生まないんなら、わだすが生まれてきた意味ってなんだべさっ!?」


  　僕は、苦々しい思いで、レストアの言葉を思い出していた。


  「……悪意なんだ」


  「え？」


  「悪意だったんだ。お前が作られた目的って。たぶん、えきのの言ってる神様は──そう言ってた」


  「そん……な……」


  　えきのは雪山の上に崩れ落ちていた。


  「諦あきらめちゃだめだ──っ！」


  　その時、サナが大きな声で叫んだ。


  「サナ……？」


  「目的がなんだよっ！　悲劇には負けちゃだめなんだっ……！」


  　サナが、強く叫んでいる。


  「もし本当に、パラシスタンスが悪意で作られてても！　それは神様が悪いことで！　えきのは悪くないんだ！　運命なんかっ！　くそくらえなんだ！　私たちは特別だからこそ誰だれより……幸せにならなくちゃだめなんだ──っ……！」


  「サナ、お前……」


  　なんとなく、そのサナの言葉は、今までにサナが言ったどんな言葉よりも切実さを持って放たれているような気がした。


  　その時、僕はなぜか、レストアに見せられた映像のことを考えていた。血ち塗まみれの女性と、その女性にすがりつくサナの姿を。


  「サナちん……」


  　サナの熱弁にえきのも何か感じるところがあるようだった。


  　──と、その時。そんなふうにえきのを責める僕の顔を──下側から撫なでる手があった。


  「そうだ……あまりえきのを責めないでくれ、増ます川かわ……」


  「会長……？」


  「ぐ……！」


  　ふらふらのままで会長が立ち上がった。


  「会長！　無理しないで……」


  「みことっ！」


  　その身体を支えるように、えきのが会長の胸に飛び込む。


  「みこと……！　ごめんね、ごめんね、わだすのせいでいっぱい苦しい思いさせて……」


  「心配するな……いいのだ……巫み女こは、依より代しろなのだからな」


  「でも……わだす……わだす……」


  「えきの……我われはな……貴君に乗っ取られていた訳ではないのだ……たぶん……」


  「……え？」


  　えきのの顔が不安そうに歪ゆがむ。


  「貴君と友達になりたかった。それだけだ……だから……貴君に罪はない……」


  　その言葉に、えきのは涙を流しながら叫んだ。


  「うわあああ！　みことおおお！　死んじゃやだよおおおお！」


  「なあ、櫂かい実じつ、なんとかならないのか！　このままだと会長が……」


  「……えきのさんがパラシスタンスな限り……希望はない……」


  「なんだよそれ……」


  「エキノコックスは本来は、感染しても数年の潜伏期間を持つ寄生虫なのに……会長さんがこんなに急速に苦しんでいるのは……パラシスタンスだということのせい……」


  　すると、えきのはきっ、と顔を上げた。


  「……それなら、なんとかなると思うべさ……」


  「……えきの？」
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  「わだす、神様にパラシスタンスとしての意識を繋つなげてもらった感覚をまだ覚えてるから……。生まれたばかりのわだすがまだ持ってる手放せば、今ならまだもとのエキノコックスに戻ることができると思うべさ」


  　そのえきのの発言を、櫂かい実じつが、焦あせったように補足する。


  「でも……えきのさん……それは、パラシスタンスじゃなくなる……えきのさんの実存がなくなるということ……」


  　えきのは、それを百も承知、というように穏やかな笑えみを見せる。


  「……それだけでいいなら、安いもんだべさ」


  「えきの……」


  「わだす、神様に会いたかったのって、きっと、お礼を言うというより……どうしてわだすを作ったのかって聞きたかったべさ。でも……わだすたちは悪意のために生まれてきたって聞いて……それでも……ここにいれたことは良かったと、思うべさ」


  　えきのは、意を決したように倒れている会長を思い切り抱きしめ、そっと呟つぶやいた。


  「みこと……ねえ、みこと」


  「えきの……」


  「わだすたち、短い間だったけど、楽しかったべや。友達に……なれたかな？　みこと……わだすのこと……忘れないでほしいべさ……」


  　えきのはにっこりと笑って、会長と向き合う。


  「……すまない……えきの……」


  「あは。なんで謝るべや？」


  「我われが、最初から、寄生虫の巫み女こではないなどと言っていたら……えきのにこんなつらい思いをさせずに済んだのに……」


  「……ううん。なあんも。なんもさぁ……」


  　その二人のやりとりは少しつらい。


  　僕は思う。もし、最初からえきのと会長が素直に全すべてを話していたら、エキノコックスのことを話し合っていたら、こんな事件は起きなかったのだろうか？　教祖とご神体という形でしか絆きずなを作れなかった二人にも──違う結末があったのだろうか？


  「くそっ……」


  　なんで誰だれもかれもが、素直になれないんだ。


  　会長も。えきのも。サナも。それから僕も──馬ば鹿かだ。


  　本音を隠して付き合ってしまう。綺き羅ら先生の言う通りだ。


  　些さ細さいな嘘うそがすれ違いを呼んでしまう。


  　だから──取り返しのつかないことになる前に本音でぶつからなくちゃいけないんだろう。


  　偽いつわりの感情で、接することを決めてしまった僕とサナは……やっぱり、間違っていたんだ。


  　えきのが、会長の前に立つ。


  「わだす、意識を消去するべさ」


  「えきの……」


  「……わだす、本州きて、よかったべさ。みこと！　わだすたち……離ればなれになっても……種族が違っても……ずっと友達だべや？」


  「ああ……我われとえきのが……友達であることは変わりない！」


  「うん。なら…………人の世界では生きられなかったけど……」


  「……えきの……」


  「いつか、また会えるべさ」


  　二人はぎゅっ、と固く身を寄せた。


  「わだす、解わかったべさ。きっと、悪意から作られたわだすたちでも……わだすたちに勇気があれば、きっと誰だれかのために生きられるべさ。教えてくれてありがとうだべさ、サナちん」


  　そして、えきのは僕たちに向かって最後に宣言する。


  「それじゃあ、みなさん……お世話になったべさ。もし……わだすたちが悪意で作られたとしても、運命とだって戦えること……。それをみんなに見せてから行こうと思うべさ」


  　えきのは、山頂に生えていた大きな樹に向かうと、そこに背中をぴたりと付けた。これから、実存をなくすというのだ。


  「これでいいんさ。みことを、傷つけないで済んだべ」


  「……えきの、待てっ、やはり我はどうなってもいい……貴君が生きれば……！」


  「みこと……じゃあ……わだすの意識、放すべさ」


  「えきの───────っ！」


  　笑いながら、えきのの身体からだは、だんだんと小さく縮んでいき──数ミリほどになってしまったかと思うと、次の瞬間には雪に溶け込んで完全に見えなくなってしまった。エキノコックス成虫の体長は──一～三ミリほどだ。もう、その姿を捜すことは困難だろう。


  「えきのおおおおおっ──！」


  　会長が慟どう哭こくした。


  「貴君、帰ったのか……北海道に……」


  　そして、その場に残っていたキタキツネを、ここぞとばかりに櫂かい実じつが捕まえた。


  「……確保完了。これで、このキタキツネを北海道に送り返せば事件は解決……」


  　その時だった。周囲から急に煙が出始めた。


  「え、なんだこれ」


  　見ると、煙ではなく雪から出ている湯気だった。


  「うわっ、この氷と雪、溶けかけてる！」


  　えきのの気持ちが消え失せて、学校を包んでいた雪と氷が溶けつつあるのだ。


  　今は、まだ十月である。


  　中庭を始め、校内中が大騒ぎになっているようだった。急速な雪解けが、雪崩なだれのようになって、校舎の外に流れていく。


  「お、おい、これ……まずくないか……」


  　僕は気付いた。自分たちが今立っている山の表面が、どろどろと溶けかかっているのを。


  「うわっ……！」


  　僕の身体からだが、一ひと際きわ深く沈み込む。地盤が一気に陥没したのだ。


  「唐から人とっ……！」


  　その身体を、サナがすんでの所で掴つかんだ。


  「も、もう氷水に落ちるのは勘弁してほしいよ……ってか、みんなは!?」


  　溶けかけた雪が、そこらで半液状になっている。まるで、そこら一帯の地面が、ジェラートになってしまったようだ。


  「こ、これ、まずいんじゃないか……沈んだら、埋まって……」


  「これにお乗りなさい！」


  　その時、ジェラートのようになった地盤をぶち破りながら一艘そうの木船が飛び込んできた。いつのまにか、志し保ほや桜さくら、ロイ子が、その大きな舟に乗っていた。


  「志保、そんなもんどっから！」


  「教団の連中が、方はこ舟ぶねを造ってたのを思い出したんですわ。案外、バカにならないもんですわね、預言というのも」


  　見ると、雪山からこちらに向かって攻撃してきていたと思われる教団の衣装を着た生徒たちも、その上に乗っていた。


  「くっ！」


  　僕とサナは、みんなに引っ張り上げられる。


  「ふう……助かった」


  　だが、まだ雪の溶けていく地面は、悪夢のように辺り一面を飲み込んでいた。完全に液状化してない現状だと、雪の中に沈んでしまった人もいるだろう。


  「唐人！　まだ埋まってる人がいるかも！　助けないとっ！」


  「で、でも！　どうやって埋まってる人を見つけ──」


  　その時。僕の前にロイ子と桜が立ちはだかった。


  「……わしらの……出番かのう？」


  「おまえら、一体、なにを──」
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  　──のちに。


  　方はこ舟ぶねの操そう舵だ士しを務めていた片かた平ひら薫かおる（17）はこの時の様子をこう語っている。


  「いや、ホント、校内にあった変な雪が全部溶けて、まるでジェラートですよ。雪崩なだれがそこらを飲み込んでいく訳ですよ」


  「実際、飲み込まれちゃってた人も何人もいたんじゃないかなあ……」


  「これは悲劇は避けられないんじゃないかって、そう思いますよね」


  「その時でした。卑ひ語ごファイブが、私たちの前に立って、こんなことをしたんですよ」


  



  　ロイ子と桜さくらが、こけしを重ね合わせた。


  「めいくあーっぷ、でぃるどー！　からの……」


  「卑語ファイブの！　マジックターイム！」


  「バイアグラ！」


  「パンティ！」


  「乳首！」


  「乳毛！」


  「なんでこんな時にお前ら卑語を大声で叫んでるんだよ……え？」


  　ボゴォ、と。


  　僕の耳に、胎動するような。心臓の鼓動のような、ドクンという大きな音が聞こえた。


  



  　片平はなおも語る。


  「……隆起したんですよ。地面が。いえ……一気にです。こう……もっこり、って感じで……」


  「それもあちこちでです。まるで……健全な男子中高生の下半身が……膨ふくらむようでした」


  「それで、そのもっこりの一つ一つから埋まってた人たちが出てきたわけです。奇跡ですよ、これは」


  



  「お、おい、桜、ロイ子」


  　桜は、すっと息を整え、構えを作る。


  「卑語とは、愛の言葉なり」


  　ロイ子も両手を、感謝するように重ね合わせる。


  「そして、未来へ紡つむぐ言葉なり」


  「愛のない所にも──生きる希望のない所にも──卑語は生まれない。なら──卑語で、愛と希望を生み出すことができる。それが、わたしたち卑語ファイブの──秘術」


  　のちに、二十一世紀最大の格闘術で閨けい房ぼう術じゆつと呼ばれる「増ます川かわ式卑語術」が萌ほう芽がの時期を迎えた瞬間であった。だが、現在はそれを記述する段階にない。


  



  「え？　……『恥ずかしいと思わなかったのか？』って……卑ひ語ごファイブがですか？」


  「ん～…………」


  「やっぱりあなた達はワカってない……卑語ファイブというユニットを──」


  「そりゃアンタ、ああなっちまうと普通は顰ひん蹙しゆくもんですわ。中には下ネタを受け付けない人もいるでしょう。ふつうはね。だけどこれは卑語ファイブのハナシでしょ」


  「みんな、ありがとう、ありがとうって言いながら救い上げられた時」


  「勃たってたそうですよ」


  「全校生徒の、イチモツが」


  「それが卑語ファイブなんですねェ……」
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  　一方その頃ころ、校庭では。


  「わわわっ、雪祭り用の雪像が────！　なんで雪溶けるのさー！　た、おれるー！」


  　三さえ枝ぐさが、崩れ倒れかけるアニメキャラの雪像を押さえようとしていた──が。


  「……え？」


  　無情にも、雪像はそれを押さえている当の三枝に向かって身を倒そうとしていた。


  「う、うそっ……！　やだっ……！　こっち、こな……」


  「バカヤローッ！」


  　高たか木ぎが、三枝の前に飛び出していった。


  「あ、あきくんっ！」


  　高木はそのまま三枝を抱きかかえて、転がるように二人の身体からだを投げ出した。間一髪のところで、全壊した雪像が三枝の今まで居たあたりに崩れ落ちていった。


  「あ、あきくん……」


  「馬ば鹿かっ！　金と命とどっちが大切なんすか！」


  「だって……お金になるって思ったんだもん……」


  「命あっての物種っす！」


  　高木の、あまりのその剣幕に。


  「……えへへ、ありがとうね、あきくん」


  　三枝は破顔した。


  「……わ、わかればいいっす」


  「雪祭りで儲もうかった分でこんどアイス買ってあげるね～」


  「う、うるさいっす。メガネブス！　一個でいいっす」


  　ツンデレ男女が少しデレていたのだった。


  



  
    ＊　　＊　　＊

  


  



  「土手！」


  「あわび！」


  　中庭では、桜さくらとロイ子が、こけしを高く掲げている。


  　同時に、まるで海綿体に血液が流入するように、そこらで雪の中に生き埋めになっていた生徒達がボコォ、と隆起して飛び出してくる。


  「ぶはあ！」


  　それを、片っ端から志し保ほやその協力者が引っ張り上げていく。


  「大量ですわ大量ですわ！」


  　僕は、その光景を見ながら半なかば感心し、半ば呆あきれていた。


  「ていうか桜……あいつ、パラシスタンス関係ないのにどんどん人間離れしていくな……」


  　とはいえ、あいつらのお陰で犠牲者が出ずに助かっていることも確かだが。


  　その時。櫂かい実じつがずいと歩み出てきた。だが、その表情に、焦あせったような不安の色が浮かんでいる。


  「どうしたんだよ、櫂実」


  「どうしよう増ます川かわ君……キタキツネが……いないの……」


  　櫂実の持っているケージには、無理矢理こじ開けられたような後が残っていた。


  「はぁ!?　まずいだろ、だって、あれはもうえきのもいない、単なるエキノコックス持ちのキタキツネ……」


  　そんな櫂実の向こうから、声が聞こえてくる。


  「たっ、助けてくれっ……！」


  「会長!?」


  「我われは泳げないのだ……！」


  　会長が、濁流に流されながらもがいていた。


  「おい、まずいぞ、早く会長を助けに……」


  「唐から人と、あれ！」


  　サナが指差した先には。


  　一匹のキタキツネが、泳ぎながら会長に向かっていた。


  「ぷはっ！」


  　なんとか会長がそのキツネにしがみつく。


  「……貴君、えきのなのか……？」


  　キツネは喋しやべりこそしなかったが。


  『パラシスタンスの力の、最後の、ひとかけらだべさ』


  　そんな声が聞こえた気がした。そして、会長を乗せたまま、キタキツネが舟のそばに泳いできたのを、僕たちは必死の思いで引っ張りあげていた。


  



  　そして、三十分の時が過ぎた。校内を覆っていた氷雪は、雪崩なだれのように外に押し出され、街全体の地面を濡ぬらしたあたりで収まったようだった。


  　校内はまだそこら中で水浸しだったが、すっかり元の気温を取り戻していた。これなら、濡れていたものもいずれ乾くことだろう。


  「終わった……」


  　その場に残った会長が、小さな肩を落としていた。


  「おいで……キツネさん……」


  　再び櫂かい実じつがキタキツネを檻おりに招くと、キツネは抵抗もなく入っていった。その様子には、もはやえきのの欠片かけらも感じることができなかった。


  「なあ、増ます川かわよ……えきのはどうなったんだ？」


  　その質問に答えたのは櫂実だった。


  「大丈夫、北海道のどこかで……また『えきの』ちゃんが生まれてる……心配しなくても……」


  「そうか」


  　それを聞いて、会長は花のように微笑ほほえんだ。


  「では、またいつか会えるのだな」


  　その顔に、もう迷いはなかった。


  　会長に、いつか本当に心を開ける友達ができたらいいなと、僕はそう思った。きっと、その時は、えきのと会っても、今度こそきちんとやり直せるだろう。


  　サナが、感傷的にぼそりと言う。


  「やっぱり、人間関係って嘘うそで固めても続かないんだな……」


  　そうだな。


  　……やっぱり、本当の気持ちを隠して向き合うのはいけないんだろう。


  　だから僕は、ある一つの出来事のあらましを正直にサナに話すことを決意したのだった。


  [image: ]


  週刊宿やどり木ぎウォーカー

  【第41回】（秋なのに冬）

  満喫！　デートスポット特集

  


  通販の過剰包装が許せないヤングの皆様こんにちは！　編集の高木です！　めっきり肌寒くなってきましたね！　というか、肌寒いを通り越して校内が銀世界になってますね！　どうしたことでしょうか。異常気象にもほどがありますね。そしてカップルどもはこの寒さの中、温め合おうかとか言ってるんでしょうね。クソが。性病になれ。今日はそんな忌まわしき恋愛至上主義の豚どもに捧げる小粋なデートスポットを特集したいと思います！

  


  【デートスポット❶】


  「伝説の樹」


  
    …………………………………

  


  これはデートスポットとは少し違うんですが、中庭に一本だけ生えているこの樹の下で告白して生まれたカップルは永遠に幸せになれるそうです！　っておい。……ギャルゲーかよ。完全になめてますね。何をなめてるって人生をなめてる。高校生の分際で永遠を語るとかｗ　片腹痛すぎｗ　大学とかで彼女がヤリチンの先輩とかにうっかり食われたりしてもめろｗ　就職とか片方だけ失敗してなんか微妙な空気になれｗ　そして紆余曲折あって、まあ妥協の末に結婚でもすることぐらいは許してやるとしよう。だがな！　そこから始まる、義理だけによる不愉快なご近所付き合い。嫁姑との間に発生する確執。老後の不安定な生活。そういう現実を！　俺は突き付け続けていくぜ！

  


  【デートスポット❷】


  「ＬＥＤライト・イルミネーション」


  
    …………………………………

  


  すみません取り乱しました。次のデートスポット紹介です。秋から冬にかけて、街はイルミネーションで綺麗に彩られます。こんなことになってしまったので、我が高校でも前倒ししてイルミネーションが行われることになりました。なかでも、とある場所の並木道では、色とりどりのＬＥＤライトが樹を飾って非常に綺麗……なんですが、おめーらには教えてやんねー！　くそして寝ろ！　ＬＥＤライトのＬＥＤとか、俺にしてみりゃ「Lovetokaitte　Eroikoto　Dakeshikakangaetenai」（ラブとか言ってエロいことだけしか考えてない）の略だよｗ　お前らにお似合いなデートスポットは、そうだなぁ、鉄鋼加工部だな！　あそこの工場、アーク溶接とかやってるから。放電で溶接するやつな。せいぜいその光でも裸眼で凝視して失明するといいぜ！

  


  【デートスポット❸】


  「カフェ・ド・ソレイユ」


  
    …………………………………

  


  すみません、お見苦しいところを……。最後にご紹介するのは、最近校内にオープンしたおしゃれカフェです。コーヒーではこだわりのコーヒー豆が豊潤な香りを醸しだし、新鮮なフルーツを使ったジュースメニューも充実。なお、ここのカフェは、Ｌサイズのジュースをカップルで注文すると、分けあって飲めるようにストローを二つくれるというサービスも実施しています！　……ただなぁ！　教えてやるぜ！


  　お前らが飲んでるそれなぁ！　雑菌まみれなんだよ！　今度見かけたら、コールしてやるぜ！　「そーれ、雑菌！　雑菌！」ってな！　ざまあみやがれ！　なにがコーヒー豆だよ！　家で「こっちのお豆も味見してみようかな」とかふざけたちちくりあいしてんだろクソが！　もうフォローしねえ！　不幸になれ！　クソが！

  


  以上、デートスポット特集でした！


  （編集長私信：高木君、この原稿どういうこと。最近日を追うごとにルサンチマン酷くなってない？　あと、こないだの記事、あなたを信じて責了にしたのになんで私のコメントまで印刷されてるのよ。今度やったら解ってるでしょうね。あとちゃんと電話には出なさい）


  エピローグ


  



  「サナ」


  「なんだ？」


  　だから、僕は、告げることにした。例の件を。


  「実はさ……こないだの学園祭の後……。僕……姫ひめちゃんとキスしたんだ」


  「……!?」


  　サナは、突然の僕の宣言にショックを受ける。


  「な、なんで言っちゃうんだよ……」


  　内容自体に驚いた様子は見られない。やはり、なんとなくでも知っていたのか。だけど。


  「本当のことが言いたかったんだから、仕方ないだろ！」


  「でも、唐から人とは彼氏じゃないから……べ、別に、だ、誰だれとキスしても、へ、平気……へい……」


  「サナ……」


  「…………」


  　ただ気まずい空気が流れる。


  「なんで……」


  「え？」


  「なんで、今言っちゃうんだよっ……唐人……！　バカッ……バカッバカッ！」


  「サナ……」


  「そしたら、私も色々言えなかったこと……バカみたいに、言わなくちゃいけなくなるだろっ！」


  「うるさいな！　いいだろ！　どうせお前は彼女にはならないんだから！」


  「……っ！」


  　──僕は。つい、そう言ってしまった。そこまで言うつもりなかったのに。その瞬間、全すべてが崩れてしまったのが解わかった。サナは、何も言わずにただふるふると肩を震ふるわせている。……失敗してしまった。タイミングが、最悪だった。


  　そこに、櫂かい実じつがずい、と身を乗り出してきた。


  「……増ます川かわ君……」


  「え？　どうした、櫂実」


  「拙せつ虫ちゆう……温泉で……サナさんと増川君の話……聞いてたの……」


  　櫂実は、胸に手を当てて、僕の目を見て言う。


  「櫂実……？」


  「……拙せつ虫ちゆうはゴミ虫で……どうしようもないけど……拙虫を……」


  　その瞬間、


  「増ます川かわ君の、彼女にしてくれませんか？」


  　呼吸が止まった。


  　世界に息をしているのは、誰だれもいないかと思えるほどに。


  　僕は、何も言えない。


  　そして、その静寂を破るように。


  「は、はあああっ!?」


  　サナの、驚きよう愕がくしてもしたりないというような、悲鳴にも似た嘆息が漏もれた。


  「あ、亜あ須す香かー！　どういうことだよー、これ！」


  　サナの顔は過度の混乱と涙でもうぐちゃぐちゃだ。


  「唐から人と、私じゃなくて櫂かい実じつだったらいいのか!?」


  「そ、それは……」


  　僕は、答えることができない。確かに、櫂実は可愛かわいいし、憧あこがれるが、僕にはサナが──。


  「う……うう……唐人の、ばか───────！」


  「お、おい、サナ！　サナ─────っ！」


  　サナは、僕の櫂実への返事を聞くことなく、立ち去ってしまった。


  [image: ]


  「……あー、お取り込み中すまねえが」


  　その時、僕の前に誰だれかが立ちはだかった。


  「は……!?」


  「まったく……ようやく準備ができたよ……リベンジってとこかな」


  「お前……」


  　陰気な、小太りの西洋人。リビー・アイゼンバーグだった。


  「今日はクソガキどもに一足早い素敵なプレゼントをくれてやろうと思ってね！　ジャジャーン！　俺の被検体だよー！」


  　そして、その隣にいる人物を見て、僕は驚きよう愕がくする。


  「……親父おやじ？」


  　その姿は間違いなく、僕の父親、増ます川かわ銀ぎん次じだった。


  　でも、今リビーは、親父のことを『被検体』と呼んだ。一体、どういうことだ？


  　数ヶ月ぶりに会った父親。だがその様子には、もう一人の別人が混じっているような……。その雰囲気、最近どこかで……。


  「……お前、レストア、なのか……？」


  　そして、親父が口を開く。──レストアの声だった。


  「……エキノコックスでは、災さい厄やくにまでは至らなかったみたいだね。仕方ない。彼女には、害はあっても、悪意がなかったからね。でも……本命は、既すでに行動を開始しているんだ」


  「本命……？」


  「あのエキノコックスは、ボクが言っていた最大最強の『災厄』じゃない」


  「え？」


  「もっと悪意に満ちた存在に、既に会っていたんだよ……？　気が付かなかったかい？　気が付かなかったのが──キミの、ミスだ」


  



  　いつの間にか、天気が悪くなっていた。


  　校舎の外に、雷鳴が轟とどろいた。


  　その雷鳴の中──また別の場所。一人の女性が、誰かを踏みつけていた。


  「跪ひざまずきなさい、下郎」


  　この時まだ、僕は知らなかったんだ。


  　全すべての悪夢は始まってしまっていて。


  　全ての歯車は動き出してしまっていて。


  　もう、戻れないところまで来てしまっていたことに。


  



  　人類最大の危機まで、あと二週間。


  　あとがき


  



  　砂すな義ぎです。この度、『寄生彼女サナ』も四巻目を出させていただくことができました。応援してくださる読者の皆様のおかげです。どうもありがとうございます。さて、これだけ巻が進むと、そろそろ読者の皆様も色々気になるところが出てくる頃ころ合あいかと思われますので、今回はそれらの想定される質問に答える形であとがきを書かせていただきたいと思います。


  Ｑ１．今回「北海道に旅する」というくだりが出てきますが、そもそもこの物語って、どこが舞台なんですか？　道民に喧嘩とか売ってるんですか？


  Ａ１．この作品の舞台は『関東のどこか』です。一応作者が神奈川県民なので、書く時に強く想起しているのはその辺りなのですが、特に定めてはいません。なので、その他の地域にお住まいの方も、自分が「ざっくり関東らへん」に居る感じで、土地勘やその他青春汁を振り絞ってお読みいただけたらと思います。あと、今巻執しつ筆ぴつのために喜び勇んで北海道に取材にも行ったくらい北海道大好きですよ。ご飯超うまかったです。将来は立派なウニになりたい。


  Ｑ２．すなぎさんは、毎巻のように危ないネタを大量に使って、今回も編集に止められたり、一ひと悶もん着ちやくあったと聞いていますが、なんでいつもそんなコーナーを際きわどく攻める峠の走り屋みたいなことをしてるんでしょうか？


  Ａ２．そこに峠があるから……かな。


  Ｑ３．２巻ぐらいから思ってるんですが、唐人たちの通ってる高校って敷地広いにも程がありませんか。さすがに無理があるような気が……。


  Ａ３．実は、僕もそのことで「いっそ丸刈りにするか……」を意識し始めるほど遺伝子レベルで頭髪を減らし悩んでいたんですが、今回北海道に取材に行く過程で北海道大学に立ち寄らせてもらったんです。で、あそこめちゃめちゃ広いんです。グラウンドとかいくつもあったり、自転車がないと授業の移動に遅刻するレベルらしくて。そこを歩いて、僕、これくらい広ければなんでもできるなって勇気が湧わいたんです。だから、無理じゃない。無理じゃない！


  Ｑ４．でも、大学と高校は違いますし、舞台が関東では土地事情も違う……。


  Ａ４．ロウ・オブ・ザ・俺！（俺が法律だ、しかし物腰は低い）


  Ｑ５．今巻の謝辞を、西海岸からやってきたラッパー風にお願いします。


  Ａ５．ＹＯ！　俺ＭＣ（モノカキ）砂義！　原稿の遅き、許すまじ！　ロスの風、美しい。今巻も、ＤＥＥＰでＤＯＰＥなイラストを、無茶を承知でプッチャハンズしてくれた、ＥＣ（エカキー）瑠る奈な璃り亜あ様ありがジョブ！　担当、相当、苦労かけたよう、ごめんよう、ご面倒でも次回も頼もう。全ての人に感謝しＹＯ。オーイエ、サンキュウ、シャバダバＤＯ。


  Ｑ６．取引先に言うみたいに、コミカライズの告知をお願いします。


  Ａ６．拝啓　時下ますますご健勝のこととお喜び申しあげます。皆様には『寄生彼女サナ』を平素より格別のご高配賜り、厚く御礼申しあげます。弊社より、先日本作のコミカライズ決定のお知らせをさせて頂いたのですが、この本が出版されている折、既に発売中の月刊コンプエース二○一三年二月号にて、新進気鋭の漫画家、ソウマトウ様の美麗な作画により、第一話が掲載されております。まことに厚かましいお願いとは存じますが、原作と合わせて応援頂けますと、各方面が潤いと幸に満ち溢れますので、今後とも原作共々引き続きのご愛顧、何とぞよろしくお願い申しあげます。　敬具


  Ｑ７．熱々のおでんを下着の中に詰め込みながら次巻予告をお願いします。


  Ａ７．えー、次巻は……熱っ！　え、これ、入れながら喋るんですか？　ええ……熱っ！　次巻からはもう、毎巻毎ページがクライマックスですよ！　熱い、お汁が！　えー、必死に生きてる登場人物たちですからぁ……あっ、あっ、恋もしますし頑張りますので、あっ、熱いというか痛い、その行方はどうなるのか、また主人公周りの秘密、登場人物たちの心の旅、その終着点はどこなのか、一つ次巻以降もご期待いただけたらと思います！　あっついなぁもう！　ほら！　真っ赤だよお肌が！　なにやらせんだよもう！


  Ｑ８．素に戻って締めてください。


  Ａ８．はっ……。あ……あの、こんな作家ですが、今年もいっぱい頑がん張ばりますので、よろしければ引き続き応援いただけたら幸いです。よろしくお願いいたします。


  



  
    砂すな義ぎ出雲いずも　　

  


  砂義出雲


  Izumo Sunagi


  



  最近あるゲームにハマっています。でも諸方面にバレるとまずいので、そのゲームを仮に「某ぶつの森」と呼称させて貰います。やべー超楽しい某森。原稿書かずにカブトムシ取ってるって言ったら担当どんな顔するだろう。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ


  寄生彼女サナ４
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